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			夏樹の章　プロローグ・強制送還は突然に

			


			　城の地下の床に描かれた、複雑な魔法陣。

			　その中央に立たされた一人の少女。

			　魔法陣はそれ自体がまばゆい光を放っており、既に発動してしまったことを彼女に如実に伝えていた。

			「ま、待ってください。グレイさん、話を、そんな、突然こんな……！」

			　少女は今自分の身に起ころうとしている事態が理解できず、狼狽しながら声を上げた。彼女の目の前に立っている黒髪の青年──グレイが、そんな彼女を見て、少しだけ寂しそうな顔で笑う。

			「エト、お前は今まで本当にこの国に恩恵をもたらしてくれた。だから、もう十分だ。お前は、お前を待っている人のいる世界に帰れ」

			　そう言って、赤みがかったこげ茶色の目を細めて柔らかく微笑む。

			　微笑んでいたが、彼のその言葉から感じるのは明確な拒絶の色だった。彼がそんな表情で自分を見たのは初めてだ。もう二年も一緒に居たというのに。

			（足が、動かない……！）

			　魔法陣の魔力に捕らわれ、エトの足は根が生えたように魔法陣から離れなかった。必死でグレイに手を伸ばすのに、彼は微笑んだまま、決してエトの手を取ろうとはしてくれなかった。

			　愕然としてグレイを見る。

			　──どうして。一体何故、彼は突然こんなことを。

			　混乱するエトをどこか凪いだ視線で見つめながら、グレイは自らの血が滴る腕を掲げる。ぽたり、ぽたりと血が魔法陣に落ち、落ちた個所から魔法陣がますます輝きを増した。血を媒介として、魔法陣に彼の魔力が吸い取られているのだ。

			　人を一人、異世界から現代日本に飛ばすだけの魔力。

			　それがどれほど膨大なものか、魔法に疎いエトには想像もつかない。ましてや、グレイは魔術師ではない。多少は魔力があるといっても、あくまで彼は城の騎士だ。こんな無茶をして、ただで済むとは思えなかった。

			　──元いた世界に、日本に帰れる。

			　そう告げられても、彼女は素直に喜ぶことはできなかった。

			　最初は訳も分からずに連れてこられた世界だった。

			　自分で来たいと望んだわけでもない。周囲から歓迎されていたわけでもない。

			　それでも、少しずつこの国の中で自分のできることを見つけて、護衛のグレイと一緒に二人三脚で今の生活を作り上げたのだ。彼には叱られてばかりだったけれど、この二年間本当に楽しかった。周囲から『聖女様』と呼ばれるまでになったのも、彼がいればこそだ。

			　だから、──自分が彼に恋をするのも、きっと自然なことだった。

			　たとえ幼い恋だと誰に馬鹿にされようと、いつか自分の口でこの想いを伝えるのだと。

			　そう、思っていたのに。

			「話を……、お願いします、話を聞いてください！」

			　魔法陣から巻き起こる強い風で、彼女の声はかき消される。

			　グレイは何も言わずに彼女を見つめ、眩しそうに目を細めた。

			　ああ、今までずっと、呆れたような笑顔しか私にくれなかったというのに、今になってそんな優しく笑うなんて、卑怯じゃないか。

			　風に煽られて、少女の首にかけてあった青い石のペンダントのチェーンが千切れとぶ。

			　大切なものであるそれを追いかけて、一瞬だけ彼女の視線がグレイから逸れた。

			　その一瞬が、最後だった。

			「絶対に、幸せになるんだエト。俺は、いつまでもお前のことを」

			　光が、弾ける。

			　ふわりと足が浮く感覚。

			　風が強くて、もう何も聞こえない。
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			　それでも、『あいしている』と、彼が最後に言ったような気がした。

			


			＊＊＊

			


			「……んん」

			　チュンチュン、と鳥の鳴き声が聞こえる。そこでエト──本名、江え藤とう夏なつ樹きの意識は浮上した。

			（すずめの、鳴き声？）

			　日本ではありふれているその鳥を、何故か今は酷く『懐かしい』と思う。閉じた瞼越しに照らしてくる日光があまりに眩しくて、夏樹は腕を上げて目元を覆った。

			（すずめなんて毎日見ているはずなのに、懐かしいなんて、変なの）

			　そういえば、今日は何曜日だっただろうか。昨日は友達と夜まで電話で盛り上がり、翌日の学校の準備もせずに寝てしまった。だから今日は日曜明けの月曜日のはずで、学校が……学校？

			「……ん？」

			　先ほどよりも強い違和感に、思わず顔をしかめた。

			　おかしい。

			　今日の予定は確か、『王太子殿下の城下視察に同行する』ということだったはず。

			　学校など……最近、行ったことがあっただろうか。

			（あれ？）

			　ぱちり、とようやく目を開けて、夏樹は寝ぼけた頭で周囲を見渡した。

			　そこは、そもそも屋内ではなかった。窓もなければ壁もない。ぽかぽかと温かい日差しがダイレクトに彼女に注いでいる。身体の下は、柔らかい草の感触。これは、完全に屋外だ。少なくとも、先ほどまでいたはずの、ファンタジーな世界の城の地下室などではない。

			（……そうか、私、グレイさんに魔法で元の世界に飛ばされて）

			　寝ぼけた頭が、やっと正常に回り始める。

			　夏樹が現代の日本で女子高生をしていたのは、もう二年も前の話だ。

			　十七歳のある日に突然不思議な世界で目が覚めて以来、夏樹は二年間、元の世界とは異なる世界で過ごした。その生活にも慣れ、このままこの世界で暮らす未来も悪くないと考え始めていた。

			　──グレイに魔法で飛ばされたのは、そんな矢先の出来事だった。

			「日本、帰ってきたんだなあ……」

			　グレイが発動したあの魔法陣は、時空転移の効力を持っていた。最近見つかったばかりのあの魔法陣があれば、夏樹は元の日本へ帰れると言われていた。しかし、帰ることができるのと実際に帰るのでは訳が違う。

			　──帰るなんて、私、一言も言っていなかったのに。

			「グレイ、さん」

			　ぽつりと呟いたその名は、異世界において、最も信頼していた人間の名前だ。

			　日本に帰ってきたということは、もう二度とあの世界には戻れないということ。

			　融通が利かなくて頑固者で、それでも、いつだって異世界で夏樹の心の支えになってくれたグレイにも、二度と会えないということだ。

			「私まだ、何も恩返しとか、できていない、じゃ、ないですか……」

			　呟いた言葉も、もう二度とグレイには届かないのだろう。言った途端に、猛烈な寂寥せきりょう感が押し寄せてきた。彼には伝えたいことがたくさんあったのに、何一つ伝えることはできなかった。強制的で一方的で、どこまでも唐突な別れだった。別れの言葉すら、口にする暇もなかった。

			「あんまり、じゃないですか。そんなの……」

			　ゆっくり起き上がると、ぽろりと一粒涙が零れた。

			　それを皮切りに、ぽろぽろと涙が零れ落ちる。

			「グレイさんの、馬鹿……」

			　こんなの、あんまりだ。

			　もうあの世界には戻れないと知り、やっと本当の自分の気持ちが分かった。日本での日常なんていらない。こんな形で日本に帰ってこられても、ちっとも嬉しくない。

			　自分が進みたい道は、きっと彼の隣にあったのだ。

			　──そんなこと、今更気が付いても遅いのに。

			「グレイさん、会いたいです」

			　涙が滲む。唇を噛みしめて、夏樹は子供のようにしゃくりあげた。後から後からこみ上げて、涙は一向に止まらない。

			「う、ふぇ……っ……」

			　温かい太陽の光を浴びながら、夏樹はひたすら泣き続けた。立ち上がる元気もない。もう、どうしたらいいのか分からない。寂しくて悲しくて、ただ目の前が真っ暗だ。

			


			　バサバサッ。

			「……ん？」

			　バサバサバサッ！

			「え、な、何？」

			　その場に響き渡った、突然の大音量。そのあまりの音の大きさに驚いて、夏樹は勢いよく顔を上げた。先ほどまで可愛らしく鳴いていた鳥が慌てふためいて一斉に飛び立つ。

			　そしてその開いた空間にバサッと大きな音を立ててとまったのは、一匹の大きな鳥だった。

			「グエッ、グエッ」

			「……」

			「グエェエ」

			　鮮やかな赤い嘴くちばし。ショッキングピンクの翼。

			　蛍光ブルーの尾羽に、この世の全てを馬鹿にしたような締まりのない半眼。

			　──この鳥を、私は知っている。

			　夏樹はぽかんと口を開けて凝視した。瞬時に、彼女の脳裏に一つの記憶がよみがえる。

			


			『あの、グレイさんこの鳥、私初めて見ました』

			『ああその鳥な。珍しい鳥で、本来なら国境近くの森にしか住んでいないんだ。今度の国賓に余興として見せるために一匹だけ城に運ばれてきたんだな』

			『へええ、そんなに珍しい鳥なんですね』

			『鳴き声が特徴的でな。古い言葉で【永久の幸せ】という意味の言葉に聞こえるらしい』

			『うわあ、どう鳴くんですか？　とっても気になります！』

			『まあ、落ち着けエト。焦らなくてもそのうち鳴くだろ』

			


			　グレイの言葉通り、その鳥はその会話のすぐあとに鳴いた。それがあまりに特徴的だったので、夏樹もその時のことはよく覚えている。目の前の鳥は、その時の鳥と明らかに瓜二つだった。

			（ええと、この鳥って、まさか）

			　咄嗟に思考がフリーズしてしまい動けない夏樹の前で、今回もその鳥は高らかに鳴いた。

			　記憶と寸分違わぬ、高らかな鳴き声で。

			


			「エンガチョー、エンガチョー！」

			「………………」

			


			　あ、これは間違いない。あの時の鳥だ。

			　こんなふざけた鳴き声の鳥が、そういてたまるか。

			「……ええと、つまり、なんだ」

			　日本には絶対にいない鳥が、この場にいる。それはつまり、ここは日本ではなくまだ異世界で、──しかも王城から遥か遠くの国境付近の森であるということだ。

			「……グレイさんに、会いたいなあ……」

			　ボソッ、と夏樹は先ほどと同じ言葉を、しかし先ほどとは比べ物にならないほど黒いオーラを纏まとって口にした。

			　グレイさんに会いたい。

			　会って、全力で殴りたい。

			　パーではない、グーだ。拳こぶしで殴る。

			　ちょっとした手違いで、着の身着のまま、一人の護衛もなく、単身で国境付近まで吹き飛ばされた少女は吠えた。

			「グレイさんの、ばっかやろぉおお！」

			　──どうやら自分は、転送先を盛大に間違われたようだった。

		

	

			グレイの章　聖騎士グレイ=ランバートの受難

			


			タルテリア暦　一四五六年　異世界生活開始から三百十三日目

			


			「ち、治療師エト、行きます！」

			　酷い手傷を負った同僚に駆け寄り、エトが少しどもりながら叫んだ。

			　どもっているのは、まだ彼女がこのような泥臭い現場に慣れていないからだろう。今自分たちが退治している魔物の群れは、一体一体はそれほど強いものではない。しかし一瞬でも油断すれば鋭い爪で手傷を負うことだってある。彼女が駆け寄った俺の同僚が、まさにそうだ。

			　彼の横に膝をついた彼女を庇うように、俺は背をそちらに向け周囲を警戒する。今周囲の敵はあらかた殲せん滅めつされている。だが、いつ不意打ちが来るか分からない。

			（彼女一人守れないなら、俺が護衛でついている意味がないしな）

			　異世界から来た少女エトは、不思議な力を持ってはいたが、それ以外は何の変哲もない少女だ。俺たち聖騎士にとってはなんてことない下級魔物でさえ、彼女の命を奪うのには十分だった。万が一にもあってはならない事態を考え、俺は気合を入れなおすと音を立てて愛剣を構える。

			　国王陛下から彼女を任された俺の仕事は、どんな場面でも彼女の身の安全を守ること。

			（さあ、来い）

			　彼女が同僚の傷に手を伸ばした気配を感じて、俺はぐっと息をこらえた。

			　ここから先は、もはや俺にとって恒例となった──楽しい楽しい、拷問の時間だ。

			（さて、今日は何を考えようか……）

			　前回の妄想ネタは修道院の名物老シスターの裸だった。しかし、それくらいのインパクトではこれから俺を襲う彼女の猛攻を凌しのぐことはできない。するとここはやはり、うちのむさ苦しい団長の残念極まりないセクシーポーズの方が効果的にげんなりすることができるだろうか。

			（いや、でも何度も思い浮かべていると、慣れて効果が薄れるような気もするしな……）

			　並大抵のガッカリ度合いでは、彼女の能力から逃れることなどできはしない。ここは俺の精神を叩きのめすような、斬新かつ新しい想像を求めていくべきだろう。

			　さてどうしようか、と思考が逸れたその一瞬が、俺にとっての命取りだった。

			　ポウッ、とあたりに青い光が立ち込め、周囲に漂い始めた光の粒が微かに俺の腕にも触れた。

			「……ッ！」

			　あ、まずい。

			　そう思った時には遅かった。

			「……〇×▽※◇!?」

			　ざわざわざわ、と一気に全身に鳥肌が立つ。花などどこにも咲いていないのに、濃厚な花の香りに包まれたような感覚。官能を無理やり呼び起こし、欲望を引きずり出されるこの感覚。腰に強烈な熱い衝撃がくる。猛烈に彼女の方を振り返りたくて仕方がない。

			　あの柔らかい唇に食らいつき、赤くはれるまで吸ってみたら、彼女は恥ずかしさに泣いてしまうかもしれない。あるいは、あの魅力的な太ももを撫でまわすのでもいい。「グレイ、さん」と不安そうに自分を呼ぶあの声を、自分の腕の中に閉じ込めた彼女から聞きたい。

			（くそっ、また間に合わなかった！）

			　駄目だ、魔がさしていることを自覚するんだ。彼女はあくまで護衛対象。俺が狼になってどうする、しっかりしろグレイ！

			（堪えろ、堪えろ、堪えろ……！）

			　ああでも、快楽というのはなんて甘美な堕落だろうか。

			　あと少しでも感じていたら理性など吹き飛んでしまうと感じるのに、もうちょっと、もうちょっとだけこの感覚に浸っていたいと、彼女に支配されたいと願ってしまうような……もう、お願いしますこの薄汚い童貞を詰なじって踏みつけて嘲笑いながら触ってくださいと土下座して泣きつきたいと思ってしまうような──

			「はい、治療終了です！」

			　明るい彼女の声が響き、シュンと音を立てるようにあたりを包んでいた青い光が一瞬で消え去る。

			（……はっ！）

			　同時に、俺の脳裏を占拠していた桃色の映像がかき消えた。まずいまずいまずい、一瞬本当に意識が落ちかけていた。ついでに妙な性癖に目覚めかけていた。一瞬の気の緩みから、色々と人生が終わるところだった。

			「う、うぅ」

			「あっ、駄目ですよまだ動かないでください。私の力で傷自体は治りますけど、副作用で眩め暈まいとかが起こることは分かっているんですから」

			「すみ、ません……助かりました、聖女様」

			「ふっふっふ、お役に立てたようで何よりです」

			　エトが素直に喜んでいる声が聞こえる。年若い同僚の声は多少いつもより甘い気もするが、妙に息を荒らげている様子もない。少し気だるそうにしているが、それだけだ。やはり彼女の魔力に、正確に言えば彼女の治癒魔力の副作用にこんなに呆気なく敗北するのは、聖騎士団の中でも俺だけなのだろう。

			（……情けなさすぎる）

			　今日も今日とて敗北した自分を、俺は心の中で罵倒した。

			　たった一人の少女の魔力で、しかも彼女自身も全く意図していない治癒魔力の副作用の方にこんなにもあっさりと負けるなんて、情けないにもほどがある。しかし、情けないと思う反面で、「こうなってしまうのは当然だ！」と拗ねたように主張する自分の本音にも気が付いていた。

			


			　今から約一年前、エトは遠い異世界からやってきた。身分も後ろ盾もない彼女だが、彼女は一つだけずば抜けた才能を持っていた。──治癒の力である。

			　一般的に、治癒魔法というのは才能を持った人間が呪文の詠唱によって発動させるものだ。

			　しかし、彼女の才能はまるで怪物並みだった。通常なら長い詠唱が必要な治癒魔法を、彼女は相手の素肌に触れるだけで即座に発動させてしまう。

			　その姿はいつ見ても見事で、周囲から付けられた彼女のあだ名は『聖女様』。

			　しかし、その反面、彼女の魔法にはとても『聖女様』なんて清らかな名では呼び難い、重大な問題点があった。

			（これで、この副作用さえ、なければな……）

			　彼女の魔法には副作用がある。治療された本人および周囲の人間に効果を発揮する副作用。それはまあ、……簡単に言ってしまえば催淫効果だ。

			　男女問わず、年齢問わず、全ての人間が一瞬で理性を飛ばすほどの絶大な効果。近くに敵がいようが自分が死にそうな怪我をしていようが、そんなことはどうでもよくなってしまう。ただ彼女に襲い掛かりたい。それしか考えられなくなる。

			（でも今はペンダントがあるのに、何だって俺はこんなに負け越すんだ……）

			　内心、悪態をついて俺は悔しさに歯噛みした。

			　理性を飛ばす、催淫効果。そんな悪質な副作用を持ったままでは、彼女は到底治療師としては働けない。だから彼女はうちの魔術団長が直々に作成した青い石のペンダントを身に着けている。

			　ペンダントをかけている限り、あの暴力的な魔力は治療を行うことができる必要最低限の量までに抑えられているはずなのだ。だから今では誰も彼女に魔力で治療されても理性を飛ばしたりはしない。名実ともに、彼女は『聖女様』と呼ばれるに足る実力を発揮している。

			　──残念なのは、その『誰も』の中に俺自身が含まれなかったことだろうか。

			（俺だって、油断さえしなければ大丈夫なんだ。油断さえしなければ……）

			　屈辱に唇を噛みしめながら、自分に言い聞かせた。

			　別のことに集中してさえいれば、俺だってこんなに呆気なく理性を飛ばすことはない。ただちょっと、いつも少し、そう、心の準備が足りないだけだ。俺は悪くない。

			（……もっとこう、俺にだって年上の余裕というものが……！）

			　だが悔しがってはみるものの、内心では既に諦めの境地に達していた。

			　こんな途方もない出力の催淫効果に勝てるわけがない。伊達に長年悲しい独り身生活をしていないのだ。二十七歳彼女なし、という筋金入りの童貞の感受性を、甘く見てもらっては困る。

			「グレイさん治療終わりました、次の怪我人のところに行きましょう」

			「駄目だエト、まだ動くな」

			「えっ？」

			「まだ、周囲から奴らの気配が消えていない」

			「え、あ、はい！」

			　俺の真剣な声を聞き、彼女は慌てて周囲を警戒するように再度身構えた。

			　俺も、いつでも敵に斬り込んでいけるような低い姿勢をとる。

			「……敵、どこに潜んでいるのでしょうか」

			「それは分からない、殺気が消えるまでもう少し待て」

			　俺は険しい表情でそう彼女に言った。

			（今、自分の考えていることが暴露されたら、死ねるな……）

			　内心の冷や汗が、どうかばれませんように。

			　俺が動かないのは、動かないのではなく動けないからだなんてどうして言えようか。

			　魔物なんて周囲にはいない。それなのに、何故俺は前かがみなのか。そんなもの、『前かがみにならざるを得ないから』だ。彼女の魔力が止まり俺の思考回路が正常に戻ったとしても、一度反応した身体がまるで魔法のように一瞬で元に戻るなんてことはないのである。

			「敵、襲ってきませんね」

			「いやまだだ、きっと奴らは俺たちの様子を見ているんだ」

			「なるほど……勉強になります」

			（うっ、毎度のことながら良心が痛い……！）

			　身構えたままうんうんと頷く彼女は、全く俺を疑った気配がない。

			　彼女は本当に根が素直だ。馬鹿正直とも言う。こんなくだらないことで騙して、本当に申し訳ない。あとで、彼女に謝る代わりに神様に懺悔しておこう。最近は神様に懺悔しなければならない事柄が多すぎる。

			（……ふぅ……）

			　俺は一度深呼吸をして、必死に落ち着こうと試みた。二進にっちも三進さっちもいかなくなった下半身には、どうにかして可及的速やかに大人しくなっていただかなくてはならない。彼女自身からの信頼を壊さないためにも、『聖女様の護衛』という立場を維持するためにも、絶対に、俺は彼女の能力で欲情しているとバレてはならないのだから。

			（団長の裸踊り、団長の裸踊り……）

			　全団員を阿鼻叫喚の渦に叩き落とした数年前の惨劇を思い出し、俺は必死に下半身から意識を逸らした。くそっ、これでもなかなか萎えないとか、本気でこいつの治癒魔法は悪質すぎる。

			「……いなくなった、みたいだな」

			　俺が前かがみを解除したのは、それからしばらく経ってからだった。

			　いなくなったも何も、元から何もいないのだが。

			　神様すみません、今日もまた俺は嘘をつきました。

			「ふう……、よかった。ありがとうございます、グレイさんがいなかったら私なんかとっくに魔物の餌食ですね！」

			「気にするな、それが俺の仕事だからな」

			　エトが俺のもとに駆け寄り、隣に並ぶ。称賛をたたえた瞳でキラキラと見つめられ、さっと目を逸らした。

			（頼むからそんな目で見るな！）

			　今さっきまでお前を押し倒してアレコレしようとする妄想で頭がいっぱいだったなんて、どうして言えようか。魔物が百体来ても負けない自負はあるが、彼女の最大出力の魔力に当てられたらその場で発狂して死ぬ自信がある。だから、俺は決して重傷を負ってはならないのだ。彼女に治療されたら、その日が俺の命日だ。

			　──出会った頃の彼女の魔力を思い出し、背筋に寒気が走った。

			　あの頃はペンダントもなかった上に、俺もまだ彼女に対する免疫がなかった。だから逆に彼女の魔法が発動した瞬間、俺は刺激が強すぎて一瞬で気絶したのである。あまりに瞬殺だったので、その後しばらく自分がその時に気絶していたことすら気が付かなかったくらいだ。

			　しかし、下手に免疫が付いて簡単には気絶しなくなった今、実際に彼女に治療なんてされたら……ああ、考えただけでゾッとする。理性が吹っ飛んでケダモノになるだけでは済まないだろう。

			　断言しよう、俺は絶対に廃人になる。

			「今日の戦い、少なくとも夕方までは続くだろう。お前も、魔力の配分には十分気を付けろよ」

			　傍で護衛する俺の精神が持たないからな。

			「はい、でもまだまだやれますから！」

			「あまり、張り切らなくていいぞ。無理は禁物だ、エト」

			「グレイさんは心配性なんですよ。まるでお父さんみたいです」

			「なんとでも言え。お前に無理をされるよりマシだな」

			「日頃のお礼と言っては何ですが、もしグレイさんが怪我したら私全力で治しますから言ってくださいね！　怪我する前より元気にしてみせます！」

			　やめてくれ、エトお前なんて恐ろしいことを言うんだ。怖すぎる。

			「……お前に頼るような怪我を、しないよう気を付けるさ」

			「グレイさんなら、特別にかすり傷でも治してあげますよ！」

			「そうか。なら、かすり傷もしないように戦う」

			「もう、確かにグレイさんは強いですけど慢心は駄目です。油断につながるんですから！」

			「ああ、そうだな」

			　油断など微塵もないけどな。

			　全力で本気だ。むしろ怯えすら感じている。

			　俺は剣を持っていない方の手を伸ばして、彼女の頭を軽く撫でた。随分と軽そうな兜と甲冑の籠手が当たって、ガシャガシャと音を立てる。

			「まあ、頑張れ。適度にな。あくまで、適度に」

			「ああもう、グレイさんの心配性！」

			


			　──不服そうに拗ねる彼女の隣で、俺はばれないようにこっそりため息をついたのだった。

		

	

			夏樹の章　聖女様とシチューとポチ

			


			「で、どうすればいいんですかね、これ」

			　右も左も分からない土地に飛ばされ、しかも人影すらない。

			　何から手を付けていいのか途方に暮れ、夏樹は呆然と立ち尽くした。

			　好きな人の所業とはいえ、流石にこれはむごい。たぶんお茶目な手違いなのだろうと信じてはいるが、これが故意の所業なら死ねと言っているようなものだ。城下街がある分、ただ城から放り出されるだけの方がマシだった。

			　いきなりうら若き乙女が着の身着のままで放り出されて、どうしろというのか。

			「……グレイさん。怒らないから、近くにいるなら出てきてくださいよ……」

			　返事はない。いつも呼ばなくても傍に居てくれた人は、今はその気配すらない。

			「本当に独りぼっち、かあ」

			　ため息をつきながら、夏樹はそっと自分の姿を見下ろした。今日の格好は、この国の一般的な普段着であるワンピース型の上着とズボン、靴はこれまた一般的な革のショートブーツ。ここは、舞踏会向きのドレスではなかったことを喜ぶべきなのか、旅装でもない普段着であったことを悲しむべきなのか。……いや考えるまでもないか、悲しむべきだ。

			「地図もないし、コンパスもないし！」

			　時空転移の魔法陣が用意されていたのは、城の地下室だ。グレイに誘われてその部屋に入った時にはまさかこんな事態は予想していなかったので、当然ながら外套すら羽織っていない。

			「せめて何かポケットに入っていればいいんだけどなあ」

			　夏樹が服のポケットをひっくり返すと、多少の銅貨がジャラジャラと出てきた。

			「……」

			　ひい、ふう、みいと数える。

			「ああうん、駄菓子くらいなら、買えるかな」

			　思わずガクッと膝をついた。こんなささやかな装備、露ほどの役にも立たない。今は飴玉を買うお金よりも飴玉がほしい。食料がないと分かった途端、ぐうと腹の虫が音を立てた。

			（じ、実は案外人里に近いとか）

			　微かな希望に縋って周囲を見渡すが、視界に入ってくるのは森、森、森、湖、小鳥、森。

			　なんてこった、獣道すらない。

			「……餓死したら恨んでやるぅうう」

			　もう何度目か分からないグレイへの呪詛を吐き散らしながら、夏樹は精神力を振り絞って立ち上がった。こんなところで呆気なく死んでたまるか。

			　享年十九歳、死因が好きな人のケアレスミスとか本当に笑えない。

			『立ち止まるな、死にたいのか！』

			　──大切な人が昔そう言っていたのを、ふと思い出した。

			　そうだ、だから私は異世界に落ちるという異常事態に直面しても、不審者呼ばわりされて投獄されそうになっても、魔物と対峙するような目にあっても前に進んできたんじゃないか。人生に、立ち止まっている暇はないのだ。どんなに理不尽でも、立ち向かわなくてはならない。

			　ありがとう、貴方の言葉で私はまだ頑張れます。

			　──まあ、今回の災難に関しては全部グレイさん貴方のせいですけどね！

			「とりあえず、人里を目指そう、かな」

			　幸い、太陽の位置からして時刻はまだ昼前といったところか。進む方向を間違えなければ、猟師小屋くらいは見つかるかもしれない。

			　足元に落ちていた手ごろな枝を拾い、見よう見まねで構えて進んだ。装備が普段着と樫かしの枝とか、今時どこのロールプレイングゲームだ。どうせなら薬草か回復ポーションもあればよかった。

			「ううう、怖い、怖すぎる。絶対に何も出ないでくださいよ……！」

			　途中、突然出てくる鳥や狐に怯えながら、ただひたすら野性的直感のみで突き進んだ。

			　今できることは自分を信じて進むことだけだ。これでも、幼少時より迷子になった時に自力で帰還する率は百パーセントを誇っている。夏樹の人生の標語は『進めば人生なんとかなる』だ。

			「殴る、絶対殴る、次に会ったらまず殴る……」

			　森で独りぼっちという不安を吹き飛ばすために、ひたすら小声でそう呟いた。もちろん殴る対象は、素敵な異世界の片想い相手、グレイである。

			　彼のことは好きだったし今でも好きだが、今はもっぱら憤怒の対象でしかない。

			「グーで殴る。ボコボコにしてやる。絶対に殴る……！」

			　言いたいことならごまんとあった。何故話も聞いてくれずに強制送還しようとしたのか、とか、そもそも今日は完成した魔法陣を見せてくれるだけではなかったのか、とか。

			　他にも、思い出してみれば不満だらけだ。

			　何故やたらと夏樹の魔力による治療を拒むのかとか、治療師として周囲に認められてもなかなか前線に連れていってくれなかったこととか、初めて見た魔物に怯えて眠れずに夜に相談に行った時は逆にものすごい剣幕でお説教されたこともあった。

			　正直、食い殺さんと飛びかかってきた魔物より『その格好は何だ！　年頃の娘がはしたない！』と親の仇みたいに睨んで説教をかましてきたグレイの方がよっぽど怖かった。あまりの恐怖に、女官が偶然通りかかるまで廊下で膝をガクガクさせていたのもしっかり覚えている。

			「……なんだか、思い出したらイライラしてきた」

			　殴る殴ると物騒な単語を発していると、自分がまるで強くなったようで気持ちも大きくなっていく。最初は泥棒のように潜めていた足音も、途中から全く配慮しなくなった。

			　苛立ちを発散させるように、むしろ大きく足音を踏み鳴らして歩いた。来るなら来い！

			「よし魔物でもなんでも出てこい、私の怒りに怯えて顔すら見せられないか臆病者！」

			「ガウゥ」

			「なんだ！　唸ってばかりでは話にもならない、……ぞ？」

			　……「ガウゥ」？

			　たらりと頬を垂れる冷や汗。

			　勢いよく引いた血の気を感じながら、夏樹はゆっくりと振り返った。

			「ガウゥ」

			「ク、……クマ」

			　そこにいたのは魔物より、酷く見慣れた姿。動物園で過去に見かけた黒い熊が、そこにいた。この世界の生き物なので呼び方は多少違うかもしれないが、見た目だけなら完全に日本のヒグマだ。

			「……ハ、ハロー」

			　そっと片手を上げて挨拶をする。

			「……」

			「……」

			　熊からの返事はない。

			　ぐっ、駄目か。この世界の熊は実は人語を喋る友好的生物である可能性に賭けたのだけど、残念ながら結果は夏樹の負けと思ってよいだろう。

			「あ、私のことはですね、食べても美味しくないですよ。異世界人なんか食べたらお腹を壊してしまうかもしれません、悪いことは言わないので思いとどまりましょう、ね？　ね？」

			　熊から視線を逸らさず、夏樹はじりじりと後退した。一応、気持ちだけでもと樫の棒を正面に構えているが、熊に襲われて棒ごときで撃退できるなら、そもそも恩返しの手段として治療師なんか目指していない。

			「ガゥウウ……」

			「そう、貴方はきっと賢い熊です。こんな貧相な女の子より美味しい獲物はたくさんあると思うわけです。だから、その牙をしまってここは穏便に」

			「ガァウワアアア！」

			「すみませんでしたぁあああ！」

			　熊の後ろ脚が力強く地面を蹴ったのを見て、夏樹は咄嗟に一か八かで右に飛び込んだ。バランスを崩して尻餅をついた彼女の目の前、僅か数センチの距離を凶悪な熊の手が過ぎ去り、これ以上は引かないと思っていた血の気がますます引いた。

			　恐らく左に飛んでいたら直撃しただろう。両親に散々サルだのハトだの馬鹿にされただけあって、相変わらず自分の動物的直感だけは冴えわたっているようだ。

			（て、撤退撤退！　まだ死にたくない！）

			　熊が態勢を整えようとたたらを踏んだその一瞬を逃さず、夏樹は一気に熊に背を向けて走る。

			　しかし、その踏み込んだ先が悪かった。

			　ずるり、と。

			　茂みの奥、隠れて見えなかった泥だまりで盛大に足が滑る嫌な感覚。

			（あ、これ、やらかした）

			　足を踏み外した瞬間、逆に冷静になった頭で思った。なんとなくこうなる気はしていた、と。

			「助けてグレイさぁああん！」

			「ガウゥ……」

			　崖から落ちていく途中、こちらを見下ろし唖然とする熊と目が合った。

			　こら、そんな同情的な目で見るんじゃない熊。

			　私だって不本意だ。

			


			＊＊＊

			


			　鼻腔をくすぐる、香ばしいパンの匂い。ことことと音を立てているのは、シチューか何かだろうか。ああ、おいしそう。森で遭難していたはずなのに、こんなに美味しそうな匂いがするなんて。きっとここは天国だ、私、死んだに違いない。

			　思えば短い人生だった、と胸の中で回想に浸ることもそこそこに、夏樹は勢いよく飛び起きた。

			「ごはんの時間ですか！」

			　食欲に勝るものなど、夏樹の中には存在しない。

			「……って、あれ？」

			　見覚えのないベッドに、見覚えのない内装。夏樹は今自分がいるのがどこなのかさっぱり分からず、一人ベッドの上で首を傾げた。寝起きの頭を酷使して、必死に直前の記憶をさらう。

			　ぬかるみに足を取られて落ちた。いや、その前にそもそも熊に襲われた。いやいや、それよりも全ての元凶はグレイだ。

			　あの最後に見た彼の切なげな微笑みといったら、もう。

			　たぶん本気で別れを惜しんでくれていたのだと思うと、心底憎たらしい。

			「おのれ、グレイさん、絶対に、生きて城に帰って殴ります」

			　絶対にぎゃふんと言わせてやる。本気で嫌がられたために今までやらなかった、ペンダントで抑制していない最大出力の魔力をもって治療してやるんだからな。きっと全力を出せば多少は効果があるはずだ。

			　性欲なんてまるでありませんよという顔をしたあの朴念仁を、あんあん言わせてくれるわ！

			　思い出した怒りに夏樹が打ち震えていると、誰もいなかった部屋に一匹の闖入ちんにゅう者が現れた。

			「きゅん！」

			「……『きゅん』？」

			　思わず鳴き声の方に視線を向けると、そこには一匹の柴犬によく似た生物がいた。

			　はっはっは、と舌を出しながらこちらを見つめる姿は、なんともまあ。

			「か、可愛い！」

			「きゅん！」

			「しかも鳴き声があざとい！」

			　えええ、こっちの国の犬って「きゅん」って鳴くのか。嘘だ。許さん、かわいい。

			「君、お名前はなんていうんですか？　このおうちの犬ですか？」

			「きゅん！」

			「ううう、よく分からん。まあいいや、とりあえず暫定ポチだ。ね、ポチ、ここはどこだい？」

			「きゅんきゅん！」

			「君の言葉は私には難しいよ、ポチ……」

			「勝手に人んちの犬に妙な名前を付けんじゃないよ」

			「え？」

			　突然割り込んできた声に、夏樹は再び部屋を見渡した。

			　部屋の中に人影などない。それならば一体どこから──。

			　きょろきょろと見渡す夏樹の視界で、暖炉の傍にあった毛布の塊がのそりと動く。

			　いや、毛布ではない。よく見れば中から人の手が生えている。しわしわの手が、ゆっくりと被っていた毛布のような外套を下ろした。

			　ギョロリとした目で夏樹を見つめる老婆と目が合う。

			「ぎゃぁああああ！　悪い魔女だぁあああ！」

			「なんだい、人の顔を見て第一声がそれとは、最近の若者はどうしてこうも礼儀知らずなんだい」

			「きゅん！」

			「ん？　ああブルーメ、別にお前のことを責めたわけじゃないよ、安心おし」

			「え、うわ、あああ……あ、あれ、もしかして、お婆さんが私のこと、助けてくれたんですか？」

			　ポチ──いや、ブルーメと会話する老婆の姿を見て、ようやく夏樹の頭に多少の冷静さが戻ってきた。冷静になってみれば、この状況は明らかに助けられた人間と助けた人間の構図だ。

			「馬鹿言ってんじゃないよ、あたしがなんでアンタみたいなちんちくりんを助けなきゃなんないんだい。助けたのは、こっちのブルーメだ。森で行き倒れているアンタを見つけたのも、ここまであんたを荷車に乗せて引いてきたのも、ブルーメさね」

			　毛布の中から姿を現したのは、まるで童話の『悪い魔女』のような老婆だった。髪はぼさぼさ、前歯は欠けている。爪は長くて、目の下を縁取る隈は酷く濃い。老婆がそっと手を伸ばして撫でると、ポチ──もとい、ブルーメは嬉しそうに尻尾をぶんぶん振り回した。

			　ブルーメ駄目だよ騙されてるよ、そのうちお前も食べられちゃうよ。

			「そう、だったんですか、すみません、突然人が現れたのでビックリしてしまって。助けていただいて、本当にありがとうございます。ブルーメも、本当にありがとう！」

			「きゅん」

			「礼なんか言ってる暇があったら、さっさとこれでも食べな。ただし、シチューに文句なんか言ったら叩き出すからね」

			　よしよし、とブルーメを撫でていると、湯気を立てているシチューが目の前にドンッと置かれた。

			　思わずゴクリと喉が鳴るが、仮にも城では『聖女様』なんてあだ名で呼ばれていた身。ここで、食欲に負けて盛大にかきこむなんて醜態をさらしたら、またグレイさんに「年頃の娘がみっともない！」とお小言を言われてしまうかもしれない。

			　いや、でも、だがしかし。

			「……すいません、いただきます！」

			　江藤夏樹、十九歳。食欲に屈した瞬間だった。

			


			＊＊＊

			


			「……それで、アンタはなんであんなところで行き倒れてたんだい？」

			　ご厚意に甘えて食後の果物までご馳走になっていると、そこでやっと老婆が口を開いた。

			　よくぞ聞いてくれました！　とばかりに夏樹はずいっと身を乗り出して語りだす。

			「お婆さんはレイノーマ国の王都に現れたという、『聖女』の噂を聞いたことがありますか？」

			「ん？　ああ、なんでもおとぎ話の聖女イヴみたいに、触っただけで何でも治しちまうっていう馬鹿みたいに優秀な治療師の話だろう。こんな辺鄙な村でも、そのくらいの噂は流れてくるよ」

			「そうですか……。あの、驚かないで聞いてくださいね」

			「なんだい畏まって」

			「私が、──実はその『聖女』なんです」

			「…………」

			　夏樹がそう言うと、老婆は数拍の沈黙を挟んだあと、「なるほどねえ」と呟いた。

			「信じてくれるんですか？」

			「ああ、信じるさ。アンタがあの噂の聖女様っていうんだろ」

			「そうなんです、その通りなんです！」

			　まさか最初から信じてもらえるとは思っていなかったので、夏樹は飛び上がって喜んだ。

			　──世の中には素敵な人がたくさんいるものだ。

			　ホクホクする夏樹の前で、老婆が小さく眉を寄せて口を開く。

			「泥だらけだったから、どこかは怪我しただろうと思ってたけど、よりによって頭の大事なとこをぶったんだねえ、アンタ」

			（あ、全然信じてない）

			　老婆が見せる酷く同情的な視線が、胸に痛い。

			「ち、違います違います、本当に噂の治療師なんです！」

			「馬鹿言ってんじゃないよ、聖女様は噂じゃお上品で麗しい絶世の美少女だっていうじゃないか。アンタみたいなちんちくりんのどこに共通点があるっていうんだい！」

			　バァンッ、と勢いよく机を叩いて怒られた。なんという仕打ち。噂の一人歩きって怖い。

			「ほ、ホントですよ、ちゃんと治療師の証だって持って……」

			　慌てて、夏樹は自分の胸元を探った。

			　治療師はそれぞれに王家から証となるものを賜り、肌身離さず持ち歩く。そしてそれは、この国のほとんどの場所で通用する身分証となる。夏樹の場合は、青い石のペンダントがそれだ。

			　特に夏樹のそれには、治癒魔力を必要最低限の量にセーブするための魔術団長直々のおまじないまで掛かっている。一応ペンダントなしにも治療は行えるが、周囲の人間を全員問答無用で理性のとんだケダモノにさせてしまう残念エロケアルなど、頼まれてももう二度と使いたくはない。

			　ともかく、そのペンダントさえあればどんなに夏樹本人が噂の絶世の美少女と人物像がかけ離れていようが、夏樹こそ噂の聖女であると納得せざるを得ないはずだ。

			「ここにですね、身分証のペンダントが、……ペンダント、が」

			　──ない。

			（え、あれ、うそ、……本当に？）

			　サアッと音を立てて血の気が引く。

			　一体どこで紛失したのだろうと、記憶を必死にさらった。

			


			　──『絶対に、幸せになるんだ、エト』

			　微笑むグレイ。魔法陣から吹き荒れる風。

			　光が弾ける寸前、グレイの後ろに見えた、宙を舞う青い石。

			


			（……そこか！）

			　あの時だ。そういえば、突風でペンダントが飛ばされたのを見た気がする。

			（一体、どこまで私をどん底に叩き落とせば気が済むんですかグレイさん……！）

			　思わず血の涙でも流しそうだ。絶対許さん、殴る時はグーではなく裏拳にしよう。

			「なんだい、急にこの世の終わりみたいな顔なんかして」

			「いえ、その、治療師の証を、諸事情で紛失しまして……」

			「ああ、いいよいいよ、その設定はもういいから。行き倒れてた事情を隠しておきたいってことはもう十分に分かったよ」

			（これはひどい）

			　アンタも大変だったんだねえ、としみじみ同情された。

			　なんだろう、とても今泣きたい気持ちでいっぱいです。

			「それで、その……王都の方角を教えていただけたら、ご迷惑になる前に早々に去りますので。この度は、本当に私なんかを助けていただき、この御恩はいつか必ずお返しさせていただきたく……」

			「はあ？　何言ってんだいアンタ」

			　老婆は、見た目にそぐわず快活にからからと笑った。なんと、恩返しなんて気にするなと笑ってくださるのか。なんと大らかな方だろう。悪魔信仰とかしてそうなんて思ってごめんなさい。本当にあなたは素敵なおばあ様で──

			「いつかなんて、馬鹿なこと言ってんじゃないよ」

			　老婆は、表情を一転させて、ニタァと邪悪極まりない笑みを浮かべた。

			「御恩なら、今すぐ身体で返しな。……逃がしゃしないよ小娘」

			


			　──もう嫌だ、誰も信じない。世の中は悪意に満ちている！

		

	

			グレイの章　聖騎士グレイと彼女の出会い

			


			タルテリア暦　一四五五年　異世界生活　一日目

			


			「…………」

			　春も近づいてきたある日。グレイは日課の朝練に行こうとした道すがら、城の中庭で珍妙なものを目にした。昨日の酒がまだ抜けていないのかと、二、三度目を擦ってみるが、見えているものが全然変わらない。

			「ん、いやいやいや、……うん？」

			　何故、城の中庭のど真ん中に少女が寝ているのだろうか。

			　芝生の上に仰向けになり、両手を胸の上で組んで横たわる姿は、まるで何かの物語の一節のよう。さらさらと風に舞う黒髪から、不思議と目が離せない。

			　侍女、いや城で働く誰かの娘かもしれない。どちらにしても、何故こんなところで寝ているのか。

			　一体、こいつは何を考えて──まさか、死んでいる？

			「お、おい！　大丈夫か！」

			　咄嗟に、不審者を疑うより先に駆け寄って少女を抱き起こした。彼女はぐったりとしていたが、呼吸は落ち着いている。どうやら大事には至っていないようだ。

			「おい、おい！　起きろ、どうしたんだ！」

			「ん、う……」

			　やや乱暴にゆさゆさと揺さぶると、まるで起こされるのが不快だというように彼女が小さく眉を寄せた。呻くような吐息が唇から零れる。少女が身動きをしたせいで、抱え込んでいた腕が転がり落ちそうになり、グレイは慌てて彼女を抱えなおした。

			（え、女ってこんなに軽いのか？）

			　困惑を隠しきれないまま、グレイは少女の頬を軽く叩く。

			　恐々と触りすぎて、叩くというよりはつつくといった方が相応しい。生まれてこの方、剣は握っても女性などまともに触れたことのなかったグレイには、どれくらいの力で触れてよいものか分からなかった。

			　──大丈夫だよな、つついたら痣になって「責任とって結婚してください」とか言われたらどうしよう。新手の結婚詐欺だったりしないよな。

			「おい、誰かは知らないが、大丈夫か！」

			「うん……ん」

			　根気強く何度か揺すると、少女がうっすらと目を開けた。グレイと目が合う。

			（綺麗な、黒い瞳……）

			　ミステリアスな黒い瞳に、思わず吸い込まれそうだ。

			　それはまるで、おとぎ話に出てくる聖女様のようで、ずっと見つめていたくなるような……。

			　グレイが何も言わずに固まっていると、『聖女様』はじぃっとグレイを見つめ、そしてその可愛らしい瞳を丸く見開いた。

			「ぎ……」

			「ぎ？」

			「ぎょわぁあああああ！」

			


			　──そして、城内にとてもミステリアスとは呼べない無様な絶叫がこだました。

			


			＊＊＊

			


			タルテリア暦　一四五六年　異世界生活　四百八十二日目

			


			「なんですかグレイさん、人の顔をそんな胡う乱ろん気げに凝視して。何かついてますか」

			　林檎をもしゃもしゃと皮ごと齧るエトを前に、物思いに耽っていたグレイはハッと我に返った。

			　二人の間には、籠に盛られた林檎の山。城下の人間から治療のお礼に分けてもらったものだが、果物ナイフがなかったので二人とも皮ごと豪快に齧って食べている。グレイは口の中の林檎を咀そ嚼しゃくし飲み込むと、少し疲れたように首を振った。

			「いや、別に気にするな」

			「気になりますよ、言ってくださいよ」

			「ここで素直に言ったらお前が怒ることぐらい、流石に俺にも分かる」

			「ほう……大丈夫です、もうその発言で怒りましたから、どうぞ気にせず言ってください」

			「……お前と初めて会った時、一瞬でもお前が可憐な少女に見えた俺は目がどうかしていたんだなとつくづく痛感していた」

			「えええ！　なんですかそれ、私は今でもか弱い乙女ですよ！」

			「皮ごと林檎に齧りついている奴が乙女を語るなおこがましい」

			「それはないですよ！　そもそも、グレイさんが剣貸してくれないのが悪いんです。私のせいじゃありません」

			「次にまた聖騎士の剣で林檎を剥こうとしたら、泣くまで正座で説教コースだからな！」

			「ええええええええ」

			　殺生な！　とエトが悲鳴を上げるが、むしろ国王陛下に神聖なる誓いをたてた愛剣で林檎を剥こうとした不敬を考えれば、そのくらいで済まそうとしていることを感謝してほしいものだ。果物ナイフなら城の厨房にあると言ったのに、それを聞かずにエトが「嫌ですよ、私はもぎたてが食べたいんです！」と町はずれの丘に腰を下ろしてしまったため、なし崩し的に二人は昼下がりの丘で林檎を齧っている。

			「グレイさんは頭が固いです」

			「俺はまともだ。お前の発想が独創的すぎるんだ」

			「え！　ありがとうございます」

			「褒めとらん！」

			「ええー……」

			　不服そうに呟き、また林檎を齧り始めたエトを、グレイはそっと横目で見た。厄介な副作用を持つ強大な治癒魔力を秘め、そして数奇な巡りあわせでグレイが護衛をする羽目になった少女。

			　か弱い外見に似合わず、意外に強したたかで、たくましい。

			　頑固で我が強いくせに、何故かグレイに懐いて雛みたいについてくる。一度力を使えば、周囲の人間全員を欲情させることができるくせに、普段の彼女にそんな気配は全くない。婀あ娜だっぽい様子などまるでない、いたって普通の女の子だ。

			　肩より少し長い綺麗な黒髪は、今は仕事に邪魔だからと横で緩く一つに括られている。

			　この国では珍しい黒い瞳は、拗ねたように細められていた。

			（黙っていれば、そこそこの容姿、なんだがな……）

			　勿体ないような、これで良かったような妙な気分だ。

			　鍛錬にばかり精を出していたら、いつの間にかグレイは女性というものにほとんど接さずに過ごすようになっていた。だから、今も女性をどう扱っていいのかさっぱりだ。しかし、エトの傍は気が楽だった。恐らく、彼女自身からあまり『女性』を感じないからだろう。容姿の無駄づかいだと思う反面、色気ではなく生命力の塊みたいな彼女を好ましいとも思っている。

			　まるで妹ができたみたいだと思う。彼女の無茶ぶりに付き合うのも、だいぶ慣れた。

			　こうやって一緒に林檎を丸齧りするのも、本当は少し楽しいと感じ始めている。……なんとなく悔しいので彼女には言わないが。

			　昔の所在なさげにしていた彼女も、そこから立ち上がって自分の足で歩いてきた彼女も、決して短くない時を傍でずっと護衛として見てきた。だから、この世界で誰より彼女を知っているのは自分だという自負があるし、泣き言一つ言わず前に進む彼女を、自分のことのように誇らしいと思う。

			　出会った時のミステリアスな聖女様より、こっちの方が、ずっといい。

			


			　風が吹いた。

			　春の陽気に、林檎を齧る彼女の笑顔。

			「なあ、エト」

			「はい」

			「ずっとこうしていられたら、贅沢だと思わないか」

			「え？」

			　エトは何を言われたのか分かりかねる、という顔をして、残り一つになった林檎をちらりと見た。

			「いや、林檎がもっと食べたいって意味じゃなくてだな」

			「違うんですか？　あ、それなら貰ってもいいですか」

			「あー、……食ってもいいが腹壊すなよ」

			「これくらいでお腹壊したりしませんよ、またグレイさんは私のこと子供扱いして！」

			「まあまあ、そう怒るな」

			　──いつかお前が帰るその時まで、せめて子供扱いさせてくれ。

			　また不服そうな顔に戻った彼女の頭を片手で適当に撫でなだめつつ、グレイはからからと笑った。

			　彼女からは死角で見えないその顔が、とても優しく切ない笑みであることに、エトもグレイ本人も気が付いてはいなかった。

		

		
			
			

		

	










			夏樹の章　身体でお支払いいたします

			


			　レイノーマ王国、王城の中庭。

			　多くの聖騎士が強張った表情で見つめる中、容赦のない一閃が風を切った。

			「ぐ、うわぁああ！」

			　グレイの一撃を受け止めきれずに、若手の騎士が横飛びに吹き飛ばされる。

			　彼の身体は、成人男性のものとはとても思えないほど軽々と飛んだ。もちろん、彼の体重が軽いのではない。グレイの一撃が、強力すぎるのだ。

			　慌てた同僚たちに受け止められた若手騎士は、飛ばされた衝撃で気を失ったのか身動き一つしない。救護班を呼べとにわかに騒がしくなる一団には一瞥もくれず、グレイはまだ自分に挑んできていない後輩たちを冷めた瞳で睥睨した。

			　殺気立っているのに、何もうつしていない虚ろな瞳。

			　兄貴分と慕っていた相手からそんなものを向けられて、彼らの背筋に冷たいものが流れる。いつも厳しくても指導という意味合いを強く感じたグレイの剣筋に、今日は温かみを全く感じない。

			　ただ斬りかかってくるものを叩きのめす。淡々と、ただそれだけだ。

			　それは若手騎士の目線から言えば稽古という名の命がけの戦いだった。しかも、実力の差は圧倒的。稽古場の隅には、グレイによって築かれた生きる屍が積み重なっている。

			「次は、誰だ？」

			　視線の苛烈さに似合わず、静かにグレイがそう口にすると、周囲から肘で押し出されるようにして若い騎士が一歩前へ転がり出た。戦う前だというのに、既に彼の腰は引けている。しかし、それでも嫌だとは言えない。稽古場で訓練の時間内に行う真っ当な稽古だ。たとえ手加減という言葉が頭からすっぽりと抜け落ちている人間が相手だろうが、逃げ場など最初からない。

			「よ、よろしくお願いします！」

			「ああ、殺す気でかかってこい」

			　言外に、「俺はお前を殺す気だ」と聞こえた。

			　その鬼神のごとき迫力に、背後で何名かの若手騎士が腰を抜かしたのが気配で分かった。腰を抜かしたいのはこっちだ、と思わず泣き言を言いそうになる。不幸な対戦相手となってしまった若い騎士は、今すぐに宿舎に逃げ帰りたい気持ちを必死で押し殺し、愛用の剣を構えた。恐怖で汗ばんだ手で、辛うじて柄を握りしめる。

			　たとえ経験や実力で劣っていても、彼にだって苛烈を極める訓練を積み聖騎士として選ばれたプライドがある。故郷に残してきた可愛い婚約者だっている。たとえ、目の前の男が既に数人殺してきたような殺気を放っていようが、自分より前に倒された同僚がまだピクリとも動いていなかろうが、背後のまだ動ける同僚たちが自分に向かって手を組み冥福の祈りを捧げているのが見えようが、ここで逃げるわけにはいかないのだ。

			（だけど正直、逃げたい……）

			　もし重傷を負ったら『聖女様』が出動してくれないだろうかと考え、そもそもその聖女様が姿を消したことがグレイの暴走のきっかけであることに思い至った。

			（聖女様……一体どこに行っちまったんですか！）

			　下っ端である彼らには、聖女失踪の真相も何も伝わってきてはいない。ただ、彼女はやむにやまれぬ事情で姿を消したのだと、公表されたのはそれだけだった。

			　そして、その日を境に人が変わったように感情を殺してしまった、彼女の護衛であるグレイ。

			　そこに真相の断片があることぐらい、城内の人間なら誰だって察しがついている。だが、それは決して彼のような部外者が踏み込めるものではない。彼にできることは、今グレイの犠牲になって無残に命を散らす未来を回避することだけだ。

			（グレイさん、すみません。本当に、貴方を殺す気で行かせていただきます）

			　俺は、まだ死ねないんだ。

			　ぐっと足に力をため、彼は雄たけびとともに持ちうる全ての力を込めて聖騎士グレイ=ランバートに斬りかかっていった。

			


			　──もちろん結果は言うまでもない。

			


			＊＊＊

			


			「うちの聖騎士団の一人が謀反を企てているっていう密告があったんだけど、ねえグレイ、君はどう思う？」

			「根拠のない戯言です。国家に尽くすことこそが我々の存在意義です」

			「ふうん。ちなみに、思い当たることはある？」

			「ありません」

			「そっか。なら、聖騎士の一人が稽古と称して聖騎士団の若手騎士を殲滅したって話も、嘘っぱち？」

			「……真実では、ありません」

			「へえ、それなら真実は？」

			「……若手だけではなく、全員に挑みました」

			「実質隊内では君が最強なんだから、似たようなもんでしょう」

			　そう言われたグレイが僅かに眉をひそめて視線を逸らした。恐らく自分でもやりすぎた自覚があるのだろう。

			　そんな彼を横目に見ながら、王太子フィルディナンドは輝く金髪を片手でかきあげて「困るんだよね、殲滅は駄目だよ殲滅は」と目を細めた。

			「私は、いつも通りの訓練の一環で稽古をしただけ、です」

			「まあそうだよね。ただ、手加減する余裕がなかっただけだよね」

			「…………」

			「あのさ、エトが元の世界に帰って寂しいのは分かるよ、だけどそれを同僚にぶつけたってもう帰ってしまったものは仕方がな……」

			「殿下！」

			　空を切るようなグレイの鋭い声が、フィルディナンドの言葉を遮る。ややもすれば不敬ともとれかねない行為だが、フィルディナンドは特に咎めるでもなく口を噤んだ。

			　それ以上はやめてくれ、と。

			　グレイの、言葉にならない悲痛な叫びを聞いた気がしたから。

			「……エトの話をするのは、嫌かい」

			「彼女は、もう、この国には関係のない娘です」

			「そうか。まあ、君がそう言うならこの話はここでやめるよ」

			「申し訳ありません。お心遣い、感謝いたします」

			　グレイが頭を下げるのを、フィルディナンドは遣る瀬無い想いで眺める。

			　グレイから『彼女が、完成したばかりの魔法陣を使って故郷に帰った』と聞いたのは、まだ数日前のことだ。そして、その日を境にグレイの瞳から光が消えた。

			　異世界人としてこの世界に落ちてきたばかりのエトに、監視の意味も込めて信頼のおける昔なじみのグレイを護衛として付けるよう王に勧めたのはフィルディナンドだ。彼しか適任がいなかったからだが、結果的には正解だったと思っている。

			　素直で明るく破天荒なエトに振り回されて、グレイは昔とは変わった。真面目なだけで面白みがなかった彼が、慌てたり困ったりする様はなかなか痛快だったし、まるで雛のように自分を慕ってついてくるエトのことをグレイが憎からず思っていることも知っていた。

			　エトがこの国の治療師の一人として認められた日の、グレイの嬉しそうな顔は記憶に新しい。心配だと口では言いながら、まるで自分のことのように誇らしそうな彼を見て、いつか二人が共にこの国で生きる未来もあるかもしれないとさえ思ったのだ。

			　──そんな中、時空転移の魔法陣が古い書物から見つかった。

			　その知らせをグレイに告げた時、てっきり苦い顔をするに違いないと思っていた。

			　時空転移の魔法陣とはつまり、エトがグレイのもとから永久に去る道だ。もしフィルディナンドが同じ立場なら、その知らせを素直には喜べなかっただろう。黙ったまま隠すことすら考えたかもしれない。

			　それなのに。

			『よかった、これでエトは家族のもとに帰れるのですね』

			　安心したようにそう言ったグレイは、ただ優しげな微笑みを浮かべていた。

			　その当時は、つまりグレイはあくまで保護者の感覚でエトを見つめていただけで、最初から添い遂げるつもりはなかったのだと納得したものだが──

			（どうやら僕の勘違いだった、みたいだね）

			　グレイは自分の予想より、遥かに深く、ただひたすらにエトを慈しんでいたのだろう。きっと自分が魔法陣のことを彼に告げた時、彼はエトをこの世界から送り出し、そして自分の心を生涯殺し続ける道を選んだのだ。

			　よかった、と笑った時、恐らく彼は既に全てを諦めていた。

			　エトがいなくなった、あの日。グレイは説明を求めたフィルディナンドに、『彼女が望んだから、自分の血を媒介に魔法を発動させた』と告げた。『別れも言わずに去ることを、代わりに謝ってほしいと言われた』とも。

			　真相がどうだったのか、それはその場にいたエトとグレイの二人にしか分からない。

			　城の中には、グレイの説明に納得していない人間もいるが、王太子であるフィルディナンドが表向きにはその話を真実として認めたため、グレイを問い詰めることもできずにいるようだ。

			　それでいい、とフィルディナンドは思う。

			　あの日を境に心を殺してしまったグレイの姿を見れば、彼女が望んだにしろ、グレイが無理やり彼女を帰したにしろ、もう二度とエトがこの国に戻ってくることはないのだろう。グレイを責めたところで、エトが帰ってくるわけではない。この国にとって貴重な人材であった『聖女様』を独断で失わせた罪は、これからグレイ本人が生涯贖あがない続けていくだろう。

			　自分で手放した愛しい彼女のことを想い続けながら死んだように生きることは、きっと本当に死ぬよりずっと残酷な罰だ。どこかが壊れてしまったように感情の一切こもっていない無表情で前を見つめるグレイを横目に、フィルディナンドは苦い吐息をこぼした。

			（エト、君は今、どこでどうしているのだろう）

			　どうか、グレイの悲しいほどの愛情が君を幸せにしていますように。

			


			＊＊＊

			


			（不幸だ……！）

			　見知らぬ土地に独りぼっちでこき使われるという現状に、夏樹は内心呟いた。

			　右手に桶、左手にも桶。

			　水が限界ぎりぎりまで満たされたそれらを両手に、夏樹はひたすら無心で突き進む。

			（百八十二、百八十三……）

			　川から目的地は、夏樹の足できっちり三百二十一歩だ。

			　何かしていないと、手のひらに食い込む痛みに負けそうになるのでカウントし始めた己の歩数。

			　覚える気など全くなかったのに、日々の積み重ねで覚えた歩数と歩幅。

			　これが一番川から畑への無理のない歩き方だ！　と自信を持って言えることが悲しい。人間は順応する生き物だというが、僅か一週間で現状に順応した自分を誰か褒めてほしい。『国境近くの辺鄙な村で、畑仕事を手伝って暮らす』という現状に、だ。

			「二百五十一、二百五十二……」

			　小さな切り株を二百五十三歩目の右足で乗り越え、地面に埋まっている石を二百五十四歩目の左足で乗り越える。あとは、最後のあぜ道を横断すれば目的地だ。

			　美味しいシチューと可愛いブルーメが脳裏をよぎる。

			　よし、ラストスパートだ。ブルーメ、お前のためにもお姉ちゃんは頑張るよ……！

			「二百五十六、二百五十七……」

			「いやあ、今日もよく働くねえエトちゃん」

			「二百五十八……ぶっ！」

			　突如、目の前に牛追いのおじさんが現れ、道を塞いだ。あああ、私の最短ルートが！　いや、彼からしてみれば自分のいる場所に私が突っ込んできたのか。

			　おじさんは愛嬌たっぷりな巨体を揺らしながら、ニコニコと話しかけてくる。桶の重さに両手が悲鳴を上げているのをグッとこらえて、夏樹も笑顔で挨拶した。

			「おじさんこんにちは！　今日もご苦労様です！」

			「ああエトちゃんもご苦労様。それは畑にまく水かい？　精が出るねえ」

			　人懐こい外見が特徴的なおじさんは、心配そうに「そんなにたくさん、毎日大変だろう」と夏樹に声をかけてくれる。その温かい気遣いが胸にしみた。

			　でもどうせなら、最短ルート上ではない場所で立ち止まってくれればもっとよかった。

			　おじさん、右、右！　あと数歩右でよろしくお願いします、何故そこで立ち止まるんだ。

			「大変ですけど、なんとなくコツも分かってきましたし」

			「いやあ、君は若いのに真面目で感心だな。村はずれの偏屈婆さんのところに若い女の子が来たって聞いた時はどうなることかと思ったが、君のような子なら歓迎するよ。いっそ、うちの息子の嫁にどうだい？」

			「あはは、おじさんのところのケイン君まだ十歳じゃないですか、気が早すぎますよ」

			　はははと笑顔をくれる彼に、夏樹もはははと笑顔で返す。円滑なご近所づきあいは笑顔から始まるのだという。きっと、これで立派に私もこの村の一員だ。

			　──いや、本当なら一員になっている場合ではないのだけれども！

			　私は城に帰りたいのだけども！　ええ！

			「まあなんだ、困ったことがあったら気軽に相談してくれよ」

			　うんうんと何かに納得して、おじさんは向こうの道に足を向けた。やった、これで道が通れる。

			「……ところで、本当にうちの嫁に」

			「はい！　おじさんもお仕事頑張ってください！　それでは！」

			　待て待て待て、足を止めるな行ってくれ。

			　振り返った彼の言葉に被せるように夏樹は声を張り上げた。満面の笑みもおまけに付けておく。

			　それでようやく本当に立ち去った彼を見送って、夏樹はやっと二百五十九歩目を踏み出した。

			「……ふう、やれやれ……二百六十、っと」

			　彼だけではなく、この村に住む人間は皆、よそ者であるはずの夏樹に非常に親切だ。村はずれの家に突然現れた彼女を、何故かこうして気にかけてくれる。最初は不思議だったが、そのうち理由が分かった。夏樹を拾った老婆は村でも悪名高き人嫌いの強欲偏屈おばば様なのだそうだ。

			　そんな老婆の家に、突然女の子が現れた。

			　しかも、毎日朝から晩まで肉体労働を強いられている。

			　話を聞けば、彼女は怪我の影響で自分が聖女様だと思い込んでしまっているらしい。

			　城はどこかと、人に会う度に尋ねて回っているらしい。

			　──なんて気の毒な女の子！

			　……とまあ、村人の皆さんは、口に出さないがどうやらそう思っていらっしゃるようである。

			　ちなみに、夏樹は村人一人ひとりに「自分は『聖女様』こと城の治療師エトで、手違いで森に飛ばされた」と懇切丁寧に説明したのだが、残念ながら見事に誰一人として夏樹の話を信じなかった。

			　あんまりだ。みなさん、『聖女様』が一体どれほどの超絶美少女だと思っていらっしゃるのか。

			　求められているもののハードルが高すぎる。やめて、もう私のライフはゼロだから！

			　一歩一歩、桶を持ちながら着実に前に進む。桶には小川で汲んだ綺麗な水が入っている。

			（これが終わったら、やっとお昼ご飯だ……！）

			　ぐうぐうとうるさいお腹の虫をなだめながら、夏樹はよしと意気込んでまた足を一歩前に進めた。

			


			＊＊＊

			


			　あの日、老婆が夏樹に強いた『恩返し』は、なんてことはない。老婆の手伝いという単なる肉体労働だった。てっきり悪徳商人に売り飛ばされるのかと震えあがっていた夏樹は、それを聞いて心底ほっとする。

			『も、もうビックリさせないでくださいよ。私、売られちゃうのかと思いました！』

			『馬鹿だね、ここをどんな場所だと思ってんだい』

			『ですよね。いや、本当に疑ってすみませんでした、ご飯のお礼に働くくらいならいくらでも』

			『ここは国境近くのド田舎だから、人身売買の商人が来なくてね。売れるもんなら売りたいんだが』

			『何でもしますから売らないでください』

			　土下座も辞さない勢いで頭を下げる。

			　最悪の事態を覚悟して、夏樹は横目で部屋の出口を凝視した。

			　本気で売られそうになったら走って逃げよう。もしかしたらこの向こうは森かもしれないが、それでもこの老婆より森のヒグマの方が絶対マシだ。

			『ヒッヒッヒ、何でもとは良い心がけじゃないか、ちんちくりん娘』

			　邪悪極まりない笑みを浮かべる老婆の横で、ブルーメが「きゅん！」と愛らしく鳴く。

			　夏樹の脳裏に『美人局つつもたせ』という単語がよぎった。

			　可愛い犬が連れてきたカモを、凶悪な顔の老婆が骨の髄まで搾り取る。なんというボロい商売だ。

			　怯えて一歩後ろに下がると、ブルーメがとことこ寄ってきて温かい身体を夏樹の足に擦りつけてくる。潤んだ瞳でこちらを見つめて「きゅんきゅん」と鳴くブルーメは犯罪的に可愛い。

			　だが、夏樹には何故かそれが『絶対逃がさないワン』と聞こえた。

			『そ……それで、私は、一体何をすれば……？』

			　もうこうなったら何でもしよう。

			　一応、たとえ搾り取るためだったのだとしても、助けてもらってご飯までご馳走になったのは事実であり、老婆とブルーメには恩がある。

			　そして何より、どんな仕事だってきっと売られるよりマシだ。

			　頑張って、全力で働こう。そして、隙を見て、逃げよう。

			　そう覚悟を決めた夏樹は、それでも事態を甘く見ていたことを翌日以降の強烈な筋肉痛で思い知ることとなった。

			


			＊＊＊

			


			「た、ただいま戻りました！」

			　目的地である老婆の家に到着し、夏樹はへなへなと崩れ落ちる。

			　だめだもう、疲れた。もう歩きたくない。

			　治療師として行軍についていった時ですら、ここまで運動しなかったように思う。だが、二、三日前と比べたら、断然今の方が体力がついた。その事実に嬉しさを感じ、嬉しさを感じた自分にがっかりした。この生活に馴染みすぎだろう、自分。

			「遅い！　昼のシチューは具抜きだよ！」

			「ええええ、そんな！　道で話しかけられて仕方がなかったんですよ！」

			「ああ、あの間抜けな牛追いの奴だろう。ここから見えてたよ」

			「え、見えてたなら状況わかるじゃないですか、不可抗力ですよ通り道塞がれていたんですよ」

			「うるさいよ、そんな爺、さっさと蹴り飛ばして帰ってきな！」

			「じ、じじいとはまた思い切ったことを……」

			　恐らく半分近くは年齢が下だろうおじさんを捕まえてジジイとは、本人が聞いたら絶対に怒る。

			　この一週間で嫌というほど知った老婆の毒舌を真っ向から受け止めながら、夏樹は足元に寄ってきたブルーメを「ただいま」と笑いかけながら撫でた。気持ちよさそうにブルーメが目を細めるのに疲れた身体と心が癒される。

			　ああブルーメ、君がどんなに猫かぶりの犬だとしても可愛いから許すよ。

			　お姉ちゃんはふかふかモフモフの君が大好きです。

			「お婆さん、少しは村の人と打ち解けましょうよ。そんなだから、明らかに男手がいることまで自分でやる羽目になるんですよ？」

			「馬鹿言ってんじゃないよ、あいつらをこの家にあげたりなんかしたら身ぐるみ剥がされて獣の餌にされちまうだろう」

			「そんなこと、ないと思うんですが……」

			「いいや、あれは強欲を極めた人間の目だね。アタシの目に狂いはないよ」

			「強欲を極めた、人間の目……」

			　夏樹はじっと老婆の目を見つめた。なるほど、こういう目か。

			「なんだい、急にこっちをじっと見て。言いたいことでもあるっていうのかい」

			「えっ、いやまあ。ははは」

			「ところでアンタ、家の掃除は終わったのかい、風呂の掃除は。薪割りも途中じゃないか」

			「あ、すみませんまだです」

			「なんだい、まったく。さっさと仕事しな！」

			「ええ、でも、お昼ごはんが……」

			「しっかり仕事したら、報酬としてシチューに具を入れてやろうじゃないか」

			「え！　本当ですか？」

			「ああ、しかも大盛りでね。どうだい、良い取引だろう」

			「なんですと！　大盛りだなんてお婆さんも優しいところあるじゃないですか、もう」

			　具が入ると聞いて、夏樹は満面の笑みで床から立ち上がった。

			　甘い人参もホクホクの芋も、ここの畑でとれた野菜はとにかく絶品だ。それらがシチューに入ると聞いては、みすみすその機会を逃すわけにはいかない。それに、ここから安全に逃亡するためにも、腹が空いては何とやらだ。

			　村人たちから聞いた話では、この村は国境付近の森に囲まれた場所にあり、時折訪れる商人たちから品物を仕入れる以外は自給自足で生活しているそうだ。しかも移動手段が徒歩しかない。無理をすれば牛とか老ロバなども乗れなくはないかもしれないが、それに乗って王都まで行けると思うほど流石に夏樹はチャレンジャーではなかった。

			　王国の機関のどこかに一報入れれば誰かが迎えに来てくれる可能性もあったが、残念ながらそもそも兵士がこの村に滅多に来ない。陸の孤島もいいところだ。初めてそれを知った時は流石に絶望した。メールと電話が心から恋しい。

			　したがって、ここから逃げ出すには自力で城まで歩いて旅をするしかない。

			　そのためには、一にスタミナ、二にスタミナ。三、四に食料、五に根性だ。

			　あと少しの労働で昼食──ひいてはスタミナの回復度合いが変わるというなら、それは張り切らねばなるまい。それにしたって野菜の大盛りとは、お婆さんも思い切った大盤振る舞いをしたものだ。これは誠心誠意働かなくてはなるまい。

			　気合を入れなおして、壁にかけてあった箒を握る。

			　手早く部屋を掃除して、ブルーメと一緒に泡だらけになりながら風呂釜も磨く。気合と根性で不慣れな薪割りと格闘しながら、そこで夏樹はやっと気が付いた。

			　──あれ？　ちょっと待て、何かがおかしい、と。

			


			＊＊＊

			


			「──ちょっとお婆さん！　適当なこと言って働かせるの止めてください！　それ、さっきお婆さん自身が抜いた具を元に戻しただけじゃないですか！　ひどい！　あんまりだ！」

			「……遅かったじゃないか。まさか、全部の仕事を終えるまで気が付かないとは思わなかったよ。アンタそれで将来大丈夫なのかい」

			　バアンッと扉を破壊する勢いで夏樹が部屋に飛び込むと、呆れ返った顔の老婆がこちらを見ていた。何故気が付かない、とその顔に書いてあって思わずグッと言葉に詰まる。

			「空腹で思考が鈍っていただけです」

			「少しは本能だけじゃなくて、考えて動いたらどうなんだい」

			「馬鹿にしないでください、あのですね、これでも私は城では立派に治療師として働いて……」

			「ほら飯だよ、冷めないうちにさっさと食いな」

			「おおお、今日も美味しそうですね！　ありがとうございます、いただきます」

			　お椀に盛られた温かいシチュー。

			　条件反射で受け取って席について、老婆と共に少し遅めの昼食を食べる。

			　最高に美味しい野菜たちを頬張りながら、「明日こそ、ちゃんと色々考えよう」と夏樹は心に決めた。──昨日も同じことを心に決めたような気がするのは秘密だ。

			


			　何か異様な物音が聞こえてきたのは、シチューもそろそろ食べ終わるかどうかという時だった。

			「なんだか、外が騒がしいね……ちょっとアンタ、外を見てきな」

			　老婆に顎で扉を示され、夏樹は渋々立ち上がる。

			「はいはい、行きますよ。ええと、…………ん？」

			　扉から顔を出した夏樹は、自分が見たものを理解できず一瞬動きを止めた。

			　馬だ。

			　この村にはいないはずの、馬。しかも、たくさんいる。

			（馬？　え、でも何故こんなところに）

			　その時、馬の陰から誰かがのっそりと出てきた。

			　一、二、三、……ざっと見ただけでも十人はいる。皆一様に筋肉隆々の上半身に薄汚れた鎧を身に着けて、ひげは伸び放題、髪の毛はぼさぼさ。見るからに悪人面の彼らのうち、一番偉そうな男が声高に叫んだ。

			「この村のしみったれた愚図どもに告ぐ！　今すぐ、ありったけの金と食料と酒を出しやがれ、拒んだ奴から血祭りだ！」

			「…………」

			　夏樹は、そっと扉を閉めた。

			　今見たものを反芻し、数拍置いてから、やっと現実として理解した。

			「………なるほど、賊か」

			　──あああ、もう何だってこう次から次へと！

		

	

			グレイの章　妙な誤解と下手な嘘

			


			タルテリア暦　一四五六年　異世界生活　五百八十二日目

			


			「グレイさーん！」

			「……？」

			　遠くからエトが自分を呼んだのが聞こえて、グレイはそちらを振り返った。

			　見れば、城内の廊下からエトがこちらに向かって大きく手を振っている。グレイは額の汗を拭いながら、視線を逸らして「ハア……」と苦いため息をついた。模擬戦の合間の休憩中とはいえ、今はまだ鍛錬の時間だ。

			（鍛錬中には話しかけるなよ、と言ったのに）

			　ここ数十年、この国には大きな戦がない。したがって大きな危機にさらされていないこの国の人間は、皆のんびりしている。それは城内の人間も例外ではなく、皆大体性格が大らかだ。城内で知り合いとすれ違えば、軽い挨拶を交わすのはむしろ普通だ。

			　だが、だからといって騎士団まで平和ボケしているわけではない。

			　鍛錬中の騎士や兵士に話しかけるのも、こちらが返事を返すのも当然あり得ないことだ。

			（エトのやつ、あとで説教だな……）

			　話しかけるな、の意図を伝えるべく、グレイは意識的にそちらに背を向ける。

			　──懐いてくれているのはいいが、俺まで一緒に平和ボケしていると思われてはたまらな……

			「あ、聖女様だ」

			「聖女さまー！　俺だよ、怪我しちゃった助けてー！」

			「おいお前ら！」

			　へらへらと笑いエトに手を振っている同僚の姿に、グレイの雷が落ちる。ゴンゴンッ！　と鼻の下を伸ばした同僚に立て続けに拳骨を落とした。兜の相手に籠手の自分なのであまりダメージを与えられなかったことが無念だ。

			「だっ！　グレイさん、いいじゃないっすか手ぇ振るくらい！」

			「馬鹿か！　鍛錬中に気を散らす奴がどこにいる！」

			「グレイさんはいつでも聖女様に会えるんだからいいじゃないっすか、俺たちそんなに会えませんもん。おおーい、エトちゃーん！」

			「馬鹿なこと言ってる暇があるなら早く模擬戦に戻れ！」

			　えええ、と不服そうな顔をする仲間を睨みつけ、同時にエトの方を振り返ると「邪魔するな」の意図を込めてシッシッと手を振る。

			　遠目に見えるエトがムッとした顔で何か言っているのが分かったが、聞く耳を持たずに再び背を向けて同僚を引きずりながらその場を離れる。

			「あああ、聖女様ぁああ」

			「グレイさん、殺生な！」

			「女にうつつを抜かしている暇があったら、一振りでも多く剣を振れ」

			　同僚たちにそれぞれの剣を押し付け、自分もまた愛剣を握りしめる。たるんでいるとしか思えない彼らに、開始の礼もそこそこに斬り込んだ。慌てて応戦する彼らに合わせてしばらく剣を交わしたあと、一気に速度を上げて相手の剣を叩き落とす。

			　派手な音を立てて剣が転がり落ちるのと同時に彼ら二人も息を切らして座り込む。

			「ま、待ったグレイさん、あんた模擬戦の直後だろう、なんでそんな元気なんだよ……」

			「俺は普通だ、お前らがたるんでいるだけだ」

			「団長が言ってましたよ、『あいつの脳味噌は鍛錬と戦いのことしか詰まってない』って」

			「そうか、いいことじゃないか」

			　ふん、と鼻で笑うと、後輩騎士二人はげんなりしたように顔を歪めた。

			「百戦錬磨を通り越して女に興味なくなったっていう話はホントだったんすねグレイさん」

			「グレイさんが俺たちくらいの年だった時なんて、もうちぎっては投げ、ちぎっては投げって感じだったんでしょ。はああ、人生は不公平だ！」

			「……ん？」

			　今、百戦錬磨とか女に興味ないとか聞こえた気がする。

			　誰のことだそれは。

			「聞きましたよ、『もう女には飽きた』って名言を残して何人もの恋人を捨てたとか」

			「あまりのテクニックに、花街の姐さんが直々に抱いてほしいと頼みに来るとか」

			「花街中の美人を骨抜きにしたせいで、出入り禁止になっちゃったらしいじゃないですか」

			「……」

			　──なにか、盛大な勘違いをされていないか俺。

			　居心地の悪さに、身じろぎしつつ冷や汗をかいた。

			「きっともう、女の全てを知り尽くしてるんだろうなあ……」

			　全てどころか、最初の一歩もまだである。

			「聖女様の近くにいても平然としてますもんね、俺には無理っす」

			「聖女様に手当てされると、なんかすげぇ良い匂いするんだよな。あんな至近距離にいて耐えられるのが理解できませんや」

			「触られてるだけなのに、まるで女の胸に顔を埋めた時のような圧倒的幸福感！」

			「優しくモノを愛撫されているみたいな、あの感覚！」

			「分かりますよね？」と同意を求められて、グレイは「ああ」とも「うん」ともつかない返事を返した。残念ながら、そんな贅沢なことは生まれてこの方されたことはないので同意しかねる、とここで堂々とカミングアウトする勇気はない。

			「正直、聖女様の専属護衛とか妬ましくて仕方ないっすよ」

			「俺も国賓のおっさんとかじゃなくて、可愛い女の子護衛したかったなあ」

			「まあでも、俺が護衛だったらとっくに襲い掛かってるしな、ある意味陛下の采配は正しいよ」

			「聖女様に欲情しないとか、実は昔ヤリすぎて枯れたんじゃないですかグレイさん」

			「あ、逆に本当は聖女様の魔力に当てられて、グレイさんも夜な夜な右手がお盛んとか！」

			「馬鹿か、殺すぞお前ら」

			　何故ばれている。いや、ばれていないからこその、この冗談か。

			　後輩たちからのあまりに明け透けなからかいに、グレイは地の底を這うような重低音で威嚇した。

			　しかし内心では冷や汗が止まらない。

			　エトを妹のようだと言っていたはずの自分が、今では夜な夜な彼女を思い浮かべて××××……駄目だ、色々思い出して自己嫌悪に陥ってきた。

			「いや実はもう、二人は一線越えてたりして！」

			「マジすか！　うわあー」

			「…………」

			　羨望と尊敬の眼差しで見られて、いっそ泣きたくなる。お前ら、そんなに童貞を追い詰めて楽しいか。そうか楽しいか。よしそこに並べ、一人ずつ叩き切ってくれよう。

			　瞳孔が開き気味の瞳でグレイが剣を再度構えた時、「グレイさーん」と再び間延びしたエトの声が聞こえる。

			「だから！　鍛錬中は俺を呼ぶなと！　……え、……殿下！　し、失礼しました」

			　後ろを振り返り怒鳴ると、そこにいたのはエトではなく、人を食ったような顔で笑うフィルディナンドだった。慌てて後輩騎士ともどもその場に跪く。わざわざ声色までエトに真似て声をかけた彼は、何が面白いのか上機嫌で鍛錬場を柵越しに覗き込んでいる。

			「殿下、その、このような場所に如何されましたか」

			「いや、『聖女様』の呼びかけをグレイが無視したって女官たちが話してるのが聞こえたものでなんとなく。悪いね、模擬戦でもするところだったのかな？」

			「はっ、いえ、それは構いませんが、その……殿下はいつから、そちらに？」

			「うんまあ、結構前から？」

			　フィルディナンドはその端整な顔立ちによく似合う爽やかな笑みを浮かべた。しかし、それを聞いてグレイは青ざめる。

			　グレイがエトの監視兼専属護衛を務めているのは、誰もが口々に言うように、グレイだけがエトの魔力で欲情しなかったからだ。正確には、『欲情しなかった、と思われている』からだった。

			　エトが初めてこの国の中で魔力を使った時、その場にいた全員は欲にまみれたケダモノと化した。

			　その時、そんな中で全く動じなかったのが魔術団長のキーラとグレイだった。

			　キーラが電撃魔法でその場にいた全員をのさなければ、恐らくあの場でエトは考えるのも恐ろしい悲惨な目にあっていただろうと思う。しかし残念ながら、グレイはその時のキーラの活躍を覚えていない。──気絶していたからだ。

			　エトが、自分の能力を──それがどんな効果をもたらすのかも分からずに──初めて使った時、周囲が身も蓋もなくエトに襲い掛かろうとする中、グレイだけは速攻で意識が落ちた。それはもう、ほんの僅かの猶予もなく、立ったまま気絶した。今思うと、あまりに快楽が強すぎてグレイの童貞まっしぐらの脳味噌では耐えきれなかったものと思われる。

			　しかし不幸な勘違いはそこからだった。気絶したのがあまりに瞬時の出来事だったので、グレイ自身も自分が気絶したことに気が付かなかったのだ。グレイの視点では、瞬きをした瞬間に同僚が全て倒れたようにしか見えなかった。

			　だからキーラの「あれ？　グレイは何も感じなかったの？」という問いかけに当時のグレイは是と答えた。

			　そしてその結果、『唯一エトの魔力に屈しない男』と盛大に城中に勘違いされて、今に至る。

			　しかし、最初は嫌々ついていた護衛の任務だが、それでも今はもう誰にも譲る気はない。

			　危なっかしいところのあるエトを任せられる男などどこにもいないし、自分以外にエトがくっついて回る姿を想像するのは気分が悪い。今更エトの魔力に屈していたとバレて、護衛の任を解かれるわけにはいかないのだ。

			「何か面白い話をしていたよね、グレイがエトと、一線越えたとかなんとか」

			「殿下、それはこの者たちの戯れです。どうか、本気になさいませんよう」

			「そうなんだ？　僕はてっきり、ついにグレイも聖女様の魔力にやられたのかと……」

			「いいえ違います、アレをそういう目で見たことはありません」

			「ふーん、……本当に？」

			　──嘘です、本当は毎晩欲情してます。

			　夢の中であんなことやこんなことまで彼女に強いています。
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			　もちろん、そんなことは言えるわけがない。グレイは必死で表情を消して首こうべを垂れた。

			「本当です」

			「……そっか、へえー……」

			　フィルディナンドが黙り、その場に沈黙が落ちる。

			　──胃が痛い、朝飯吐きそう。

			　グレイはただ無心で祈り続けた。

			　絶対に彼女本人には手は出さない、出さないから罷免だけは勘弁してほしい。

			　どんなに愛おしくても、添い遂げることはできないのだから。

			　せめて、一番傍で守る権利がほしい。

			　それだけでもう、他には何も望まないから。

			「……別に君がそう主張するなら、それでいいけど」

			「……殿下？」

			「いや、なんでもないよ」

			　フィルディナンドは、微妙になった空気を叩き切るかのように「さて！」と声を上げた。

			「鍛錬を邪魔して悪かったね、これ以上いたら団長殿に僕が怒られちゃうから退散するよ。それじゃ、君たちも頑張ってー」

			「「はっ、勿体なきお言葉、感謝いたします！」」

			　声をかけられた後輩たちがガチガチに緊張しながら叫ぶのを聞きながら、グレイはやっと肩の力を抜いた。フィルディナンドの背中が廊下の向こうに消え、仲間が途端に足元に崩れ落ちる。

			「び、ビックリしたああ」

			「グレイさんが殿下と親しいって話、本当だったんすね」

			「ああ、……まあ子供の頃に、ちょっとな」

			「へええー」

			　興奮冷めやらぬと言った様子でまくしたてている彼らに空返事を返しながら、グレイは先ほどのフィルディナンドの言葉に苦い想いを抱いていた。

			　そう主張するなら？　だったら、ほかにどう主張しろというのか。

			　グレイが彼女のことを好きだと言った時、この関係は終わりを告げる。

			　それだけが残酷な真実だ。

		

	










			夏樹の章　聖女様と危険な禁じ手

			


			「おおお、お婆さん、大変です、賊です！」

			　閉めた扉を両手で押さえながら、夏樹は老婆を振り返り叫ぶ。

			「賊だって？」

			「そうです、あれはきっと強盗団です、あるいは山賊とか海賊とか、とにかくその手合いです！」

			「こんな辺鄙な場所に、何だって全く……」

			「に、逃げましょう！　今すぐ！」

			　不愉快そうに顔を歪めた老婆に、必死で夏樹は提案する。

			　あれはヤバい奴らだと、夏樹の本能が告げている。

			


			　村の男たちはもしかしたら戦うのかもしれないが、参戦することはできそうにない。

			　ここにいるのはか弱い少女に、可愛い柴犬に、ふてぶてしい老婆だ。

			　最後の一名の毒舌攻撃は確かに強力だが、物理的戦力としては全く役に立たない。

			「どこから逃げればいいですかね、表から、いや、窓から、いやいや、やっぱり表から……」

			「盛り上がってるとこ悪いけどね、アタシは逃げないよ」

			　扉から離れて右往左往する夏樹を尻目に、老婆が突然そんなことを言いだした。

			「え、えええ？　なんでですか？」

			「そんなことも分かんないのかい、本当にアンタは馬鹿だね」

			　焦る夏樹に、老婆は呆れた顔で言う。

			「アタシが留守にして長年ため込んだ貯蓄を奪われたら、どうしろってんだい」

			「いや、このままだとお金じゃなくて命の危機ですから！」

			「アンタね、命とお金、この世でどっちが重いと思ってんだい！」

			「命ですよ!?」

			　なんてこと言うんだお婆さん。目が本気だ、怖すぎる。

			　一瞬、老婆を放置して逃げるべきか邪念が脳裏をよぎったが、それは現代日本で培った敬老精神が許さない。過酷な労働を強いられたりもしたが、老婆には衣食住の恩義がある。見捨てるわけにはいかない。

			　よし、ここは情に訴えて、説得するしか……！

			「お婆さんに何かあったら、ブルーメはどうするんですか！」

			「野生に返るさね、なあブルーメや」

			「きゅん！」

			　任せてくれとばかりに、ブルーメが鳴く。説得、失敗。

			　え、お前、野生生物だったの。てっきり飼いならされた柴犬だと思っていました。

			「あ、いや、でもやっぱり命の危機ですし、逃げた方が……」

			「まだ命まで取ると決まったわけじゃないだろう」

			「取るつもりだったら、どうするんですか！」

			「その時は、最終手段を使うさ」

			「最終手段？」

			　なんと！　最終手段？

			　お婆さん、まさか何か奥の手があるのか。すごい、カッコいい！

			「さ、最終手段って何ですか？　逆転勝利の一手ですか？」

			「まあ、そうなってくれるといいんだけどねえ」

			　期待に満ちた瞳で夏樹が見つめると、老婆は逆に夏樹を見つめて、呟いた。

			「……本当は、人身売買の商人の方が高値なんだけども」

			　売る気か。

			「お婆さん、一緒に逃げようと声掛けしている人間に対して、それはあんまりです」

			「だから言ってるだろう、何度あんたが声を掛けようが、アタシは逃げないよ」

			「きゅん！」

			「ええと……」

			　一向に動く様子のない老婆と、楽しそうに床にお座りしているブルーメを見て、夏樹の語尾が徐々にしぼんでいく。

			　あれ、私なの？　私が変なことを言っているの？

			（どうしよう、二人とも全然逃げる気がない。でも、捕まったらどんな目にあうか。そもそも、既にこの家が包囲されている可能性もあるわけで、……うううグレイさんがいればなあ！）

			　夏樹は思わず頭を抱えた。困り果て、この場にいない人間にすら縋ってしまう。

			　彼ならきっと、『さっさと逃げるぞ！』とか、『馬鹿、命を粗末にするな！』とか、『全員で逃げなければ意味がないだろう！』とか、そういうことを言ってくれるに違いない。

			（いつも内心で『グレイさんたら、またクサい台詞を』とか笑っていて、ごめんなさい）

			　今こそ、あの面白みのない一般論が聞きたい。真面目すぎる彼の正論が、心から恋しい。この家の住人の説得は、私には荷が重すぎる。

			（ああそうか私って、いつもグレイさんに頼っていたんだなあ……）

			　今更痛感した事実に、チクリと胸が痛くなった。

			　治療師になって、聖女様と呼ばれて。

			　もう、この世界で一人で何でもやっていけるつもりでいた。

			　──だけど、彼がいない私は、こんなにも無力だ。

			　この世界に落ちてから、ピンチの時は大体彼と共にいた。

			　グレイは夏樹の護衛だったのだから当然かもしれないが、それでもいつでも『傍にいる』ということが、この異世界の中でどれほど心強かったことか。

			　彼がいたから、強くなれた。たくさんの困難に、立ち向かうことができたのだ。

			「グレイ、さん……」

			　今は会えない大切な人を想い、夏樹は祈るように俯いた。

			　どうか、見守っていてください。

			　貴方がいない私はこんなにも弱いけれど、絶対に、生きてお城に帰りますから。

			　キッと顔を上げ、夏樹はしっかりと前を見据えた。絶対に、逃げる。説得してみせる。

			　老婆もブルーメも見捨てず、全員でこの場を逃げ延びるのだ。

			「お婆さん、やっぱり一緒に逃げましょう！」

			　強い意志を滲ませて夏樹は凛と老婆に声をかけた。

			　しかし、一方老婆は呆れたような顔で夏樹を見ている。

			「今は逃げて、それで、取られたお金はあとから取り戻しましょう！　私も微力ながら協力しますから、だから、今は！」

			「……まあ、一人で盛り上がっているところ悪いんだけどね、小娘」

			「だから！　……え？」

			　老婆が、ちょいちょいと夏樹の背後を指差す。

			　何事かと振り返った夏樹は、そのまま固まった。

			「アンタが物思いに耽っている間に、とっくに囲まれたみたいだよ」

			　扉の隙間から、がやがやと騒がしい複数の人影が見えていた。

			　その距離、あと僅か数メートル。今更扉を開けて飛び出しても、決して逃げ切れないだろう。

			「…………」

			　しまった。

			　グレイさんとの思い出なんて無視して、さっさと一人で逃げればよかった。

			


			＊＊＊

			


			　夏樹が呆然としている間にも、無骨者たちの声はどんどん近づいてくる。

			　騒がしさからして一人二人ではないだろう。

			「ど、どうしましょう。武器、とりあえず武器を……」

			　慌てて周囲を見渡し、夏樹は咄嗟に目についたものを掴んで構えた。

			「さ、さあ来い！」

			「アンタ、お玉と鍋蓋で何する気なんだい」

			「きゅん」

			　ブルーメにまで気の毒そうな声を出された。でも箒は向こうの部屋にしまってしまった以上、これ以外に構えられるものがないのだから仕方がない。

			「お婆さんも、何か防御とかしないと駄目ですよ！」

			「アンタを見ていると、なんだか戦意が失せるねえ……」

			「そんなこと言ってないで、早く！」

			　その時、バァン！　と音を立てて、家の扉が乱暴に開いた。途端に室内に流れ込む土煙と異様な空気に、夏樹の心臓が跳ね上がる。戸口には、ニヤニヤと気持ちの悪い笑みを浮かべる人相の悪いゴロツキが五人。

			　どう贔屓目に見ても、『今から悪事を働きます』という顔をしている。見掛け倒しで実は弱い、なんてこともなさそうだ。人殺しをなんとも思っていないような冷たい視線を向けられて、夏樹はただ唖然と立ち尽くすしかなかった。

			「へっ、しけた村だと思ってたがちゃんと若い娘もいるんじゃねえか」

			「痛っ！」

			　ゴロツキたちの中でもひと際身体が大きく筋肉質な男が、夏樹の腕をぐいと掴み上げた。右手一本で吊り上げられるような格好になり、あまりの痛みに涙が滲む。おかげで我に返ることはできたが、感謝する気にはさらさらなれない。痛い痛い痛い、この格好は痛い！

			「や、やめてください、離してっ！」

			「ひゅー、可愛い声。もっと聞かせろよ、ほら」

			「兄貴、この子売るんすか、それとも俺たちで飼って食うんすか？」

			「どっちも悪くないが、まずは……」

			　夏樹の腕を掴んだままの男が、ニタリと笑った。

			「味見してみないとな」

			　──これはまずい。

			「や、やめて離してぇええ！」

			「暴れるな、このアマっ！」

			　慌ててバタバタと暴れるが、この体格差は無理がある。息もつかせぬ間に、両手を後ろに持っていかれて縛られた。手首が動かせなくなったことを確認されたのち、今更急に腕を放される。ドシャッと音を立て、夏樹は重力に従い無様に床に落ちた。

			　必死で左右に転がり逃げようとする夏樹を、手下と思われる男の一人がニヤつきながら上から踏みつけた。おかげで碌に暴れることもできやしない。

			　ぐぬぬ、覚えていやがれ。貴様の顔は覚えたぞ、この無精ひげめ！

			「おい、その女さっさと向こうに連れていけ」

			「ヘイッ」

			　筋肉男が、手下らしい無精ひげ男にそう言うと、無精ひげ男は夏樹の肩を掴んで無理やり立ち上がらせる。土埃と油と汗の混ざったような咽せかえる匂いが鼻を突き、不可抗力で涙目になった。

			「へへへ……、久しぶりの上玉だねえ、楽しませてくれよ嬢ちゃん」

			　無精ひげ男が、唇のすぐ近くまで顔を近づけてニタリと笑う。あまりの気持ち悪さに背筋が一気に粟立った。同じ汗臭さと泥臭さでも、夏樹が知る騎士の皆とは大違いだ。達成感に満ちた爽やかさが欠片もない。性根の汚さが滲み出ているに違いない。

			「ふぬぐぐぐぐ……！」

			「大人しく歩け！　殺されたいのか！」

			　思い通りになるものかと必死で足を踏ん張るも、流石に男の力には勝てない。嫌がる夏樹の肩を、男の両手が鷲掴みにする。さりげなく身体を密着させられて首筋を嗅がれた。

			　い、嫌だぁあああグレイさん助けて！

			　引きずられるように扉をくぐる直前、家に残った男たちが老婆に手を伸ばすのが見えた。

			（お婆さん！）

			　自分のことだけで精一杯だった意識が急にクリアになる。

			　そうだ、自分のことだけ心配している場合ではない。老婆の方が夏樹より弱者なのだ。しかも老婆は覚悟を決めたように、じっと動かない。……その姿はまるで、死すらも受け入れたようで、夏樹はゾッとした。

			（駄目だ、駄目だ！）

			　もしかしたら殴られるかもしれないが、そんなこと構っていられない。夏樹は暴れて男の手を振りほどくと、必死に叫んだ。

			「やめてください！　お婆さん、駄目です逃げて！」

			　夏樹の叫びは聞こえているだろうに、老婆は一歩も動こうとしない。

			　逆に、ゴロツキたちは怪訝そうな顔をしてこちらを見る。

			　ん？　怪訝そうな顔？

			「コイツ、一体何言って……って、うぉおお！　ビビった！　よく見たらこれババアじゃねえか！」

			　えっ。

			「マジかよ、俺、完全にこれ枯れ木だと思ってたわ！」

			「兄貴！　戸棚に行こうとしたらババアがいました！」

			「あぶねぇ、俺も完璧に見落とすところだったぜ！」

			　え、え？

			「おい、ババアを捕まえろ！」

			「……クソッタレどもが、アタシに触んじゃないよ！」

			「うるせぇババア！　大人しくしろ！」

			　呆然とする私の目の前で、お婆さんがあれよあれよという間に縛り上げられる。

			　──もしかして私、余計なことをしたのでは。

			　まさかの事態に、これ以上引かないと思っていた血の気が音を立てて一気に引いた。

			　ああ、これは、大変まずい事態だ。悪気はなかったと言って、聞き入れてもらえるだろうか。

			「アタシの財産に手を出したら、そこの小娘の次にアンタら全員地獄を見せてやるから覚悟しな！」

			（ひぃいいい私の方が優先順位が高い！）

			　なんということだ、無事に助かっても私の命はない。

			「うっせぇ！　今ここで殺すぞババア！」

			「その前にアンタらの大切な股間の息子を包丁で原形を留めないまでに粉砕してやるよ！　ケツの痣も取れてないような鼻タレどもが！」

			「お、おおぅ……」

			　老婆が吐いたあまりの暴言に、夏樹は怯えて身を縮こまらせた。心なしかゴロツキたちも顔色悪く内股気味になっている。せいせいした半面、少し同情を禁じ得ない。

			「こ、このババアも連れていけ！」

			「お婆さん、あの……」

			「小娘……あとで覚えといで」

			（ひぃいい、お婆さんの目が据わっている！）

			「さっさと歩け、この愚図！」

			　そうして、夏樹と老婆は二人仲良く村の中心地まで連行されていったのだった。

			


			＊＊＊

			


			　村の中心には、既にほぼ村の全員が捕らえられ集められていた。武器の類を奪われて怯えた顔をしていたが、大多数の村人はまだ縛られてはいないようだ。

			「ほら、お前も仲間入りだ！」

			「わっ！」

			　乱暴に突き飛ばされ、両手が塞がれている夏樹は転んで地面に突っ伏した。土まみれになった夏樹を見て、ゴロツキたちがゲラゲラと笑う。

			「ううう、許さん。最低だ。男の風上にも置けない人たちだ……」

			「だ、大丈夫かいエトちゃん！」

			　ブツブツと倒れたまま呪詛を吐いていると、すぐ近くにいた男性が夏樹を助け起こしてくれた。振り返れば、そこにいたのは牛追いのおじさんだった。

			　彼の十歳になる息子も、その後ろから心配そうにこちらを伺っている。

			「おじさん、無事だったんですね！　ケイン君も！」

			「ああ、なんとか家族全員無事だよ。君のところは……ああ、婆さんも含めて一応無事みたいだね」

			「縛られちゃいましたけど、そうですね一応は無事、でしょうか」

			「そうか君は縛られてしまったんだね。……この状況、一体どう打開したもんかね」

			　彼は声を潜めてゴロツキたちを横目で見る。ゴロツキの大部分は家の財産を回収するのに忙しいようで、見張りの数名以外は村中に散っている。

			　だが、家探しが終わるのも時間の問題だ。それが終われば、夏樹たちを待ち受けるのは殺戮と陵辱の嵐。……具体的に何が起こるかは、考えたくもない。

			　見張りに聞こえないよう、夏樹も限界まで声を潜めて喋る。

			「誰か、村の外に助けを呼びに行けた人はいないんでしょうか」

			「正直、その可能性は低いだろう。家から飛び出した人間は、あっという間に捕まったよ」

			「あのね、皆戦ったんだけど、……あの人たち、すごい強いんだよ」

			「ああ、残念ながら簡単に倒せる相手ではなさそうだ。村の一つも守れず、不意打ちとはいえ情けない限りだ」

			　私も戦ったんだがね、本職には歯も立たなかったよと力なくおじさんが笑う。よく見れば、彼の頬にはお昼前にはなかった刃物で切られたような傷が増えていた。いつもであれば、このくらいの傷すぐに触れて治してあげられるのにと、夏樹は悔しさに顔を歪める。

			「情けなくなんかないです。無事でいることが何より大事ですよ」

			「ありがとう、エトちゃん。だが、大人しくしていても彼らが何をしてくるかわかったもんではないからね。村を守るためには、私たちが戦わなくては」

			「父さん……」

			「ケイン、もし何かあったらお前は戦うのではなく、村の皆を守れ。いいな」

			「うん、わかった」

			「ケイン君……」

			　ケインだって心細いだろうに、彼は気丈にも泣き言も言わず頷いた。

			　その姿が、夏樹に衝撃を与える。

			　──こんなに幼い子だって、皆を守るために戦っているのだ。それなのに、私は戦おうともしないで、村の皆のことも考えずに自分たちが逃げることばかり考えていた。

			　一週間しか経っていないとしても、永住するわけではなくても、今この時は夏樹もこの村の住人だ。期間は短くてもお世話になった人たちのことを見捨てるような真似ができるわけがなかった。

			　申し訳なくて、自分が情けない。せめて、皆のために自分ができることは何だろう。

			「私が、できること、は……」

			　ふと、脳裏に何かが閃いた気がした。

			　そうだ。魔術団長のキーラさんが、前に何か言っていたような気がする。あれは、確か……。

			「おい、そこの女」

			「え、痛っ！」

			　考え事をしていた夏樹は、後ろに迫っていたゴロツキの一人に気が付くのが遅れた。思いっきり腕を捻りあげられて、夏樹は苦痛に顔を歪めた。目の前のおじさんやケインが焦り立ち上がろうとするのを、男は鋭い眼光で睨んで黙らせる。

			「何するんですか！　離して！」

			「へへ、大人しくしてな嬢ちゃん。今、縄ほどいてやっからよ」

			「え……？」

			　ゴロツキの顔は夏樹からは死角になって見えない。しかし、背後で縄が緩む感覚は確かに感じた。

			　何が起こっているのか分からずに夏樹が混乱していると、あっという間に手首の縄はほどけた。

			「あ、ありがとう、ございます。でも、どうして……？」

			「何故かって？　そりゃな……」

			　混乱しながらも礼を言い、夏樹は後ろを振り返って、息をのんだ。

			　男は酷く下卑た笑みを浮かべて、値踏みするように夏樹を見ていた。

			「自由な女を無理やり押し倒す方が、興奮するからだ、よっ！」

			「ぎゃぁああ！」

			　ふざけるな変態野郎！　お前の性癖など知るか！

			　手首を突然強く掴まれ、地面に引き倒される。

			　村人たちが罵声を叫んでいるのが聞こえたが、他の見張りが暴力で脅して黙らせていた。仰向けに倒れこんだ夏樹の上に、ゴロツキがのしかかってくる。両手首を男の力で頭の上に固定され、ニタニタと見下ろされて血の気が引いた。

			「や、やめやめ、やめましょう、こんなことよくないです、落ち着いて冷静になりましょう！」

			「拒絶する女に無理やりねじ込む時の快感って、嬢ちゃん想像つくかぁ？」

			「想像もつかないし知りたくもないです！　嫌、嫌だぁああああ！」

			　助けてグレイさん！　もう若年寄りとか言って馬鹿にしたりしないから助けてください！

			　恐ろしさに身がすくみ、夏樹はがむしゃらに叫んだ。

			「誰か、誰か助けて、グレイさん、グレイさん……！」

			「グルルルル！」

			「……え？」

			　その時、物陰から何かの塊が視界に飛び込んできた。それが何かを認識する前に、『それ』は夏樹を押し倒していた男の腕に低い唸り声とともに思いっきり食らいついていた。

			「いってぇえ！」

			「……え？」

			　それは見慣れた、ブルーメだった。

			　もう、騒動に紛れてどこかに逃げたとばかり思っていた。

			「な、なんだ!?　このクソ犬！」

			「グルルルルル！」

			「離せ、離せクソが！」

			「ぎゃん！」

			　怒り狂った男が思い切り腕を振ると、必死の抵抗も空しくブルーメは振りほどかれて宙を舞った。その先には、建物の壁。勢いよく叩きつけられ、ブルーメが苦痛を滲ませた声を上げる。

			「ブルーメ！」

			　壁に叩きつけられたブルーメは、ぐったりとして動かない。荒いが呼吸はしているようだから、致命傷ではなかっただろうが、それでも相当な衝撃だっただろう。

			「くっそ！　この犬、ふざけやがって！」

			　噛まれた男は、立ち上がると怒りに頬を上気させてスラリと腰の剣を鞘から抜いた。

			　──殺す気だ。ブルーメが、殺される。

			　思い当たった事実に、夏樹の背筋が凍りついた。

			　嫌だ、殺さないで、もう誰も傷つけないで。そう強く思っているはずなのに、恐ろしさに身体がすくんで、動かない。

			（グレイさん、助けて、助けて……！）

			　必死で、一番頼りにしている相手を思い浮かべる。

			　彼ならこんな時、一体どうするのだろう。

			　自分の目の前で、親しい命が奪われようとしている。助けたいと強く思っても、助ける手段が分からない。何をすればいいのか分からない。グレイさんなら、グレイさんなら一体どうやって……。

			『立ち止まるな、死にたいのか！』

			　ハッとした。脳裏に、記憶の中の彼の声が鮮明に浮かんだ。

			　そうだ、立ち止まっている暇はない。

			　生きるために、夏樹は前に進み続けなくてはならない。

			　だから守りたいものがあるならば、──誰かを待っているようじゃ、駄目なんだ。

			「ブ、ブルーメから離れろ、この腐れ外道！」

			「……あぁ？」

			　夏樹が必死で立ち上がり声を張り上げると、男はブルーメに振り下ろそうとしていた剣を途中で止めて、こちらを見た。

			　正直、足はガクガクと震えているし、思いつきの作戦が上手くいく保証はどこにもない。失敗した時は、夏樹は死ぬより辛い目にあう可能性だってある。それでも、迷いはなかった。

			


			「あ、あなたのことですこの腐れ外道野郎！　弱いものを虐げてそれで満足するような小心者の言うことなんて、どうせ口だけでしょう！　実際に私を斬ったりできないくせに、弱虫の最低男！」

			「んだと……？」

			　男の眼光が鋭くなる。完全に怒りの矛先はこちらに向いたようだ。夏樹はサッと周囲に視線を走らせた。周囲にいるゴロツキたちは、こちらを睨んでいるものの夏樹との間には少し距離が残っている。直前で邪魔をされる可能性は、低いだろう。

			「そんなに斬られたきゃ、お望み通り今すぐ斬ってやるよ！」

			「……っ！」

			　数歩で距離を詰め、男は剣を振り上げた。

			　日光に当たり、剣が煌めく。

			（……右！）

			　次の瞬間、直感だけで夏樹は右に跳んだ。

			　ほんの数センチ先の空間を剣が切り裂き、ゾッとする。

			　着地した足が滑りそうになるのを、気合で耐えた。足首が妙な軋みを訴えたが気にしている余裕などない。夏樹は体勢が崩れるのも構わずに、もう一方の足で前に踏み込んだ。

			　怒りに任せて大きく剣を振りすぎてしまった男の側面は、ガードなど何もなかった。

			　虚を突かれたような無防備なその頬に、夏樹は怒りを込めた全力の拳を叩きこむ。

			「いっ、けぇえええええ！」

			　頬に拳が当たる感触がした。

			　所詮、女の力などたかが知れている。それでも、『夏樹が』殴ることに意味があった。

			（私にも、これくらいは……！）

			　全神経を拳に集中させる。人の身体に触れている感覚を強く意識する。

			　ターゲットは男の腕についたブルーメの噛み跡。

			　夏樹の身体の中に溢れている『何か』を、濃縮して、余すことなく全て注ぎ込むように。

			


			『エトの魔力は成長し続けている』

			　ほんの少し前のこと。

			　ある日、魔術団長のキーラは夏樹にそう言った。

			『成長？』

			『そう。ペンダントの負荷の中で力を使い続けているエトは、ある意味毎日鍛えているようなものだからね。この世界に落ちてきた時より、魔力は格段に強くなっているよ』

			『もしも、私がペンダントなしで今その力を使ったら、どうなりますか』

			『さあ？　実例がないし、分からないけど』

			　キーラは含みのある笑みを浮かべて、言った。

			


			『強すぎる快感に、耐えられる人間はいないよ』

			


			　夏樹は拳に魔力を込める。自分でもコントロールできない量の力が、相手に流れ込むのを感じた。今まで記憶にあるうちでも、間違いなく最大火力。いつもの淡い光ではなく、激しい閃光にも似た光が触れ合った肌から迸る。
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			　光が弾ける。

			　血が沸騰する。

			　意識が真っ白になる。

			「うらぁあああああ！」

			「……ッ!?」

			


			　──そしてその日、国境近くにある小さな村は、眩いばかりの白い閃光で包まれた。

		

		
			
			

		

	

			グレイの章　彼女と青いペンダント

			


			タルテリア暦　一四五五年　異世界生活　百二十八日目

			


			「グレイさん、私、やっぱり納得いかないです」

			　異世界から来た少女、エトの監視役として過ごす日々にも慣れてきた、ある日のこと。中庭で素振りをする俺を眺めていたエトが、突然そんなことを言った。

			「……ん、すまん聞こえなかった。何か言ったか？」

			「納得がいかないんです」

			「何？」

			　思わず、素振りの手を止めて彼女を見る。彼女はどこか苦い顔で空を睨みつけていた。

			　幼い顔立ちに似合わず、その眉間の皺は深い。どうやら、また何か妙なことで悩んでいるらしい。

			　さて、今回は何が不満なのやら。

			「……どうした、やっぱり飽きたのか」

			「鍛錬を眺めるのに飽きたんじゃありません。それとは別件です」

			「そうか？　だが、俺の鍛錬なんか見ていたって暇だろう。そろそろ、部屋に戻るか」

			「でも私がこの場を離れたら、グレイさんもついてこなきゃいけないんですよね」

			「……お前の護衛に付けというのが、陛下直々のご命令だからな」

			「なら、もう少しここにいます」

			「……俺に、気を遣っているのか」

			「そこはどうせなら、優しさと言ってくださいよ」

			「だが実際、お前は暇なんだろう？」

			「暇じゃないですよ？　割と、見学は見学で楽しんでいます」

			「それならどうしてそんなに不満そうな顔をしているんだ」

			「だから、それとは別件で、納得がいかないことがあるんですってば」

			「別件、なあ」

			　剣を置き、俺は首にかけていた布で汗を拭いながら彼女に近づいた。彼女は中庭の片隅の椅子に腰かけ、不服そうに足をブラブラと揺らしていた。

			「鍛錬が見飽きたという意味じゃないなら、一体どういう意味で言ったんだ」

			「私が納得いかないのは、今のこの、現状です！」

			　バアン！　とエトが突然長椅子を叩き、俺は思わずビクッとした。

			　なんだなんだ、これが噂に聞く女のヒステリーというやつか。それとも反抗期か。

			　どちらにせよ、俺の手には余るので勘弁してほしい。

			「ちょっと、相談に乗ってくれませんか」

			「……別に、構わないが」

			　いまだ渋面を崩さないエトが、すっと自分の座っていた位置をずらして場所をあける。

			　……ここに座れという意味か。

			　内心、少し動揺しながら俺はエトの隣に腰を下ろした。

			　朝は騎士たちの鍛錬の場としても使われるこの中庭も、今の時間帯は非常にがらんとしている。もちろんそれは、騎士たちが皆、警護や魔物討伐など各々の仕事についているからだ。しかも、厨房や客室からも遠いこの場所は、あまり使用人たちも頻繁には通らない。したがって、今この場には、正真正銘エトと二人っきりだ。

			　まるで傍から見たら逢引きの風景みたいだなと思ったら、相手がここ数ヶ月朝から晩まで一緒にいる奴だとしても身構えてしまうのは仕方がないことだと思う。「あいつ、監視役のくせに監視対象と乳繰りあってた」などと噂されたら、大変気まずい。それに、そんな噂を流されたら彼女自身も嬉しくはないだろう。そう思って、俺は念のため少し隙間をあけて長椅子に座る。

			「グレイさん」

			「……なんだ」

			「なんでそんなに遠いんですか？」

			「まあ、気にするな。普通だ」

			「だけどでも……、あ、そうか、なるほどなるほど」

			　三人分くらいあけて長椅子の端に座った俺に、エトは一拍置いて納得したように頷いた。

			「グレイさん、今絶望的に汗臭いんですね？　お気遣いありがとうございます！」

			　この馬鹿を殴りたい。

			「…………」

			「わあ待って！　待ってくださいごめんなさい汗臭いとか言ってすみませんでした！」

			　無言で立ち上がり帰ろうとした俺を、エトが必死に呼び止めた。

			　そんなに汗臭くない！　と内心叫びながら渋々もう一度、今度はもう少しだけ近くに座った。

			「それで？」

			「え？」

			「え？　じゃないだろ、相談だ相談。何か言いたいことがあったんだろう」

			「ああそうでした！」

			　俺に言われて、エトは慌てて同意する。

			　──なるほど確信した。別に大した悩みじゃない。

			　完全に気が抜けた俺は、思わず格好を崩して長椅子に背を預けた。逢引きに見えるとか二人きりとか、今更どうでもいいかという気になる。もしこれがエトなりの懐柔作戦なのだとしたら、女というものは末恐ろしい生き物だ。

			「あのですね、私がこの世界に落ちてきて、もう数ヶ月が経ちますよね」

			「そうだな。もう四ヶ月くらいか」

			「その間、私は何をしてきたんだろうって、ふと思ったんです」

			「そうか」

			　エトに言われて、俺も彼女との四ヶ月を思い返して──げんなりした。

			　……慌てた記憶と呆れた記憶しかない。思えば、非常に密度の高い四ヶ月だった。

			「それでエト、思い返したお前なりの感想が、『納得がいかない』なのか」

			「そう、そうなんですよ！」

			　こくこくとエトが頷く。

			「来た直後はそりゃ、不審者扱いされたりしましたけど、結局受け入れてもらって今居候みたいになっているじゃないですか」

			「居候……。まあ、そうだな」

			　居候というのは、だいぶ現状を柔らかく言った表現だと思うが、彼女がそうだと思っているのであればあえて否定する理由もない。少し罪悪感を感じながらも、俺は曖昧に同意した。

			「私、現状に甘えるのはやっぱりよくないと思うんです」

			「つまり？」

			「せめて衣食住分ぐらいは、ちゃんと働きたいです」

			「……その件は、以前にも言って却下されただろう」

			「でも！　やっぱり働きたいんです！」

			　譲るものか、という意志が滲む瞳で睨まれて、俺は苦い顔になる。エトが働きたいと言ったのは今に始まったことではない。奔放に見えて意外に義理堅い彼女は、どうやら無償で衣食住が保障されている今の生活が気持ち悪いのだそうだ。その気持ち自体は俺にも共感できるものであるし、殊勝な心がけだと思う。

			　だがこちらにも、はいどうぞと簡単には言えない事情があった。

			　彼女の能力を危険視した城の重鎮たちが、彼女に下した措置は『飼い殺し』。

			　つまり、他国に行かれては困るが、自国でも彼女の能力の使い道が決められず、暫定的な処置として彼女は城に軟禁されているのだ。

			　能力を使えば見張りの兵士など何人つけても意味をなさないため、能力が効かないグレイが監視役に付き、四六時中こうして見張っている。当初は投獄という案もあったのだが、彼女自身には何も罪がないのだから監禁はすべきではないという王太子フィルディナンドの恩情で、辛うじて城内での自由を許されている状態だ。

			　したがって、現状で彼女が例えば使用人の仕事を手伝うことは実質不可能だ。エトに比較的好意的な殿下あたりは賛成してくれるかもしれないが、上層部の総意として却下されることだろう。

			　どんなに彼女自身が他意はないと主張しても、何をしでかすか分からないエトに使用人の仕事を手伝ってもらうメリットはない。せめて、彼女にしかできない仕事でもあれば別だろうが、現状でそういう仕事もない。

			　彼女自身が、純粋な善意で「働きたい」と言っているのだろうことは、一番長く一緒にいる俺が一番よく分かっている。彼女は、突拍子もない行動をとることもあるが、根は真っ直ぐだし熱意もある。きっとどの仕事を任せても、きちんとやり遂げるだろう。だが、立場的に認めてやれない。

			　苦い思いを噛みしめながら、口を開いた、その時だった。

			「エト、だからそれは……」

			「そんな君に朗報だエト、はいこれプレゼント」

			「って……わぁああ!?」

			「うおっ!?」

			　突然響いた、怠そうな女の声。

			　同時に、俺たちの足元からまるでエトに襲い掛かるかの如く、勢いよく人間の手が生えた。俺たちの足元は土だ。もちろん、人間の手が生えるような場所ではない。
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			　あまりにグロテスクなその登場シーンに、隣でエトが泡を吹いていた。当然の反応である。

			　こんなことをやる人間は一人しか思い当たらないが、それにしたって悪趣味この上ない。

			「キーラ殿！」

			「はいはい、グレイ、あんまり怒らないでくれるかな。ちょっとしたお茶目だよお茶目」

			　思わず俺が非難の意を込めて叫ぶと、足元の土からまるですり抜けるように、小柄な女性が現れた。誰もが振り返るような蠱惑的な美貌を、ぼさぼさの髪と分厚い眼鏡、そして薄汚れた白衣で台無しにしている彼女は、いつもは眠そうに細めている瞳を珍しく楽しそうに輝かせてニンマリと笑っていた。

			「実はエトに是非プレゼントしたいものがあってね。完成した喜びに、思わず地下室から最短距離で来てしまった！」

			「だからって、地中から来ないでください！　あなたは、何のために通路があると思っているんですか！」

			「あれね。なんであるんだろうね」

			「何故あるのか、一度考えてみたらいかがですか」

			「あ、ごめん、考えても無駄なことは考えない主義だから」

			　彼女は確信犯の微笑みで首を傾げた。

			　そうだった、他人をからかうのが趣味のこの人には何を言っても無駄だ。

			「キ、キーラさんだったんですね。新手の怪物だと思いました」

			　衝撃から一拍遅れて正気に戻ったらしいエトが、慌てたようにキーラに挨拶して笑った。

			　いやエト、怪物であながち間違っていないかもしれないぞ。なにせ彼女の見た目は先々代の国王陛下の御代から変わっていないと聞いている。彼女自身にそれを聞くと電撃魔法を食らうので絶対に聞かないが。

			「やあエト、今日も可愛いね。今回はそんな君にプレゼントだ」

			　軽やかに笑いながら、キーラは右手を突き出した。先ほどはそれどころじゃなかったので気が付かなかったが、よく見れば彼女の手には青い石のペンダントが握られている。

			「……これは？」

			　首を傾げるエトに、キーラがニンマリと笑ったので思わず全身にぞわりと鳥肌が立った。

			　彼女がこう笑う時は、大体碌でもないことを考えている。

			「これはね、変身アイテムだよ」

			「変身、アイテム？」

			「そうそう」

			　彼女は笑う。とても楽しそうに。

			「エト、君をこの国の聖女にしてあげる」

			「……？」

			　キーラのその言葉の意味をはかりかね、俺は首をひねる。

			　エトにもどうやら通じなかったらしく、彼女も彼女で困惑したように「あ、ええと、聖女？」と口にした。

			「そう、聖女だよ聖女。エトは、この国で有名な聖女イヴは分かる？」

			「申し訳ないんですが、正直さっぱり……」

			「うんまあ、そうだと思った」

			　しかめ面をした彼女に、うんうんとキーラが頷く。

			「グレイ、お前は知ってるよね？」

			「まあ有名ですから……」

			「だよね。うん、エトにざっくりと説明よろしく」

			「俺がですか？　キーラ殿がやればいいのでは」

			「やだよ、面倒じゃん」

			　悪気など欠片もありませんという晴れやかな笑顔で、キーラは俺の言葉を一蹴した。そもそも、彼女はこういう女性だ。今更文句を言うのも無駄なので、諦めてため息交じりに俺は口を開く。

			「聖女イヴというのは、この国では誰でも知っているおとぎ話の中に出てくる登場人物だ。慈愛に満ちた美しい少女で、手を触れるだけでどんな怪我人でも一瞬で治したという」

			「なんですかその天使っぷり」

			「そして、その彼女の容姿は黒髪黒目だとされている」

			「黒髪、黒目……」

			　俺の言葉を聞くと、エトは視線を下げて自分の髪をしげしげと見た。

			　その表情は、どこか複雑そうだ。

			「ああそうだな、お前と同じ見た目だ」

			「今、やっとお城のご老人にやたらと握手を求められていた理由が分かりました……」

			「ご利益があると思われたんじゃないかなー」

			「撫で地蔵と同じ扱いだったのか……」

			　憮然とするエトを前に、はははとキーラが笑う。

			「それで、聖女イヴの話は分かりましたけど、それがその青い石と何の関係があるんですか？」

			「そうそう、よくぞ聞いてくれた。これは魔術団長である私が、この数ヶ月、仕事をボイコットし続けて作った傑作だよ！」

			「アンタ何してるんですか！」

			　さりげなく出てきた問題発言に鳥肌が立つ。

			　最近過労で寝込む魔術師が多いと思ったら原因はここか！　仕事しろ！

			「まあそう怒らないでよグレイ。これは、非常に偉大な発明なんだから」

			「……一見、普通の綺麗なペンダントですよね？」

			「でしょう？　でもね、これは君が身に着けた時、効果を発揮するんだ、よっ！」

			　そう言うと、キーラはエトに近づき、あっという間に右手一本でその首にペンダントをかけた。

			「わわ！」

			「なっ!?」

			　止める間もなかった早業に慌てた。しまった、完全に油断していた。護衛対象にこうも易々と近づかれては騎士の名折れだ。キーラがエトに害を与えるとは思いたくないが、絶対にそうではないとは言えない。

			「エト、大丈夫か！」

			　思わず焦って彼女に詰め寄る。

			　しかし、当人はいたって平然とした顔で首を傾げている。

			「……あの、何か変わりましたか、私」

			「うん、変わった変わった。大違い！」

			　キーラは再び頷くと、けらけらと快活に笑った。

			「これはね、エトの魔力を妨害するものだ。君の、怪物みたいな魔力をね」

			「妨害されるとどうなるんですか？」

			　エトはキーラの言葉を捉えかね、不思議そうに胸元にかかったそれをつついている。

			「エト、君は君が最初にその力を使った時のことを覚えてる？」

			「もちろんです！　そうそう忘れられませんよ、本当に怖かったんですから！　ねえグレイさん」

			「え、……そうだったか？」

			「なっ！　グレイさんは外野視点ですからあの怖さが分からないんです！　か弱い女の子の立場で考えてください、トラウマですよトラウマ」

			「そうは言われても、だな」

			　俺が答えかねて首を傾げると、エトが憤慨して食い下がる。エトは何度も当時の記憶を『怖かった』と評するが、残念ながら俺には共感することはできない。むしろ、瞬きをするような一瞬に起こったことを、よくもまあそこまで鮮明に覚えているものだと思う。

			「まあ、グレイには聞いても意味ないよ、グレイにはエトの能力が『効かない』んだもの、ねえ？」

			　キーラはこちらを見て、意味深にニヤリと笑った。しかし、俺には残念ながら意味を汲み取ることはできない。効かなかったことは事実だろうが。

			「ざっくり言うとね、君の魔力は桁外れすぎるんだ。治療するだけならもっと少なくていいわけ」

			「それはつまり、このペンダントで魔力を抑えれば……」

			「そう、あの力を普通に『治療』として使えるようになるよ」

			「……ほ、本当ですか！」

			「まあ、ここで長々説明するより、やってみた方が早いか。……おおい、そこの通りすがりの青年、ちょっとこっち来てー」

			「キ、キーラ様!?　今まで、どこにいらっしゃったのですか！　我々、キーラ様ご不在の間、不眠不休で職務に当たり、仲間のうちには幻覚を見るものも……！」

			「ああうん、分かった分かったから。そういうのはあとで聞くから。そこに立っててね、そうそう、そんな感じ」

			　キーラに呼ばれて駆け寄ってきた青年はどうやら魔術団員の一人だったようだ。目の隈は酷く、死体が服を着て歩いているような酷い顔をしているがキーラは全く気にしたような様子がない。

			　壮絶な顔の部下を前にしても罪悪感の欠片もない笑顔を浮かべる彼女に、心底俺の上司が彼女でなくてよかったと思う。

			　俺が部下だったら、とっくにこんな上司、斬っている。

			「私とグレイじゃ、ペンダントの効果が分からないでしょ？　ペンダントが上手く作用すれば、エトが能力を使っても彼は理性的な好青年のままだ」

			　その好青年を歩く死体のようにしたのはどこのどいつだ。

			「あの、一応お聞きしますが、もしもこのペンダントが失敗作だったら……」

			「まあその時は、ね」

			　キーラが楽しそうに笑顔でエトの肩を叩いた。

			「全力で、走って逃げるんだよエト」

			「ひぃいいい嫌です、やっぱり実験なんかしたくないです！　やめましょう！　中止です中止！」

			　ザアッと音を立てるようにエトの血の気が引いた。

			（……理性を失う、ね……）

			　俺にはよく分からないが、エトの魔力は本当にそんなに人を惑わすのだろうか。実際に目にしたことがないからかもしれないが、正直俺は今でも半信半疑だ。人間の精神というものが、そんなに惰弱であるとはどうしても思えなかった。

			「やめましょうって、せめて、せめてもう少し心の準備をしてからですね」

			「あ、もう遅いや、実はもう切ってあるんだ。じゃじゃーん」

			「うわああああキーラさん、腕！　腕!?」

			　中止してもらおうと慌てるエトだったが、そのくらいでキーラが止まるわけがなく。

			　何気ない自然さでキーラが服の袖を捲ると、なんとその左腕はざっくり切れ、だくだくと血を流している状態だった。

			　道理で左手をずっと背中に隠していると思ったら！

			　おい、誇らしげな顔をするんじゃない。白目をむいているエトと部下に今すぐ謝れ。

			「ということで、治してよエト」

			「もう、どうなっても私知りませんからね！　……グレイさん！」

			「あ、ああ、なんだ？」

			　既に半泣きの彼女が、突然キッと俺を睨む。

			「もし何かあったら、よろしくお願いします」

			「ああ、……わ、分かった」

			　迫力に押されて、思わず頷く。

			　何をどうよろしくすればいいのか分かっていないが、まあなるようになるだろう。

			「では……、行きます！」

			「あー、ちょっと待った」

			「え？」

			　腕まくりをして右手を振り上げた彼女に、突然ストップがかかる。きょとんとするエトを尻目に、キーラはこちらを向いて……俺がどうかしたのだろうか。

			「グレイ、お前そこに立っていて大丈夫？」

			「すみません、どういう意味か、分かりかねるのですが」

			「ん、ああやっぱりいいや、もし……になっても、それはそれで。うん、やっぱり何でもない」

			　そう言って、キーラは胡散臭い笑顔を浮かべる。

			　待て、今ぼそっと「もしグレイが廃人になっても」とか聞こえたのだが気のせいだろうか。

			「改めまして。……せーの！」

			　エトが勇ましい掛け声の割にはそっとキーラの傷に触れ、目を閉じた。

			　彼女の身体がキーラに触れた場所から、ポウッと柔らかい青い光が零れ出す。

			　これは前回見られなかった光景だ。青い光に包まれるエトはどこか神秘的で、光に照らされる横顔が素直に綺麗だと思った。

			（……こうしていると確かに『聖女様』だな）

			　いつも生意気ばかり言う彼女が、急に遠い人間になったようだった。光に包まれたキーラの腕が見る見るうちに元の綺麗な肌を取り戻していくのが見える。

			　無詠唱でここまでの速度で傷を治す人間は、城の治療師の中にもまずいない。彼女だけにもたらされたこの才能が、この国に今後一体何を招くことになるのかと思うと少し恐ろしかった。

			　監視役の俺が願うのも変な話だが、彼女は自由に羽ばたいているのが一番よく似合う。

			　だからどうか、彼女の未来がそうあってほしいと、……あ、光の玉が俺にも触れ、

			


			「…………はっ!?」

			


			　正常な思考はそこまでだった。

			　頭をガツンと殴られた衝撃。体中の皮膚という皮膚から何かが染み込んでいくような、世界の全てに浸食されているような感覚で全身に鳥肌が立つ。心臓が馬鹿みたいにどくどくと音を立て血を送っているのが分かる。しかしそれでも酸素が足りない。呼吸ができない。どうしてここはこんなに空気が薄いのか。

			　はっ、はっ、と引き攣れたような呼吸をしている自分を、どこか他人事のように感じていた。体内に虫がいて、一気にうごめいているような気持ち悪さ。居ても立っても居られないのに、金縛りにあったように体中がピクリとも動かない。今がいつで、ここがどこで、俺はなぜここにいるのか、靄がかかったように思い出せない。思い出せないことに焦ったことすら、次の瞬間には意識の隅に追いやられた。

			　青い光に触れては駄目だ、正気が保てない、逃げなくては、でもどこに。いや、……そもそも正気など保つ必要があるのだろうか。脳を、心を、理性を嘲笑い冒涜するような暴力的なこの淡い光がもっとほしい。

			　ほしい、もっと、もっとほしい。

			　──もっと、どうか、

			「──さん？　……グレイさん、どうしたんですか？」

			「……っ」

			　エトの声が聞こえて、ハッと我に返った。

			　霞んでいた周囲の風景が、途端に鮮明に飛び込んでくる。一気に空気が身体に入ってきて、頭がガンガンと痛んだ。

			「ああ、すまない……少し、ぼうっとしていたようで……」

			　混乱する頭で、どうにか現状の把握を試みる。何かを企むような微笑みを浮かべたキーラと、その隣でぼんやりしている青年、そして心配そうな顔で俺を覗き込んでいる、エト。

			　ああ、そうか、中庭でエトがキーラの治療をしたところか……。

			　いまだに全身の肌がざわざわする。

			　今のは、一体、なんだったのだろう。

			　両手が恐ろしいほどに汗ばんでいるのを、今更自覚した。

			「グレイさん、あの大丈夫ですか？」

			　エトがそっと、俺の肩に手を置いた。

			　その途端。

			「っ!?」

			　走った衝撃に思わずビクッと肩を揺らしたあと、慌ててエトから飛びのいた。な、なんだ今の!?　エトが唖然とした顔をしているが、俺だって似たような顔をしているだろう。

			　待て待て待て、なんで、なんで今ゾクゾクした!?　快楽を感じる要素がどこにある！

			　だが、今感じたのは明らかに『快楽』だ。その証拠に、僅か一瞬で俺の下半身が反応している。明け透けに言えば、勃たった。しかも生半可な状態ではない。自分の下半身に、いっそお前は誰だと問いたい。お前、今までそのポテンシャルどこに隠していた。もはや服が擦れるのすら辛い。

			　飛びのいたままの腰が引けた姿勢から、全く起き上がれない状況だ。喘がなかったのが奇跡だ。

			「…………だ、大丈夫ですか？」

			　エトが、訳が分からないという顔で俺に手を伸ばしてくる。

			　やめろ、やめてくれ、俺に触るな。放っといてくれ！

			　声にならない俺の叫びも空しく、彼女の柔らかい小さな手が、冷や汗にまみれた俺の額に触れた。

			「〇×※▽◇!?」

			　あああああ駄目だ、駄目だイく。脳味噌が焼き切れるくらい気持ちがいい。
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			　柔らかい。ああ、女の手ってこんなに柔らかいのか。

			　ひたりと触れた肌が発狂しそうなくらい心地いい。舐めてもいいだろうか。指の一本一本に至るまで、こころゆくまでしゃぶりたい。全財産はたいてもいいから、その手で俺の全身を撫でまわしてもらえないだろうか。奴隷と呼んでくれて構わない。むしろこちらから願いたい。

			「エ、……エト……」

			「は、はい？」

			　喘ぎそうなのを必死で押し殺して『その手を舐めさせてください』と伝えるべく、俺は苦悶の表情で顔を上げた。しかし、そこで視界に入ってきたキーラの姿に硬直する。

			　エトの死角で、愉悦に満ちた笑みを我慢しきれていないキーラの姿。

			　その肩は爆笑をこらえるように、小刻みに震えている。

			　お前、……確信犯かふざけるなこの鬼ッ！　悪魔！

			　これが見たくて彼女はせっせとペンダントを作成したのだと直感した。

			　もう国の重鎮だろうが構うものか。殺す。百回くらい殺す。

			「キーラ！　お前、この……！」

			　殴り掛かろうと上体を起こすと、途端に全身に走る激痛。

			　くそっ、駄目だ下半身が二進も三進もいかない。情けなさに、思わず泣きそうだ。

			「ど、どうしたんですか？　グレイさん、顔色酷いことになってますよ、赤黒いですよ!?」

			　指摘しないでくれ、薄々気が付いている。

			「グレイ、目上に呼び捨てはよくないね。キーラ、殿、だろう」

			　震える声でキーラがそんなことをのたまった。身分とか全く気にしていない奴が今更とってつけたように何を言うか。分かっている、お前の声が震えているのは爆笑を堪えているからだとバレているんだからな！

			（……クソッ！）

			　危なかった。あと一歩で、エトに奴隷にしてくれと懇願するところだった。ただ、頭は正気に戻ったが、身体は残念ながらもう少しかかりそうだ。

			「グレイさん、あの……体調、悪いんですか？」

			　エトが首を傾げる。心配そうなその顔に、罪悪感がドッと俺の両肩にのしかかってきた。すまない、理性を飛ばして馬鹿なことを考えて本当に申し訳ない。お前の能力を侮っていたと、素直に認めよう。認めるから、頼むから放っといてくれないだろうか。

			「いや、なんかね、たぶん朝の食事に食あたり起こしたんだろう。ねえ、グレイ？　そうだよね」

			　男の矜持丸つぶれの危機に救いの手を差し伸べたのは、まさかのキーラだった。肩が震えているのはもうこの際、許す。それだ！　よく言った！

			「あ、ああ実はそうなんだ、突然の腹痛がな、そう、腹痛が酷くて」

			　しどろもどろになりながら、前屈姿勢のまま後退する。

			「え！　それは大変ですね！　……あの、もしよかったら私の力で治せるかも」

			「大丈夫だ、気にするな、俺に構うな」

			　やめてくれ、殺す気か。

			「あー、グレイ。ごほん、…………厠かわやは、あっち」

			　楽しすぎて仕方がないという顔をして、キーラが城内の廊下を指差す。くそ、いつか絶対この報復はしてみせるからな！　だが正直助かった！

			　そして俺はエトへの言い訳もそこそこに、脱兎のごとく厠に逃げ込んだ。

			


			＊＊＊

			


			「やあ、少しはショックから立ち直った？」

			「……キーラ、殿」

			　短くはない時間ののち、中庭に戻った俺を出迎えたのはキーラ一人だった。

			　エトの姿がない。

			「先ほどは、失礼しました。……エトは、どこに」

			「彼女なら、グレイが体調戻るまで大人しくしてるって、自主的に部屋に籠っているよ」

			「そう、ですか」

			　彼女に気を遣わせてしまったと、苦々しく思う。しかし、それが今はありがたかった。正直、どんな顔をして彼女に会えばいいのか分からない。

			「彼女、きっといい治療師になるよ」

			　突拍子もなく、キーラがそんなことを言う。しかし、その言葉はすとんと違和感なく心の中に落ちてきた。ああ、やっぱりなと思う。

			「聖女様にする、というのは、やはりそういう意味だったんですね」

			「まあね。まあもちろん、この城一番の朴念仁が発狂する顔が見たかったというのもあるけど、あのペンダントは純粋に彼女への贈り物だよ」

			　薄汚れた白衣をはためかせながら、魔術団長は笑う。

			「アレがあれば、彼女は治療師として生きていける」

			「……しかし、あの副作用が消えない限り、とてもまともな治療師として働けるとは思いません」

			「あのね、あんなに顕著に反応するのはお前くらいだよ。その証拠に、私の部下は多少ぼんやりするくらいで理性を失ってはいなかったでしょう？」

			「そう、ですか。それなら、いいのではないですか。治療師として働けるなら彼女も喜ぶでしょう」

			「そうだね。それで、お前はどうする気なのグレイ」

			「俺、ですか？」

			　キーラが、何もかもお見通しだとでも言うような瞳でこちらを見つめてくる。

			「護衛。──辞めるつもりでしょう？」

			「…………」

			　俺は何も言わなかった。何も言わないのは、すなわち肯定だ。

			「俺が、彼女の護衛を任されていたのは、俺が彼女の魔力が効かない人間だから、──いや、効かない人間だと思われていたからです。それが間違いであったと分かった今、俺は彼女の監視役にはなれません」

			「陛下に、全部話す気なんだ」

			「はい。それで終わりです。俺は護衛の任から降ろされます」

			　出来る限り冷静に告げると、キーラは普段の眠そうな顔に戻っていた。つまらなそうな顔は、彼女の標準の表情であるにもかかわらず、責められているように思い気まずさを感じる。

			「そうすれば、新しい護衛が彼女につくだろうね」

			「それが誰であれ、俺よりはマシです。少なくとも、魅了されたりはしない」

			「あのペンダントの魔力妨害なんて、可愛いもんだよ。あの娘が本気で魔力を使ったら、あれくらい余裕で超えてくる。そうしたら、誰が護衛に付いたって同じことだよ」

			「……それでも。俺では駄目です。いつか、魔力に負けて彼女を襲ってしまう」

			「ふうん。……まあ、お前がそれで納得するならそれでいいけど」

			　キーラは腕を組みながら、中庭の壁にもたれる。

			　そして至極どうでもよさそうな声音で、俺に告げた。

			


			「で、お前は誰にエトを犯させるの」

			


			　一瞬、何を言われたのか分からず思考が停止する。

			　犯させる。誰が、誰に、……誰、を？

			「……え？」

			「護衛を交代するんでしょう？」

			「そ、それが今の発言と何の関係があるんですか。彼女をお、犯すとか、一体何を言って……」

			「あの魔力は男を狂わせる。治療師として働く彼女の傍にいる限り、誰だっていつか理性が崩れて彼女を滅茶苦茶に犯す日が来るよ。たとえ、彼女が泣いて嫌がってもね」

			「………」

			「さっきので、お前も心底痛感したくせに」

			　呆然とする俺に、キーラは笑顔で言葉を吐いた。

			「で、誰にエトを犯やらせる気なの」

			　頭が真っ白になる。そんな馬鹿げた選択、できるわけがない。

			「そんな、俺は………俺に、次の護衛の決定権はそもそもないわけで」

			「エトを一番知っているのはお前なんだから、お前が決めればいい。陛下には私から伝えておくよ」

			「………」

			　言葉が出なかった。そんなこと、考えたこともなかった。

			「お前と仲がいいジークにする？　それとも、若手のジェイミーにする？　妻子持ちだけどヘンリも悪くないかもね。女に慣れている分、エトも痛くなくていいかもしれない」

			　キーラの声に、思わず脳裏に映像が浮かび上がる。

			　ジークが、ジェイミーが、ヘンリが、嫌がる彼女を押さえつけて陵辱する。どんなにエトが泣き喚いても、彼らの耳には届かない。先ほどのグレイ自身のように恍惚とした表情で、快楽を感じるためだけに彼女を犯し尽くすだろう。

			　浅ましく腰を振る男の両手に強く腰を鷲掴みにされて、泣き喘ぎながら無残に揺すぶられる彼女と、脳裏で目が合った気がした。その哀れな姿に、「グレイさん！」と自分を呼ぶ笑顔のエトが重なる。──心臓が、握りつぶされたように痛い。

			「お、男が皆そうなるとは限らないでしょう！」

			「そうだね、お前みたいに『彼女を無理に犯すことは悪だ』と自分を律することができる男も、いるかもしれないね」

			「そうだ、そういう人間に彼女を任せればいい！」

			「そう。なら教えてよ、誰がその男？」

			　何気なく聞いてくるキーラに、言葉が返せない。知っている人間の顔が脳裏を駆け巡り、あれも駄目、これも駄目だと消えていった。数ヶ月しか共に居なくても、自分を鳥の雛のように追いかけてくる彼女を自分は好ましく思っている。そんな彼女を生半可な男に滅茶苦茶にされるなんて、考えただけで吐きそうだ。

			「ねえ誰。教えてよグレイ」

			「それ、は、その……、そうだ、彼女がそもそも治療師として働かなければ」

			「無理だよ。遅かれ早かれ、いつかはこうなったよ」

			「だけど、それなら……一体、どうすれば……」

			「誰も思いつかないって？」

			「…………」

			「誰も思いつかないなら、いい案がある」

			「いい案、とは……」

			「簡単なことだよ。──お前が、このまま黙って護衛すればいい」

			　言われたことを一瞬遅れて理解して、俺は唖然とキーラを見つめた。

			　彼女は俺に、陛下を裏切れというのか。

			　黙っているのは陛下に嘘をついているのも同じだ。

			「ふ、ふざけるな！　俺はこの国の騎士だ、陛下に背くようなことはしない！」

			「背いているってことはないんじゃない。どうせ、グレイが真実を告げたところで、お前の他に適任はいないんだし。下手に言って護衛が交代になった時、彼女をズタボロに犯され尽くしてから後悔しても知らないよ」

			「し、しかし陛下が……」

			「陛下ならたぶんもう気が付いてるよ」

			「え……」

			　どういうことだと視線で問うと、キーラはニッコリと笑った。

			「随分前から、国王陛下はお前があの時気絶しただけだって気が付いていると思うよ。あの人、結構鋭いからさ。ただそれを大臣とか他の上層部が知ったら、誰も監視できないならエトを投獄して見張れって話になるから、黙っているだけ」

			「それなら、つまり………」

			「別に今日のことをグレイが言っても言わなくても、陛下ご自身の判断は変わらないってこと」

			「…………」

			「踏ん切りついた？」

			　俺は何も言えなかった。

			　心のどこかで、キーラの言葉を詭き弁べんだと感じている。だが、たとえそれが詭弁だとしても、全てが嘘なわけではない。要は、俺が自分の理性を守り通せばそれでいいのだ。そうすれば、少なくとも彼女自身の貞操は守ることができる。

			　あとは俺が『監視役』としては使い物にならなくなる可能性だが、そちらはエトに怪しい様子が見られてから考慮するのでも、よいのではないだろうか。現状、彼女がこの国に害を為そうとする様子は全くない。

			　どうせ、便宜上の監視だ。だったら、別に、このままでも。

			「……キーラ、殿。一つ頼みがあります」

			「ん、何かな」

			「俺に彼女の魔力が効いていることを、彼女には黙っていてもらえませんか」

			「別にいいけど、どうしてか聞いても？」

			「エトは、一番最初に魔力を使った時のことを怖がっています。俺に懐くのも、俺があの場で唯一彼女に襲い掛からなかった男だからです」

			「……それだけじゃないと思うけどね。まあ、いいよ了解した。黙っててあげる」

			「感謝、します」

			「ははは、これからのお前の気苦労を思うと、多少のことなら協力してやろうって気になるよ」

			　満面の笑みになり、彼女は言った。

			「いやはや、明日から毎日最高の娯楽が見られそうで、正直私は楽しくて仕方ない！　頑張ってペンダント作ってよかったなあ！」

			


			　──やっぱり、お前そっちが本心か！

		

	










			夏樹の章　彼女と女狐物語

			


			　勝負はほんの一瞬のこと。

			　身を包む激しい閃光が消え去った時、──その場に立っていたのは、夏樹一人だった。

			「…………」

			　ぽかんと、一人立ち尽くす。

			　見渡す限り、倒れ伏した人々の姿。自分がやったことだと理解はしているが、頭が追い付いていかない。先ほどまで夏樹の腕をひねりあげていた男が、足元で泡を吹いて気絶している。他のゴロツキたちも、剣を抜きかけたまま、まるでこちらに駆け寄ってこようとしていたような姿で村のあちこちに倒れていた。

			　そのほとんどの人間がピクリとも動かず、一部は涎をたらして痙攣している者もいたが、夏樹が見ている間にバタリと力尽きたように動かなくなった。

			「し、………」

			　死んだ。

			　え、いやいや嘘だ、死んだとかやめてくれ。

			　私もしかして、とんでもないことをしてしまったのでは。

			「ちょ、ちょっと待ってください、まだ犯罪者にはなりたくない！」

			　やっつけたいとは願ったが、殺す気はなかった。

			　過剰防衛という単語が脳裏をよぎる。なんとか正当防衛の範囲で収まらないだろうか。

			　──いや無理か。全滅だしな。盗賊団、全滅させちゃったしな。

			　恐る恐る夏樹は足元のゴロツキの首に触れる。

			　もしこれで脈がなかったら、食料だけ持ち出して村から走って逃げる所存だ。

			「あ。よかった、脈ある」

			　幸いにも脈はしっかりしているようだ。むしろバクバクと尋常ではないほどの拍動を感じる。逆に彼の心臓はもつのだろうかと少し心配になる勢いだ。いや別にこの腐れ外道がどうなったところで構わないのだが。

			「う、うぅ…………」

			「ぎゃぁああ起きた！」

			　触っていたゴロツキが呻いたのに驚いて、思わず夏樹は拳を叩きこんだ。運悪くこめかみに直撃したそれに、ゴロツキは再び地に沈む。今度こそピクリともしなくなった。

			「…………」

			　──おかしい、私、現代を生きる女子高生だったはずなのに。

			　娘がこんな戦闘力を身につけたと知ったら、両親にまた『嫁の貰い手が』と泣かれてしまう。それもこれも、年中騎士団の荒事を傍で見ていたからだと信じたい。いつの間にか、か弱い女の子だと自称できなくなりつつある。

			「まあいいや、縛ろう。なにか、何か縄か何かで、うん」

			　夏樹は目を逸らしたい現実から積極的に目を逸らすことにした。嫌なことは考えないのが一番だ。

			　きょろきょろと見渡すと、ゴロツキたちが一部の村人を縛っていたロープが落ちているのが見えたので、拾って手当たり次第に視界に入るゴロツキを縛っていく。途中、巻き添えを食らって気絶している村人たちの様子も確認したが、幸いなことに見渡す限りでは全員無事だ。心臓がショックで止まったご老人などがいなくて、本当によかった。

			　広場から離れた場所も覗いてみたが、村人たちの家の中でことごとく盗賊たちは気絶していた。

			「ぜ、全滅かあ………」

			　薄々分かっていたが、突きつけられた現実に途方に暮れる。いよいよ本当に、この村で意識があるのは夏樹一人だ。先ほどまでの喧噪が嘘のように、村の中はシーンと静まり返っている。

			（昔の効果範囲は半径十メートルくらいだったのにな）

			　村の半径はざっと百メートルはある。

			　少し範囲も広がっているだろうと期待して能力を発揮したのだが、まさかここまでとは思わなかった。自分が人間兵器になってしまったようで、ちょっと悲しい。グレイさんには黙っていようと思う。これ以上彼に「お前ってやつは……」と呆れられるのはごめんだ。

			　やるせなさに凹みつつ、ひたすら盗賊たちを縛って村の中央まで転がすという単純作業を繰り返した。ゴロツキの最後の一人を大玉転がしの要領で転がして村の中心に集めると、夏樹はふうと一息つく。

			「ま、まあこれで、とりあえず、危機は脱したかな」

			　一部、大量の鼻血をふいている奴もいるが、ほぼ無血での事件解決だ。完璧と言っていい。作戦成功、おめでとう自分！

			　もし一人でも気絶させきれていなかったらと思うと恐ろしい。その場合は、理性を失った性欲オバケたちと村中楽しい追いかけっこをする羽目になるところだった。訪れなかった未来に、今更ながら背筋を冷や汗が流れる。安堵と恐怖で涙が出そうだ。

			「くっ、……ああ、あれ、私は一体……」

			「おじさん！」

			　その時、倒れた村人たちの中にも動く人影。

			　牛追いのおじさんが身体を起こし、頭をはっきりさせようとするかのように首を振る。その隣では息子のケインくんが安らかに気絶したままだ。

			「大丈夫ですか？」

			「ああ、エトちゃん……これは、どういう……」

			「大丈夫です、もう危機は去りました。皆、やっつけましたから」

			「まさか、君が、かい……？」

			「はい！」

			　弱々しい笑みとともに「すごいな」と言ってくれるおじさんに、思わず涙腺が緩む。この人たちを助けることができて、本当によかった。達成感と喜びに、夏樹も思わず頬が緩む。

			「エトちゃんはこの村の、救世主だね……」

			「いやあそれほどでもないですよ」

			　救世主と呼ばれて思わずにやけてしまった。嫌だな、褒めても何も出ませんよおじさん。

			　にやにやと頭をかく夏樹を見つめながら、彼は笑顔で口を開いた。

			「……実は、そんなエトちゃんにもう一人紹介したい息子がね」

			「チェストォオオオオ！」

			　おもむろにズボンに手をかけたおじさんの首筋に、夏樹は条件反射の手刀を放った。

			　ゴロツキ同様再び地に沈んだ彼を見下ろし、恐怖にガタガタと膝が震える。

			　──ズボン脱ごうとした！　今この人、ズボン脱ぐ気満々でしたよ！

			　馬鹿やろう、今凄い感動的な場面だったじゃないか！

			　おじさんの息子はケイン君一人だ。股間にいらっしゃるもう一人とは生涯お会いしたくない。

			（まさか、つまり、これは……）

			　やっと理解した事実に、足がすくむ。

			　考えてみれば当然のことだった。

			　今まで村人対盗賊だった勢力図が、夏樹対全員になったのだ。

			


			　──今この村の中は、見渡す限り、敵だ。

			


			「うう……」「グッ……」と村人たちからの呻き声が聞こえて夏樹は飛び上がった。ゆっくり起き上がろうとする彼らの姿は、現代で観たゾンビ映画のワンシーンにしか見えない。

			（ひぃいいいい！）

			　怖い。もう駄目だ怖すぎる。全身の鳥肌が大変なことになっている。──もう、こうなったら、やれることは一つだ。

			　夏樹は恐怖にガタガタと震えながら、手に持った縄を強く握りしめた。

			


			＊＊＊

			


			「ううう、ごめんなさいごめんなさい……」

			　意識が朦朧としているらしい青年を背後から縛り上げながら、夏樹は涙ながらに謝罪した。

			　彼で最後だ。いまや村中のありとあらゆる人間が夏樹によって縛られ芋虫のように転がされている。もはや誰が侵略者だか分かったものではない。

			　せめて魔法が効いていないはずの犬のブルーメだけでも目を覚ませば気分もマシだが、生憎ブルーメはいまだに目を回したままだ。今はそっと村の片隅に寝かせてある。

			「さて、勢いで全員縛っちゃったけど、ここからどうしよう……」

			　悲しいことに手慣れてきた縄の結び目を作りつつ、夏樹は途方に暮れる。リミッターなしで放った魔力の効果は絶大だったらしく、これだけ時間が経っても誰も正気に戻らない。たまに意識を取り戻してはうわ言を言ったり、ひたすら夏樹をじっと見てハアハアしていたりするだけだ。

			　──まさかこんな惨劇になるとは。まったく誰のせいだ。いや私なのですけれども。

			「……うぐくううう」

			「わああ暴れないで、暴れないでください！」

			　ずっとぼんやりしていた青年が突然暴れ出し、夏樹は全体重をかけて押さえ込んだ。

			　しかし、どんなに強大な力を持っていようが夏樹は若干十九歳の小娘。男の力に正攻法では敵うわけがない。泣く泣く腹を決めた。

			「すみません失礼します！　あとで土下座して謝りますから！」

			「ぐぁ、くっ！」

			「すみませんすみません！」

			　後ろ側から蹴り飛ばさせていただいた。ナニを。

			　絶体絶命の時でも絶対にやるなと青い顔で騎士団の皆様に言いつけられていた荒業だ。

			　効果は絶大で、青年は泡を吹いて気絶する。申し訳ない、本当に申し訳ない。あああ、ついにやってしまった。これはグレイさんに怒られる。

			　夏樹が憂鬱な気分でため息をついたその時、静かだった村に突然怒声が響き渡った。

			「おい、そこのお前、一体何してやがる！」

			「ひゃぁああ！」

			　瀕死の青年を縛り上げていた格好のまま、夏樹は驚愕に飛び上がった。慌てて振り返り、見えたものに絶望する。

			　大きな馬に乗った筋肉質の男が、馬上から夏樹を見下ろしていた。

			（い、生き残り！）

			　なんてこった、一人生き延びていたのか。全員とどめは刺したつもりだった。

			　彼の目は酷く冷酷だ。逆らえば殺すと、そう告げているようだった。

			「こいつらがアジトに戻ってきやがらねえから迎えに来てやったら、てめえ……ここで一体何があった」

			　ギロリと鋭い瞳で睨みつけられて、夏樹は完全に委縮した。

			　これは不味い。こいつは生き残りではない。恐らくアジトから来た援軍だ。

			　まだ仲間がいたなんて聞いてない！　仲良く全員で襲いに来てくれ！

			「え、ええと」

			　停止しそうな思考を必死に動かし、考える。

			　もう一撃食らわせて、馬上の彼も叩きのめすことも考えたが、現状では非常に困難だ。

			　夏樹が力を使うには、素肌に触れなくてはならない。しかし、相手は夏樹を殺すのに馬を降りる必要はない。馬の上からその背に背負っている剣を振り下ろせばそれで終わりだ。完全にこの勝負は夏樹に分が悪い。

			「何故イザークたちが叩きのめされていやがる。答えろ、女ァ！」

			　一触即発、下手に答えれば殺される。

			　ごくりと唾を飲み込み、夏樹は覚悟を決めた。

			　こうなれば自や棄けだ。なるようになれ！

			　夏樹はグッと腹に力を込めると、自分が出せる最も低い声を出す。

			「こ、こいつらがイザークの兄貴を縛り上げやがったんでさぁ！　だから、村人の奴らをオイラがとっちめたところでして」

			　へっへっへ、と思いつく限りの最高の悪人顔をして夏樹は笑った。

			（私は女優。私は今、女優になる……！）

			　ここまできたら、もうなるようになれ。生存確率が少しでも高い道を貪欲に突き進むのみだ。もう何でもいい、一瞬でも油断を誘えば、そして馬から男を下ろすことができれば、それでいい。『実は私もここの村人で、イザークさんは私がやりました、てへ』なんて言えばきっと即死だ。

			　どんなに無茶苦茶な大ぼらも、自信満々に言えば相手は困惑するはず。

			　その隙を見て、もう一撃食らわせる。

			　──完璧な作戦だ！

			　というか、もうこれしか生き残る道が思いつかない。

			「てめえが、やったってぇのか」

			「そうですぜ、とっちめてやりました！　このっ、この村人風情が！」

			「ぐ、うぐぐぐぐ……」

			　少しでも信憑性を深めようと、夏樹は足元の青年をオラオラと踏みつける。まさに踏んだり蹴ったり。鬼の所業である。ひぃいいごめんなさいあとで本当に土下座します許してください！

			「てめえ、何者だ？」

			「イザークの兄貴に惚れこんでこの度舎弟の一人になりました、エトと申しやす、へえ」

			「……その話、この剣に向かっても言えんのかオラァ！」

			　男は瞳を苛烈な怒りに染め、スラリと背の大剣を抜き放った。大剣はところどころ刃こぼれを起こしており、うっすらと血のような染みが付いていた。男の服も泥に汚れ、擦り切れている。

			（王都の皆とは全然違う……）

			　同じ大男でも、騎士団の人たちはもっと剣の手入れもしていたし服装だってきちんとしていた。

			　武人としてのプライドも高潔さも全く感じない姿に嫌悪感が沸き上がる。しかし、それでも恐怖は拭えなかった。迫力が、今までの敵とは段違いに違う。

			　怖い、怖いですグレイさん助けてください。こいつ絶対もう既に何人か殺しています。

			「な、何度だって言えまさぁ！　オイラ、イザークさんの、アンタたちの仲間だ！」

			「へぇ、そうかよ」

			　震えそうな声を必死で抑え、夏樹は胸を張った。

			　──さあ、もっと興味を持て！　そして馬から降りてくれ！

			　男が残忍な顔でニヤリと笑い、大剣を鞘に戻した。

			「その言葉、信じてやらぁ。その目、嘘をついている奴の目じゃねぇ」

			　嘘をついている奴の目です。

			　ニヤリと笑う彼に、夏樹もニヤリと悪人らしい笑みで返した。内心で唖然としているのは秘密だ。

			　まさか上手くいくとは思わなかった懐柔作戦、どうやら上手くいったらしい。

			　私、実はすごいのではないだろうか。治療師をクビになったら女優になろう。

			「そうか、それなら、…………聞いたなてめえら、確保だ！」

			「そう、確保だ！　……………えっ？」

			　男が声を張り上げると、村中の家の陰という陰から、突然わあっと大量の人間が押し寄せてきた。銀色の甲冑に、赤い額当て。見慣れたその姿。

			　──見まごうことない、この国の一般兵士の格好だ。

			「隊長！　これを！」

			「ああ、すまねぇ」

			　兵士の一人が飛び出してきて、恭しく馬上の男に大きな剣を捧げる。

			　男は今まで担いでいた大剣をあっさり外して放り投げると、受け取った剣を改めて背負った。先ほどの剣とは明らかに違う、手入れされた美しい意匠──騎士の剣。

			「ま、待て待て待って、ちょっと待ってくださいよ！」

			「イザーク盗賊団、全員一人残らず、連れていけ！　この女もグルだ！」

			「違います、違うんです、もう一度全部ちゃんと最初から話しますから話を聞いてください」

			「普通の村人みてえな服装しやがって、とんだ女狐だな！」

			　普通の村人だよ！

			「違いますって、違うんですってば！　私は被害者です！」

			「ならなんで村人ふんじばって蹴り飛ばしていやがった、説明してみろ！」

			「正当防衛です、私は悪くありません！　私はか弱い村娘です！」

			「馬鹿言え！　俺は見てたんだ！　か弱い村娘が男をふんじばってタマぁ蹴り飛ばすワケねぇだろうが！　この鬼女！　男の敵！」

			「そんな理不尽な！」

			　やけに感情がこもった怒声を浴びせられた。彼も過去に同じ目にあったことがあるのかもしれない。だけど、だからって八つ当たりはよくない。私は無実の村人だ。

			　というか、そもそもそっちが最初から王国側だって名乗っていたら正直に事情話しましたよ！

			「話はのちほど、牢で聞いてやる。……連れていけ！」

			「待ってください、私、実はお城側の人間で……」

			「来い女狐！」

			「うるさいぞ女狐！」

			「詐欺だ！」

			


			　そして夏樹は、抵抗空しく兵士の皆様にイザーク盗賊団の女狐として連行されることになった。

			　のちに彼女は当時を振り返り、『才能の使いどころを間違えた』と語る。

		

	

			グレイの章　騎士ジークと不憫な友人

			


			タルテリア暦　一四五六年　異世界生活　四百十一日目

			


			「……ああ、すまない。これと同じものをもう一杯」

			「はーい、今行きます！」

			「あれ、お前もうそれ飲んだの？　結構強いやつだろ、それ」

			「そうか。いつもと変わらない気がしたが……ああ、これを頼む」

			「分かりました、少々お待ちくださいね」

			　自分の同僚が空の杯を店員に渡すのを、ジークは自分の酒を片手に横目で眺めていた。

			　──酒に誘ったのは自分なのに、気が付けばこいつの方が真っ赤ってどういうことだよ。

			　ジークの隣にいるのは、短い黒髪に赤みがかったこげ茶色の瞳が印象的な若い男。同じ年、そしてほとんどジークと同じ経歴を持つ彼は、その名をグレイ=ランバートという。

			　あいてしまった手をぼんやりと握ったり開いたりしている彼は、珍しく少し眠たげに伏せていた。どうやら相当、酒が回っているらしい。常日頃はもう少しキリッとした表情をしているのが、今は心ここにあらずといった風情だった。

			「おい、俺の失恋を慰めるはずの場でお前が酔いつぶれるとか、勘弁だからな」

			「馬鹿言え、これくらいでつぶれるか」

			「真っ赤な顔で言われても説得力ねぇなあ……」

			「うるさい。それに、いつからこれはお前の失恋を慰める会になったんだ」

			「あれ、言ってなかったか？　今日、実は花屋のカレンちゃんに振られた」

			「まて、この間聞いた時は宿屋の美人にアプローチしているって話じゃなかったか」

			「相変わらず情報が遅いな、グレイ。そりゃあ、二週間も前の話だろ？」

			「……お前の恋愛話ほど、聞くだけ無駄な話もないな」

			　グレイに呆れた視線を向けられたので、満面の笑みで返してやった。暗に『羨ましいだろ、初物男』とからかいを視線に混ぜると、彼は途端にムッとした顔で届いたばかりの新しい酒をぐいと煽った。杯の半分が一気に空になる。

			　──ああ、こりゃまた聖女様がらみで何かあったな。

			　やたらと杯を進めるペースが速い彼の姿に普段と違うものを感じてジークは内心苦笑した。

			　グレイは、普段そこまで酒を飲まない男だ。

			　飲めないわけではないし、騎士同士の打ち上げのような飲みの場も嫌いではないらしいが、翌日の鍛錬に影響させる量は意識的にセーブする癖がある。どこまで行っても、この男は剣を振ることが好きなのだ。鍛錬馬鹿もここまで極まると才能だ。

			　その彼が、珍しく飲んでいる。……いや、珍しくではない。最近では割とよく見る姿だ。

			（今度は一体、何を抱え込んだんだかね）

			　馬鹿正直というか、トラブルに愛されているというか。

			　ジークと同じ時期に入団し、ジークと同じような道を共に歩いてきた相手だが、とにかくグレイという男は厄介ごとを呼び込みやすい。しかも引き起こすのではなく、巻き込まれるのだ。『エトの護衛』なんて、その最たるものだろう。

			　世間ではグレイが聖女様の護衛に任命されたことを『幸運』とか『当然の実力』とか言われているらしいが、ジークはそうは思っていなかった。

			　なにせ、周囲には完璧に勘違いされているらしいが、この友人はなんとこの年でまだ清らかな童貞野郎なのである。しかも、ベロベロに酔って「やっぱりだな、最初は特に、好きな女としたいよな」とか言ってしまうくせに初恋の一つもできないような純情こじらせた一級品のムッツリ野郎なのだ。救いようがない。

			　そんな彼が聖女様の護衛役とは、流石のジークでも同情を禁じ得なかった。

			　聖女様の能力に、おまけで凶悪な催淫作用があるのは兵士の中ではよく知られた話だ。

			「あー、その、なに。聖女サマ、元気？」

			「エトなら元気だ。相変わらず、毎日飽きもせず俺に絡んでくる」

			「へえ、それはそれは……」

			　よかったなと言うべきか、気の毒だなと言うべきか。

			　一瞬悩んだあと、ジークはわざと笑顔で言った。

			「役得だな」

			　その途端、グレイの両眉が苦々しく寄った。どうやら今日の鬱屈も、かなり根が深そうだ。

			「なあ、お前には、エトのことがどう見えている」

			「聖女様ぁ？　そうだな、まず、あれだけ純粋な黒い瞳は珍しいよな」

			「ああ」

			「あと、桁外れな治癒の才能は純粋に凄いと思うぜ。魔法能力の差で基本の詠唱をどれだけ短く省略できるか変わるらしいけど、彼女は触るだけだろ？　外見といい能力といい、聖女イヴのあだ名があれほど似合う女の子もいないさ」

			「そうだな。……それだけか？」

			「ほかに、何かあるか？」

			「だから、そういうことじゃなくもっとあるだろう。人として、とか」

			「人として？」

			「……いやその、性別としては、あいつも女だろう。だから、そういう……」

			　もごもごもご、と気まずそうな顔をしてグレイが言う。
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			　ああ、そういう話？

			「普通に可愛いだろ。あれで年下じゃなければ、口説いてたかもな」

			「可愛い、か？　あれが？」

			「可愛いよ、小動物みたいで。若干好奇心が強すぎて、早死にする猫みたいなとこあるけど」

			「恋人にしたいと、思ったことも、あるのか……？」

			「あー、うんそれもいいな。彼女が恋人だったら日々の鍛錬が相当潤うな」

			「だが、色気がないだろう。色気より食い気だぞ、女らしさなんか皆無なんだ」

			「そうか？　華奢だけど、そこそこスタイルもいいだろ。適度に胸もあるし、あれは絶対に太ももとか柔らかくて気持ちいいぞ」

			「我が強くて、俺の言うことなんかちっとも聞きやしない」

			「俺、従順な女に興味ないしなぁ」

			「あんなの、まだガキじゃないか……。あいつは、妹みたいなもので……」

			　あちらから聞いてきたくせに、グレイは途中から完全にジークの話を聞いていない様子だった。手元で杯をまわしながら、延々と「まだ子供」「妹のようなもの」とブツブツ言っている。どこからどう見ても、必死で自分に言い訳をしているようにしか思えなかった。

			（あー、だめだなこりゃ）

			　ジークはため息を禁じ得ない。

			　こんな飲み方をしながら話題に出している時点で、もう彼女はグレイにとって「子供じゃない」し、「妹でもない」のだ。薄々そんな気はしていたし、逆にいつグレイがエトときちんと向き合うのかじれったいと思っていた。

			　飲みの場で花街の女性が近づいてきても黒髪の若い女性を頑なに避けていたり、昔は笑い飛ばしていたような卑猥な冗談を言われて、やたらと苦い顔をしたり。現状から目を逸らして逃げている様子は前からあった。

			　だが、こじらせているとは知っていたが、ここまでとは。

			　惚れるのが怖くて、ついに自己暗示に落ちるとか、友とはいえ馬鹿すぎて涙も出ない。

			（彼女を口説く男がいると今にも殺しそうな顔で睨んでいるくせに、本当に今更だっての）

			　それにしても、それほど自分を抑圧していた男が、どうして急にジークにこんな話を振ったのか、むしろそちらが気になる。

			　何か、事態が急展開を迎えたのだろうか。彼女が、子供でも妹でもなくなるような事態。

			　……まさか。

			「もしかしてお前、ついに聖女様とヤッちゃったの？」

			「ブフゥウ！」

			　うわあこいつ、酒吹きやがった！

			　飲みかけの酒に盛大に咽せたグレイが、動揺と怒りをあらわにこちらをぎろりと睨みつけてきた。

			　待て待て待て、怖いよその眼力。必死すぎるだろ。え、違うの？　ヤッちゃったんじゃないの？

			「げほっ、おまえ、なんてことを……！」

			「妹扱いしていたコと勢いでヤッちゃったから、動揺してたんじゃなくて？」

			「手の早いお前と一緒にするな！　そういう事実はない！」

			「怒りながら自慢気にすんなムッツリ童貞！　むしろ、お前の手の遅さが病気レベルだから！」

			「ムッツ……」

			　ムッツリと言われて、グレイは悔しそうに黙り込んだ。どうやら自分がムッツリである自覚はあるらしい。

			「それならなんで今更エトちゃんに惚れてるって自覚したの？」

			　ジークがそう言うと、グレイは途端に虚を突かれたように目を丸くする。

			　あ、しまった。友のよしみで今まで指摘しなかったのに、ついに事実を突きつけてしまった。どうやら酔いが酷いのはグレイだけではなかったらしい。

			　まあいいか、こうなったらもうこの朴念仁に言いたいことをぶちまけてしまおう。

			「はっ？　惚れてるって、誰が誰に！」

			「お前が、聖女様に」

			「なっ！　……俺、……惚れてるの、か？」

			「惚れてるだろう、誰がどう見ても」

			　呆然とするグレイを、ジークは頬杖をついて半眼で見やる。

			「……確かに好意は持っているが、それはあくまで人としてというかだな、その」

			「はいはいはい、言い訳ばかりのグレイ君に想像してほしいことがあります」

			「なんだ、藪から棒に」

			「こうして俺たちが酒盛りをしている隙に、若い騎士の一人が彼女を口説きに行きました。彼は王家からの覚えもめでたい好青年で、そこそこ腕もたつ。エトちゃんとも馬が合う彼は、きっと俺たちが城に戻る頃には彼女を落として初々しい恋人同士になっていることでしょう。エトちゃんはお前に可愛い笑顔で言います。『グレイさん、私恋人ができました！　祝福してくれますよね！』……はい、そこでお前はなんて言う」

			「……それは、よかったな、おめでとう、と……」

			「お前、今そう言ってる自分の顔見てみろよ。腐り落ちる直前の魚みたいな眼してんぞ」

			　それが恋愛対象ではない女に向ける目だとするなら人間が腐っていやがる。

			　つまり、そういうことだろとジークは言った。

			「そう、なのか。俺はエトのことを……」

			「好きなんでしょうね、もう、べた惚れってやつ？　気が付くの遅すぎ」

			「べた惚れ……そうか、それで最近……」

			「ん？　最近、どうかしたのか」

			　ジークが尋ねると、酷い顔色をしたグレイが顔を伏せた。

			　その表情は手に隠れて見えないが、隙間から控えめな声が聞こえてくる。

			「最近な、その、なんだ、連日夢を見るんだ」

			「夢、ねえ。はあ。つまりエトちゃんが夢に出てくると」

			「ああ。まあ、それ自体は稀に以前からあったんだが、その、最近、過激になったんだ」

			「エトちゃんの格好が？」

			「いや、その、……プレイが」

			「ブファッ」

			　今度はジークが酒に咽せる番だった。

			　プレイって。

			　待て今、お前、さらっと以前から見てたって言ったよな。

			　そんな夢を見ていた相手を妹扱いとは、逆に恐れ入る。

			「昔は、なんか、まだ普通だったんだ。肝心なところは霞んでるというか、よく見えなくて」

			「あ、ああうん」

			「それが、最近はその、すごい、舐められたり、上に乗ってたり、俺が壁に押し付けて無理やり、とかそんなのばかりで」

			「……おう」

			「下着を替えずに済む朝がないし、エトにあわせる顔もないし、申し訳ないやら押し倒したいやらもう、どうしたらいいか」

			　そう言ってさらに落ち込むグレイに、ジークは完全にドン引きした。

			　夢の内容自体は童貞らしく可愛らしいのに、頻度が頭おかしい。連日、朝からそんな状況とは確かにジークだってどうしたらいいか分からない。毎日って。まじか。覚えたての猿よりひどい。

			　実は、聖女様の魔力に長期間さらされ続けたせいでグレイの脳味噌が壊れたんじゃないかと真剣に心配になってきた。

			　そしてどうやら、表情から読み取るより相当にグレイは酔っぱらっているようだ。

			　普段なら絶対に口にしないような明け透けな本音がダダ漏れになっている。皆が憧れるような立派な騎士様の姿など、爪の先ほども残っていない。

			　──え、これ明日になったら口封じで俺がこいつに殺されたりしないよな。

			　想像した未来に、ゾッとした。闇堕ちした童貞ほど、行動が読めないものもない。

			「ええと、その……逆に、自分から夜にしたらいいんじゃないか？　多少、マシになるかも」

			「もう、自分でも引くくらいしてる」

			「え、まさかさっきまで妹って言ってたくせに夜のネタにはしてたとか、そういう外道の所業を」

			「違う。彼女のことは思い浮かべてない。思い浮かべないように、していた」

			「なんでまた、そんな回りくどい我慢を……」

			「彼女で、したら、罪悪感であわせる顔がないだろう」

			（大丈夫だ安心しろ、とっくにお前は有罪だ）

			　朝から連日夢で夢精している方が、相当な重罪だ。もう救いようがない。

			「いっそ、勢いで童貞捨てたら？　お前なら花街に行かなくても女の方から寄ってくるだろ」

			「そういうのは、惚れた女と……」

			「あああ純情めんどくせえ！　いっそ彼女に土下座して理性飛ばして童貞貰ってもらえ！」

			「エトは護衛対象だ！　襲ったりできるか！」

			「今更紳士面すんな、この××××！」

			「ばっ、お前こそ年上の女性とみれば見境なく口説くような××××が！」

			「お客様、喧嘩なら是非外でお願いいたします」

			　いつの間にか近寄ってきていた店主に、二人して酒場をつまみだされる。まるで猫の子みたいに鷲掴みにされたことに、騎士としてのプライドがちょっと折れた。

			　これでも一応日々市民の皆様のために働いているんです。

			　もう少し優しくしてくれたっていいじゃないか。世間は残酷だ。

			　外は寒い。

			　急に冷静にされ、俺もグレイも気まずい顔で視線を逸らした。

			「……帰るか」

			「……おう」

			　二人並んで歩いて帰った。

			　何も言わなくなった同僚を横目に、俺はつくづく『こいつ、不憫だなあ……』と思わずにはいられなかった。

		

	



















			夏樹の章　鉄壁ダリア砦にて

			


			　レイノーマ王国、その国境を守る防衛線の要かなめである鉄壁の要塞と名高いダリア砦。王国が長年保ってきた平和はこの要塞の活躍なしには語れない。ダリア砦とそこに駐屯する兵の話は、王都でも敬意をもって人々に語られている。

			　この平和な国において、最も過酷とされるダリア砦での任に就く兵士たちは皆強靭で、その性根は気高く高潔。

			　自分たちこそが防衛の最前線に立つ者だという気概と共に、日々国境および周辺地域の警備に当たっているらしい。

			　夏樹が王都にいた頃に「いつかダリア砦の方々とお会いしてみたいですね！」とグレイ相手に話したことがあった。確かに、いつかは行くつもりだった。

			　行くつもり、だったが。

			（そこの地下牢に閉じ込められる予定は全然なかった）

			　冷たい石畳の地下牢の中で、夏樹は完全に不貞腐れていた。

			


			＊＊＊

			


			　夏樹がこの地下牢に閉じ込められて、二日目。この二日間でいくつか分かったことがある。

			　まずここが、噂に名高いダリア砦であること。

			　夏樹を女狐認定して地下牢に放り込んだ憎いあん畜生の名前が、ガロンだということ。

			　逃げ足の速いイザーク盗賊団を一網打尽にするため、隊長であるガロン自ら盗賊の格好に身をやつして潜入していたということ。そして捕縛作戦を決行した日が運悪く、イザーク盗賊団による村襲撃の日と同じ日になってしまったということだった。

			　アジトにいない盗賊団を探して来たら、何故か村では盗賊団も村人も縛られていて、しかも女の子が縛った青年に金蹴りを食らわせていた現場を目撃したガロン隊長の気持ちはいかほどであったのだろう。

			　目撃した彼の混乱を思うと、流石に憎い相手だが同情を禁じ得ない。素直に名乗る前に、カマでもかけてみようと思ってしまう気持ちも分からないでもない。

			　──まあ、だからといって、この仕打ちを許すわけではないけれども！

			「おい、飯だ」

			「…………どうも」

			　憮然とした顔を隠しもせず、夏樹は冷えたスープの椀を鉄格子越しに受け取った。

			　見張りの兵士は、この場に年若い女がいることに違和感を拭いきれないのか、スープを渡し終わったあともジロジロと夏樹のことを上から下まで観察している。

			　珍獣でも見るような目で見られて非常に腹立たしいが、その視線に性的なものが感じられないのは正直安心した。流石、ダリア砦の精鋭兵。腐っても紳士だ。鎧もきっちり着こなし、あのゴロツキたちとは清潔感がまるで違う。──首からとても可愛らしい黒いリボンをさげている趣味は理解できないが、流行っているのかもしれない。趣味は人それぞれだ。

			　幸いにも、夏樹が収監された地下牢は個室設計で、今のところ身の危険はない。

			　寝床に敷かれた毛布が強烈な異臭を放っていて、ご飯が致命的に不味くて、石畳の床が殺人的に冷たいことを除けば、大きな問題はなかった。見張りの兵たちが夏樹に悪さをするようなこともなく、ただただ珍獣扱いされている。

			　動物園のパンダを見るような目とはまた違う。二足歩行するアザラシと森の中で出会ったら人間こんな顔をするんだろうなという顔だ。

			　怪訝そうな、残念なものを見るような。なんとなく夏樹としては腹立たしい目である。

			「あの、つかぬことをお聞きしますが」

			「……なんだ」

			「いつになったら『事情聴取』とやらが始まるんでしょうか」

			「大人しく待て。隊長はお忙しいのだ」

			「そんなの……もう、もう私だって限界です、ここから出してください！」

			　夏樹はガシャン！　と鉄格子に飛びついた。兵士がこちらを咎めるように睨むが、そんなこと構っていられない。

			　ここに閉じ込められて、二日。「貴様の懺悔はあとからじっくり聞いてやる、この女狐め！」と、兵士の皆様にぽいと地下牢に投げ入れられて、はや二日だ。

			　最初は冤罪の恐ろしさに震えていた夏樹も、一日目が終わる頃には早々に地下牢生活に順応し、そして全く違うことで精神が追い詰められていた。

			　この毛布の臭さは尋常ではない。

			　牛乳を拭いた雑巾でついでに犬の涎を拭いて、そのあと部屋干しで生乾きにしたらきっとこんな匂いになる。それでも、寒すぎて毛布なしにはやっていけない。

			　異臭に包まれながら夜を明かし、夏樹は完全に絶望していた。

			　ここから出れるのであれば、何だって罪を認めてしまうだろう。なんて恐ろしい拷問だ。こんな非人道的な手段がまかり通るなんて、この国の良識を疑う。

			「なんでも素直に話します、話しますから話を聞いてください」

			「煩い！　まだ待てと言っているだろう！」

			「なら、せめてこの毛布を交換してください、ほら、ほらこれ！」

			「やめろ！　その凶器をこちらに近づけるな！」

			　夏樹が牢の隅から毛布を抱えて走り寄ると、焦った顔で兵士が鉄格子の傍から飛びのいた。

			　逃げるなこの野郎！　ご飯なんかなくてもいいから毛布を替えろ！　囚人を殺す気か！

			　丸めた毛布を握りしめ、夏樹が兵士に向かってぶん投げる姿勢をとった瞬間、地下牢に野太い別の兵の声が響く。

			「おい、娘。隊長がお呼びだ、出ろ」

			　──チッ、命拾いしたか。

			　渋々毛布を足元に落とした夏樹に、飯担当の兵があからさまに安堵の表情を浮かべた。
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			「おい女、素直に話す気になったか」

			　数名の兵に連行された先の部屋には、憎きゴロツキ──もとい、隊長のガロンが横柄な態度で椅子に座って待っていた。部屋の中には机が一つ。それを挟んで椅子が二つ。まさに、『取調室』といった雰囲気だった。

			　ガロンの向かいに腰かけ、夏樹はしゃんと背筋を伸ばした。

			　素直に話すどころか、こちらは話したいことしかない。むしろそちらに『全部聞く気になったか』と問いたいぐらいだ。

			「任せてください、何でも話しますとも」

			「そうか。……ところでお前、やたらと臭ぇな」

			「そうですね。毛布が殺人的に臭かったもので」

			　怒りに声を荒らげそうになるのを寸前でこらえる。辛抱、ここは辛抱だ。

			　話を聞いてもらうためにも、下手に叫んではならない。

			　しかし、怒りから両手がふるふると震えるのは許してもらいたい。ガロンに不愉快そうに眉をひそめられ、夏樹の乙女としてのプライドはずたずただった。

			「毛布…………、ああ、あの部屋か」

			　少し何かを考えるような顔をしたあと、ふと納得がいったようにガロンは顔を上げた。

			「普段はあの部屋に囚人を入れねぇからな、毛布を交換してなかったんだろうよ」

			「え、いつもは何に使っているんですか？」

			「隊で飼っている犬の住処だ」

			　由緒正しきダリア砦の地下牢を何に使ってんだアンタら。犬に謝れ。

			「……私はてっきり、新手の拷問かと思っていました」

			「村娘の皮をかぶった女狐には、それくらいで十分だろう」

			　ハッ、とガロンが首の黒いリボンに触れながら鼻で笑う。

			　──隊長までリボンつけていらっしゃる。だがやはり破壊的なほど似合っていない。ダリア砦の人間は過酷な環境でファッションセンスが狂っているのだろうか。

			「あのですね、まずその女狐というところから誤解なんです」

			「てめぇ、イザーク盗賊団の一味じゃねえと主張するのか」

			「私はただの村の娘です！　そもそも、ガロンさ、──ガロン様、は、潜入捜査をされていたんですよね。私が一味ではないことぐらいご存知なのではないですか」

			「全ての人間を把握してたわけじゃねえ。それに、あの村のことは多少知ってるが、若い娘はいなかったはずだ。…………てめぇ、何者だ」

			　ズイッ、と凄まれて思わず怯みかける。この人、眼力が半端ないよ！

			　しかし、先日のゴロツキ騒動の時ならともかく、正体が騎士だと分かっていればなんとか耐えられないこともない。

			　夏樹は唾を飲み込み、心の中で気合を入れた。

			　ここからが正念場だ。

			　やっと出会えた、王国側の人間。何が何でも、味方につけなくてはならない。

			「あのですね、まず先に言っておきますが、今から告げることは全て真実です」

			「前置きはいい。さっさと話せ」

			「……私は、あの村の人間ではありません」

			「ほう、やっと認めやがったか」

			「でもイザーク盗賊団の仲間でもありません！　私、私は、……王国の治療師です」

			　噂の聖女様だとは今までの経験上言いづらく、とりあえず治療師だと言った。ガロンは信じているのか信じていないのか、怪訝そうな顔で「なら、証は？」と聞いてくる。

			「証は、その、ええと、…………紛失しまして」

			「なら能力で示してみろ。治療師なら、傷くらい治せるんだろ」

			「いやその…………ちょっと、それも、無理かなあと」

			「あぁ？」

			　はははと誤魔化すように笑うと、殺人的視線で睨まれた。

			　怖すぎる。しかし、どんなに睨まれてもできないものはできない。

			　国の防衛の要を壊滅させたとなっては、流石に国民の皆様に顔向けできたものではない。

			「わ、私の能力がとても特殊なものでして！　証なしには、発動できないんです」

			「そんな力、聞いたことねぇな。証もねえ、力も使えねえとなれば、その話を信じろっていう方がどうかしてるぜ嬢ちゃんよ」

			（いや、まあ、そうなんですけれども）

			　痛いところを突かれて、グッと呻く。

			「でも、確かに治療師なんです！　王都で聖騎士団専属の治療師をしていました」

			「聖騎士団、専属？」

			　ピクリと、ガロンが反応する。

			　今まで不機嫌そうに歪められていた顔を、すっと真顔に戻してジッと夏樹を見つめてきた。

			　な、なんだろう。聖騎士団専属って、そんなに妙なことなのだろうか。

			「お前、名前をエトって言ったな。ありゃあ、本名か？」

			　いや本名は夏樹です、と言いたいところだがそういう場面ではないだろう。

			　夏樹は必死で頷いた。

			「そうです！　エトといいます！」

			「……悪いが、エトという名の聖騎士団専属治療師といやぁ、俺は聖女様しか思いつかねえ。お前、自分が聖女様だって言ってんのか」

			　凪いだように冷静な顔をして話を聞くガロンに、一筋の光明を見て夏樹はガクガクと頷く。

			「そう、そうです！　そのエトです、諸事情で城からここまで飛ばされてしまいまして、とても困っていたところでして」

			「そうか、そうかよ、……こいつぁたまげた！」

			　ははは、と和やかにガロンが笑う。

			　そして、──彼は勢いよく、ダァン！　と拳を机に叩きつけた。

			　その顔は地獄の鬼すらも裸足で逃げ出すほど殺気立っている。

			「ひぇえええ!?」

			「貴様ァ……よりによってこの砦で、しかも故人の名を語るたァ、つくづく死にてぇらしいなァ？」

			「…………えっ!?」

			　なにか今、聞き捨てのならない単語を聞いた。

			「知ってて言ってんのか、知らずに言ってんのか知らねえが、聖女様なら、聖女様ならなぁ……」

			　ガロンがギッと夏樹を睨みつけて声を絞り出すように叫ぶ。

			　握りしめられた拳からは今にも血が滲み出そうな勢いだ。苦しそうに歪む瞳に、きらりと光るもの。

			　あ、あれ、もしかしてガロンさん泣いてます？　あれ？

			「ひと月前に、聖騎士たちを庇って、お亡くなりになられたんだ。どれだけ、俺たちが間違いであってくれと願ったことか。だが王家からの公式発表に間違いはねぇ。もう、この世界のどこにもあの方はいねえんだ！」

			　待て待て、勝手に殺すな。

			　目に滲む涙を乱暴に腕で擦りながら、ガロンは片手でしっかり首の黒リボンを握りしめた。

			　あれ、もしかして、考えたくないですがそれ喪中の印ですか。私の喪中なんですか。

			　しかも記憶が正しければ、砦中の兵士の胸元でそれを見かけている。

			　砦総出で私の冥福を祈っていてくれたらしい。こんなに感謝の気持ちが湧かない祈りも初めてだ。

			「え、ちょ、ちょっと待ってください、その話詳しくお願いします！」

			「いいだろう、貴様、耳の穴かっぽじって、よぉく聞きやがれ」

			　そして、ズビッと鼻をすすりながら涙声でガロン隊長が語ったことは、まさかの恐るべき事実だった。
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			「ありゃあ、忘れもしない、三週間前の事だ」

			　陰鬱な表情で、ガロンはぽつりと呟いた。

			「部下の一人に、王都の方にいる親戚から一通の手紙が届いた。でな、そこには、信じたくねぇような話が書いてあったんだ」

			「ええと、なんて書いてあったんですか」

			「王都で聖女様の葬式が、先日執り行われたと。信じたくねえがそのあと正式に確認もとった。間違いなく、事実だ」

			「そ、葬式!?」

			　思わず白目をむきそうになる夏樹に構わず、ガロンが「クソッ！」とまた机を叩いた。

			「なんで、……なんであの方が死ななきゃなんねぇんだ！」

			（ホントだよ）

			　半眼で呻く夏樹の心の声は、残念ながら誰にも届かない。

			　ガロンの声に触発されたように、部屋の中には重苦しい空気が流れた。他の兵士たちの、堪えきれないような鼻をすする音が響く。見渡せば皆、悲愴な面持ちで、首からさげたリボンを握りしめていた。

			　中には口元を歪めて震える兵や、苦しげな顔で隣の兵を慰めている者までいる。

			「あの人が、どれだけ多くの兵を救い、俺たちの希望だったか……！」

			「無詠唱で触れただけで兵を癒す麗しの聖女なんて、存在自体が奇跡だよ」

			「この砦にいる治療師は、治療中にポックリ逝っちまいそうなアジュー婆さんだけだもんな」

			「俺が死ぬ前に、一度でいいからお会いしたかったなァ……」

			「お会いできたら、俺、その日が俺の命日でもいい」

			「俺もだ」

			「馬鹿いえ、俺だってそうだよ」

			「でも、もうそんな夢も、叶わないんだぞ……」

			「「「……………」」」

			　部屋中の人間が、ただ一人のことを思い、涙した。部屋の雰囲気は完璧にお通夜だ。棺桶の中にいるべき夏樹が目の前に座っていること以外は、何もおかしなところはない。

			「…………」

			　──しまった、私、完璧に場違いだ。

			　どんな顔をしてこの場にいればいいのかさっぱり分からない。ただ、「面白い冗談ですね！」と笑い飛ばしたら殺されるだろうということだけは分かった。
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			　ここは、神妙な顔でもしておくべきか。

			　いや無理だ。どう頑張っても変な顔にしかならない。

			「ええと、なんで私は死んだんですか？」

			　諦めて普通に怪訝そうな顔で質問することにした。途端に、ガロンが顔をしかめる。

			「誰が貴様のことなんか話した。聖女様の話だ、聖女様の」

			「ああもうまどろっこしい！　聖女様は、どうして死んでしまったんですか！」

			「聖女様は、魔物が吐いた炎から兵たちを庇って、犠牲になったんだ……」

			「『この国の未来を、どうか守ってください』と、それが最期の言葉だったらしい」

			「聖女様らしいや……」

			（ホントにな）

			　なんてことだ、既に噂の人物像が本人の原形を留めていない。

			　実際は村人に金蹴りを食らわせたのち、犬臭い毛布を見張りの兵に投げつけるような女ですと伝えて、信じてもらおうと思う方が間違いな気がしてきた。分が悪すぎる。勝てる未来が見えない。

			　しかしそこで、夏樹はふと感じた違和感に首を傾げた。

			　──あれ、『三週間』？

			　夏樹は首をひねる。

			　国境付近の村で一週間、ダリア砦で二日。森で倒れていた時間を多く見積もっても精々、あの強制送還事件からまだ十日しか経っていないはずだ。三週間前といえば、夏樹は普通に城で治療師として暮らしていた時期である。どう考えたって日付の計算がおかしい。

			「あ、あのう……」

			　完全に夏樹そっちのけで互いに慰めあっている兵に、夏樹は恐る恐る尋ねた。

			「つかぬことをお聞きしますが、今年の王国祭まで、あと何日でしょうか」

			「王国祭なら数ヶ月後だろ」

			「せ、正確にはどれくらいあとですか？」

			「あぁ？　……おい、何日だ」

			「今日から、丁度二ヶ月後ですね」

			「二ヶ月……」

			　夏樹は思わずポカンと口を開けた。

			　二ヶ月という数字から逆算して、夏樹の体感とこの世界の時間が、きっかり二十日ずれている。

			　つまり、グレイの転移魔法で夏樹は場所だけではなく時間まで超えていたということだ。元の世界に戻せなかったとはいえ、流石は時空転移の魔法陣というべきか。

			（あ、ああああ！　それって、まさか…………！）

			　ある一つの思い当たった事実に、夏樹は血の気が引く。

			　二十日というズレは、さして大きいものではないように思う。しかし、二十日もあればこの国においては様々なことができる。……遠視魔法で、特定の人間の気配を探ることだってできるのだ。

			　遠視魔法は、しかるべき設備としかるべき術者が揃っていないと発動できない高度な魔法だ。

			　城内で言えばキーラ並みの術者にしか扱えない。しかし、逆に言えば『キーラにならできる』。

			　グレイがあのあと城内でどんな言い訳をしたのかは分からないが、ある日突然聖女様がいなくなったら城内大騒ぎになっただろう。

			　夏樹が異世界人だということは一部の人間しか知らなかったから、当然捜索すべしという意見もあっただろうし、上層部を納得させるためにも実際に捜索された可能性は高い。そして、もし捜索したとするなら、その方法は遠視魔法が最も妥当だ。

			　しかし、その遠視魔法が発動した時、恐らく夏樹は本当に『この世界にはいなかった』のだ。

			　そうとなれば当然、導き出される結論は『夏樹は既にこの世界に存在しない』という事実。

			　今頃、城の人間は誰一人として夏樹がこの世界にいるとは考えていないだろう。だからこそ、聖女様は『死んだ』のだ。失踪だと言うと体面上捜索隊を出さなくてはいけないから、不幸があったことにした。これがきっと真実だ。

			『え、やっぱりいない？　ううん仕方がない、殺すかあ』と困ったように頬をかく王太子の姿が脳裏に浮かんだ。ああうんやる。彼ならこれくらいのことは絶対にやる。

			（フィルディナンド殿下の馬鹿やろう！）

			　ここまで外堀を埋められてしまったら、小娘一人の発言で現状を覆すことはほぼ不可能だ。

			　ガロンたちからの心証は、聖女様を騙ったと勘違いされたことで完全に地に落ちている。諦めに似た気持ちで、夏樹は遠い目をした。

			　駄目だ、もう詰んだ。冤罪確定だ。

			　その時、室内に漂うなんとも言えない空気を打ち消すかのように、室外から声がかけられた。

			「隊長、取り調べ中、失礼します！」

			「……なんだ、急ぎの用件か」

			「はい、取り調べ自体に関わることでして……」

			　ガロンは一度夏樹の方をチラリと見たあと、苦い顔で「入れ」と言う。

			「隊長、先日襲撃された村の人間から証言を聞くことができました」

			「ああその件か。それでどうだった、この女のことは何か分かったか」

			「はい、村人たちによりますと、その女性は一週間ほど前に村はずれの老婆のもとに拾われた者らしく、自分が聖女だと思い込んでしまっていること以外は怪しいところのない普通の娘だとのことです」

			「思い込んでしまっている……」

			「老婆の話では、頭を打ったことが原因ではないかと」

			「他には何か言っていたか」

			「はい、皆口々に『エトちゃんは頭が可哀想な子だけど悪い子じゃない、何かの間違いだ』と」

			「…………っ！」

			　兵の言葉に、夏樹の胸に様々な思いがこみ上げる。

			　一週間とはいえ、目の前のことに全力で取り組んだ日々は決して無駄ではなかったのだ。短くても確かに、夏樹は目に見えない絆を彼らと分かち合っていた。

			　そのことが、ただただ嬉しかった。

			　……しかし、この期に及んでも頭が可哀想な子扱いされていることは納得がいかない。

			　みんな村の救世主になんてこと言うんだ。あんまりだ。

			「──そうか。ご苦労だった」

			「はっ、失礼いたしました」

			　キビキビとした敬礼とともに、若い兵が退室すると、部屋の中に先ほどとは違う意味のなんとも言えない空気が流れた。不貞腐れた顔で何も言わない夏樹に向き直ると、ガロンは若干気まずげな顔を見せる。

			「その……なんだ」

			「なんですか」

			「あー、……すまねぇ。頭がアレなんだとは、思わなかったんだ」

			「ダメ元で言いますけど、私は頭がアレでも妄言家でも狂言家でもないですよ」

			「あんた、……苦労したんだな」

			「もうそれでいいです」

			　部屋中の同情に満ちた瞳を一身に受けながら、夏樹は達観した菩薩顔をした。

			　無罪にしてくれるなら、もう何とでも呼んでくれ。

			「実は、イザークたちもお前のことはクソ生意気な村娘で、仲間なんかじゃねぇって証言してんだ」

			「え、それ、つまり私最初から無実だって思われていたんですか!?」

			「馬鹿言え、同じ盗賊団同士の証言が信じられるか！　だが、村人の証言と一致した以上、てめえは暫定シロだな」

			「本当ですか！　ありがとうございます隊長様！」

			「……だがな……」

			　喜びに頬を染めた夏樹を、ガロンがギロリと睨んだ。

			「村人を縛ってたのと、金蹴りしていたことについては説明がまだだぜ……」

			（そういえば、そんなこともありました）

			　そういえばそうだった。完全に忘れていた。

			　しかし、そちらの罪状についての説明なんて一体どうすればいいのやら。

			「あれは、お前がやったのか」

			「ええとですね……」

			　じとりと睨まれて、夏樹は戸惑った。

			　誤魔化したい気持ちはあるが、嘘はよくないと今回の冤罪事件でつくづく学んだ。

			　ここはやはり、催淫魔力のことを素直に告白して、謝った方が自分の心もスッキリするだろう。

			　やはり、嘘はよくない。うん。

			　夏樹は緊張を落ち着けるべく大きく深呼吸したのち、しっかりとガロンを見つめた。

			「変な力でも使ったってんなら、自由にはしてやれねえがな」

			「ははは面白い冗談ですね、あれは魔物がやったんです、私じゃありません本当です」

			　人生、嘘も方便だ。

			「魔物ォ？」

			　案の定怪訝そうな顔をするガロンに、冷や汗をかきながら夏樹は言い募った。

			「最初は私も縄で縛られていたんですが、盗賊団の人の妙な性癖のせいで解放されまして。それであわや危機一髪という時に、偶然村を魔物が襲撃したんです。魔物は謎の煙を吐き散らし、村中の人間を気絶させました。私が目を覚ました時には、全ての人間が理性を失って前後不覚になっていたんです。だから、縛りましたし、思わず蹴りました。以上です！」

			「その話、嘘はねぇか」

			「ありません！」

			　夏樹はビシッと敬礼した。

			　必死で誠実そうな瞳を装い、ガロン隊長を正面から見つめる。

			「…………」

			「…………」

			　ガロンの険しい眼光にさらされ、夏樹は敬礼したまま冷や汗が止まらない。

			　しばらく見つめあったのち、ガロンが舌打ち交じりに視線を逸らした。

			「……その目、確かに嘘は言ってねぇようだな」

			　いや、むしろ嘘しか言っていない。この人がトップでこの砦は本当に大丈夫だろうか。

			「疑って悪かったな、話は大体わかった。明日には兵の誰かが村まで送っていく、帰っていいぞ」

			「む、無罪放免ですか？」

			「そうだって言ってんだろ、それともなんだ捕まりてぇのか？」

			「いや滅相もない」

			　夏樹は両手を必死で顔の前で振る。

			　しかし、ふと冷静になって考えてみれば、村に戻るというのも夏樹にとってはあまり喜ばしいことではない。夏樹の目的は城に帰ることだ。そのためには少しでも城に近づかなくてはならない。

			「あの、差し出がましいことを申しますが……こちらに、伝書鳩などはいますか？」

			「いるが、それがどうした」

			「王城に連絡を入れたいんです、どうか、貸していただけないでしょうか！」

			「あぁあ？　馬鹿いえ、一般人の戯言に付き合って貴重な鳩を飛ばせるか！　王城までどれだけあると思ってんだ！」

			「うううケチ……」

			　当然の結果だと分かっていても、思わず不満が口をついた。

			　だがダリア砦が王城から遠いことは夏樹も噂で知っているので、無理は言えない。

			　信じてもらえない以上、この砦の中での夏樹の立ち位置は『自分を聖女様だと思い込んでいる黒髪黒目のそっくりさん』だ。せめて、黒髪黒目がもう少し唯一無二の存在だったらよかったのだが生憎この国の中では非常に珍しいというだけで、存在が皆無ではない。これを切り札に信じてもらうことは難しそうだ。

			「言いてぇことが尽きたなら、もういいか？　俺らはイザークたちの移送準備で忙しいんだ」

			「え？　盗賊団の人たち、どこか行くんですか？」

			「当然だろ、あの全員をダリア砦の牢に閉じ込めておけるほど、ここは広くねえし俺たちも暇じゃねえ。俺たちは賊を捕まえるのが仕事、奴らを裁くのはカロングの奴らの仕事だ」

			「カロングって、…………まさか、水の都カロングですか!?　王都のすぐ傍じゃないですか！」

			「ああ、そうだが、だったらどうした」

			「あの、私をそっちの移送に同行させてください！」

			「はぁ!?」

			　聞き覚えのある地名に、夏樹は思わず飛びかからんばかりの勢いでガロンに詰め寄った。

			　どん引きされても構うものか、ここは引けない。このチャンス、必ずモノにするのだ。

			　水の都カロングといえば、王都からも馬車で三日ほどの距離だ。実際に行ったことはないが、あそこまで行けばもう王都は目の前だ。夏樹の力でも、あそこから王都までならギリギリ行けないこともない、かもしれない。

			「お願いします！　なんでもします！」

			「馬鹿か！　そもそも、一般人が罪人の移送についてくるなんて聞いたことねぇ！」

			「でも、元々、明日には私を村まで送ってくれる予定だったんですよね」

			「そりゃ、まあそうだけどよ」

			「少し送り届ける行き先が変わるだけですよ。何か問題ありますか」

			「問題だらけだ！」

			　夏樹の勢いに押され気味だったガロンが、息を吹き返したように叫んだ。

			「テメェを置いとくような部屋なんぞ、この砦にはない」

			「毛布さえ替えていいなら、このまま牢屋住まいでいいですから」

			「男所帯に女が飛び込んでくるなんざ、非常識もいいところだ」

			「さっきまでだって、捕まっていましたから状況は同じでしたよ」

			「何もしない人間を養ってやるほど、ここには余裕なんかねえ」

			「もちろん、お世話になる分は働きます。掃除でも料理でも、何でもします！」

			　食い下がる夏樹の言葉に、ガロンではなく周囲の兵士たちがピクリと反応した。

			「料理…………」

			「女の子の、手料理……」

			「そういや塩以外の味付け、久しく食ってねぇなあ……」

			「茹でたり揚げたりする料理もできんのかな……」

			　ざわざわと静かに広がっていくざわめきに、逆に不安になった。

			　おいおい、大丈夫か兵士の皆さん。普段一体何を食べているんだ。

			　もしかして、牢のご飯だから壊滅的に不味かったのではなく、ダリア砦自体が深刻な飯テロにさらされているのではないだろうか。少々怯みながらも、夏樹はここぞとばかりに押した。

			「これでも、野外遠征の時は炊事ちゃんと手伝っていましたから、料理は得意です！」

			「「「おおおおお!!」」」

			　夏樹の言葉に、兵士たちの目が明らかに輝いた。

			　本当は、得意と豪語できるほどの腕前ではないのだが、この際それはおいておく。

			　ガロンですら、少し目が泳いでいる。やはり胃袋の誘惑には人間誰しも弱いものだ。

			　ここは、もうひと押ししてみよう。

			「あと、犬が喜ぶ美味しいエサもつくれます！」

			「しょうがねえな採用してやる」

			　隊長様が頷いた。よし！

			「……出発は三日後だ。怪しい動きしたら、問答無用で囚人に逆戻りさせてやるからな」

			「そんなことしませんよ、安心してください！」

			「どうだかなぁ」

			「とりあえず、毛布とお湯を使わせてくれませんか。この匂いは、流石にちょっと辛いです」

			「好きにしろ。……おい、そいつを案内してやれ。解散！」

			「はっ！」

			　ガロンの言葉で、兵士の方たちが一斉に動き出す。夏樹を案内してくれる人、「他の奴らにも報告だ！　飯が変わる！」と走り去る者と、様々だ。

			　案内の兵について歩いていると、前方から、先ほど報告に来ていた若い兵士が走ってくるのが見えた。

			「先ほどはどうも！　あの、これから三日間ここでお世話になることになりまして……」

			「ああはい、仲間たちから聞きました。それで、貴女に伝言がありまして、伝えに来たんですよ」

			「伝言、ですか」

			「はい、名乗ってはくれませんでしたが。もしあなたが村に戻らないようなら伝えるようにと」

			「え？」

			　夏樹は眼を瞬かせた。

			「『助けた貸しがまだ残ってるのに逃げる気かい！　このちんちくりん娘！』……だそうです」

			「ああはい、誰か分かりました」

			　相変わらずの憎まれ口に、夏樹は思わず遠い目をしてしまう。

			　元気そうで何よりだが、なんとなく素直に喜べない。

			「あと、『助けた分の貸しは百倍返しで死んでも返せ！』だそうですよ」

			「し、死んでも返せって物騒な……、一体どういう意味ですかね」

			　恐ろしさに震えあがった夏樹に、若い兵は首を傾げた。

			


			「またおいで、って、意味じゃないでしょうか」

			


			「…………」

			　兵士の言葉に夏樹は一瞬呆気にとられ、そして笑った。

			　笑えて笑えて、少しだけ泣けた。

			「あの、お願いがあるんですが」

			「なんでしょうか」

			「もし次にお婆さんに会ったら、『死んでも返します』って伝えていただけますか」

			「ええ、お安い御用です」

			


			　──ああ、本当に素直じゃない！

		

	

			グレイの章　彼と彼女の寝間着騒動

			


			タルテリア暦　一四五五年　異世界生活　百八十二日目

			


			「おやすみなさい、グレイさん。……あの」

			「……エト、今のお前に必要なのはまずはゆっくりと休むことだ。話なら明日聞いてやるから、今日はまず休め」

			「そう、ですね。……すいません」

			　ある日の夜のこと。

			　エトの治療師の仕事も終わり、グレイはエトの部屋まで彼女を送り届けたところだった。

			　部屋の前まで来れば、軽い挨拶を交わして彼女は自室に戻る。グレイはそれを見届けて自分の部屋に帰る。それは毎晩変わらないいつもの光景だった。しかし、その日は少し彼女の様子が違った。なかなか部屋の扉を閉めずに、もの言いたげにこちらを見ているのだ。

			　彼女が何を言いたいのかは、思い当たるものがあった。なんといっても、今日は彼女が初めて魔物討伐に同行した日だ。初めて見る魔物に酷く怯えていたようだったから、その話だろう。

			「……」

			　珍しく気弱な顔をしてこちらを見つめてくる彼女に、思わず「分かった、今晩話を聞こう」と心が折れそうになるがグッとこらえる。そんな見捨てられた犬のようにしょんぼりした顔をしても駄目だ、彼女はまず第一に休むべきだ。身体が疲労している時なんて人間碌なことは考えない。

			「まあ、なんだ。その、寝ろ。治療師が倒れたら笑いものになるぞ」

			「ううう、全然眠れる気がしないのですが。……おやすみなさい……」

			　グレイが急かすと、エトは渋々といった様子で部屋のドアを閉めた。きちんと内側から鍵が閉まる音まで聞いて、やっとグレイは扉の前を離れる。

			「やれやれ……」

			　一人になった途端、思わずため息が零れる。

			　普段、恐ろしいほどにたくましいので忘れそうになるが、ああしてみると彼女も年相応の少女なのだなと思う。戦い慣れした自分たちにとっては見慣れた下級の雑魚魔物だとしても、自分の背丈ほどあるムカデに齧られそうになったという経験は彼女にとって相当ショックなものだったに違いない。やはり、彼女を前線に連れていくのはまだ早かったのだ。皆、何事も慣れだと言うが、もう少し先延ばしでもよかったとグレイは上層部の決定に不満を抱く。

			　客間が集まる区画を抜け、渡り廊下を過ぎて、しばらく進むと周囲の雰囲気が変わった。ここは、城勤めの騎士の自室が集まる区画。結婚すれば城の外に住居を構える者もいるが、独身の騎士は大抵ここで暮らしている。その中で、グレイは最も客間に近い部屋が自室になっていた。もちろん護衛の関係であり、本来は護衛対象のために部屋が変わるなどあり得ないのだが、特殊な事情と紆余曲折があり、上層部の方からここを自室にしろと指令が下されて今に至る。

			　──本当はエトの斜め向かいの部屋を自室にされそうになったのだが、全身全霊でもっともらしい理由を付けて頼み込み、その案を中止にしたのも記憶に新しい。

			　エトの魔力に抗えるし不埒な真似もしないだろうから、それなら近い部屋の方が護衛にも監視にも好都合だと信じて疑わない上層部の信頼が胃に痛い。

			　自室に到着し、入ってすぐにグレイは自分の寝台に腰かけた。

			「……ふう……」

			　疲れた。

			　今日は本当に疲れた。

			　今日は、今まで訓練で生じたかすり傷ばかり治療していた彼女にとっては、初めてのきちんとした『職務』だった。大人しく眠れるわけがないと不服そうにしていた先ほどの彼女の顔が脳裏に浮かぶ。少しくらい話を聞いてやるべきだったかと今更思わないでもないが、それこそ今更だ。

			　治療魔法というものは、あくまで他人に対して使うもので、自分自身の体力は回復できない。だから彼女は、自分で感じているより実際は相当に疲労しているだろう。今更自分が彼女のところに行ったところで、とっくに彼女は眠りに落ちているに違いない。

			（それにしても、あんなにエトが怯えるとはな）

			　少し、意外だったと言わざるを得ない。

			　彼女がこの世界に来てからというもの、彼女の順応力はめまぐるしかった。大抵の出来事は、ひとしきり驚いたあとであっさり受け入れてしまう。なにせ、自分が異世界に落ちてきたという事実すら、あり得ないと騒ぎながらもあっという間に受け入れてしまった少女なのだ。

			　もし自分が彼女の立場だったら、そんなことは絶対に無理だと思う。『異世界人は感覚が違うのだろうか』と首をひねったほどだ。

			　そんな彼女が、あんなに青ざめているところを初めて見た。エトは大抵驚くと大騒ぎするタイプだ。あのように、静かに怯えている姿は初めてだ。

			　目の前でムカデ魔物を叩き切った直後、怯え縋るような瞳でグレイのことを見つめていたエトの表情が脳裏をよぎる。恐怖で潤んだ瞳は彼女には申し訳ないがひどくグレイの庇護欲をかきたてるものだった。彼女の護衛を引き受けてから随分月日が経つが、初めて強烈に彼女を『守る』ことを意識した気がする。おかげで、彼女の魔力で腰砕けにされた回数はいつもより少なかった。ゼロではなかったのが悲しいが、そこはもう諦めようと思う。

			　しかしそれにしても、あのギャップは、ずるい。

			　普段は殺しても死ななそうなのに、突然少女らしくなるのはずるい。

			　魔力には負けなかったが、彼女の魔力とはまた違うところでグレイは動揺を隠しきれなかった。今までも彼女に対して動揺させられたことはそれこそ掃いて捨てるほどあるが、魔力に関係しない部分で動揺させられたのは、それこそ出会った時以来だ。

			（……何を、馬鹿な。エトは生意気な妹みたいなもので、そういう対象じゃないはずだろう）

			　そうだ、彼女は護衛対象で監視対象。彼女は自分にとっての『女性』ではない。だから緊張せずに接することができるし、馬鹿なことを考えずに護衛することができる。

			　我慢ができずに夜自分を慰める時も、頑なに彼女のことだけは思い浮かべないようにしているのだってそのためだ。アレは、女じゃない。根が真っ直ぐで好感が持てる相手であることは認めるが、あれは、ただの生意気な、ガキだ。

			　──駄目だ、こんな魔が差すなんて、俺も相当疲れている。今日はさっさと寝よう。

			　グレイは、一度大きく頭を振ると、寝台から立ち上がり手早く着ていた服を脱いでいく。討伐から帰ってきた時点で湯は使っているので、今日はさっと身体を拭くだけで寝てしまおう。一人部屋なので気を遣う相手もいない。さっさと下着一枚身に着けただけの姿になり、脱いだ服は適当に部屋の隅の籠に突っ込む。

			　身体を拭くための布巾を絞っていると、突然グレイの部屋のドアがノックされた。

			　とんとん、と控えめに二回。

			　騎士仲間が叩いたにしては、随分と大人しいノックだ。

			　この時間帯にこの部屋に来る人間など、同僚くらいしか思いつかない。そういえばジークが今度飲もうと言っていた。もしかしたら、その誘いだろうか。

			　グレイはドアに背を向けたまま、深く考えずに返事をする。

			「ああ、ジークか？　飲みの誘いならまた今度にしろ」

			「…………」

			　しかし、来客は何も言わない。

			　不思議に思い、グレイは手を止めてそちらを振り返った。

			「……誰だ、ジークじゃないのか？」

			「あの、夜分にすみません。……エトです」

			「はっ？」

			　予想外の珍客に、思わず素で声が裏返る。

			　──エト、だと？

			　いや待て、城の一画だとはいえ、ここは男の自室ばかりが集まる無法地帯。何故こんな夜にこんなところに、彼女はもうとっくに寝たはずでは。いや、むしろ眠れなくて俺の後を追ってきたのかもしれない。まったくわざわざ心を鬼にして部屋に放り込んだというのに、これでは無意味だ。

			「エト、どうしたんだ。今日は休めと言っただろう」

			「そうなんですけど……あの、とりあえず扉を開けてもいいですか？　扉越しに会話しているのもアレですし」

			「ああ、それは別にいいが……いや、駄目だ。駄目だ少し待ってくれ、開けるんじゃない！」

			　グレイは慌ててエトを止めた。

			　──危なかった、思わず勢いで承諾するところだった。

			　グレイは今、下着姿のままだ。いくら彼女を妹扱いしているとはいえ、流石に下着一枚で婦女子と会話するほど吹っ切れてはいない。この区画の廊下に若い娘を立たせておくのも問題があるのだが、今ここで扉を開けることの方がより問題だ。誰かに目撃されでもしたら、色々と終了する。

			「ちょっと待て！」と叫びながら、グレイは先ほど適当に脱いで放ったシャツやズボンを慌てて身に着けた。ズボンのボタンを適当に留めながら、ドアの向こうのエトに声をかける。

			「エト、お前今一人なのか」

			「そうですね、誰かを呼んで付き添ってもらうほどでもなかったですし」

			「お前なあ……もう少し、警戒心を持って行動しろと言っているだろう！」

			「でもこの部屋、私の部屋からそんなに遠くないじゃないですか。城の中ですし、安全ですよ」

			「近いとかより、この一画自体が危険だと言っているんだが……」

			　相変わらず、妙なところで鈍い返答をする少女だ。呆れながら、なんとか着替え終わったグレイは部屋のドアを開けた。なんとか説得して、部屋までまた送り届けようと思いつつ顔を上げる。

			　しかし、そこで目に飛び込んできたものに、グレイは完全に絶句した。

			　グレイの部屋の前に立っていたのは、確かにエトだった。しかし、その服装がいけない。彼女は先ほど別れた時の服装ではなかった。

			　身体に柔らかく添うような、淡い紫色のワンピース。眠る時に邪魔に思わないよう、普通の服より薄手に作られているソレ。肩にショールを羽織っていたとしても、それが彼女の寝間着であることは間違いなかった。

			「…………」

			「夜分にすみません。あの、ちゃんと言われた通りに寝ようと思ったんですけど、どうしても寝付けなくて」

			「…………」

			　エトが何か言っていることは理解したが、いかんせん内容が聞き取れなかった。

			　いや、聞き取ったのだが、グレイの思考がそれどころではなかった。

			（ね、寝間着……？）

			　寝間着、そう、寝間着だ。

			　服飾品の類に疎すぎてよく同僚たちに馬鹿にされる自分だが、流石に普通の服と寝間着の違いくらいは分かる。その二つの意味の違いなどいくらグレイでも理解していた。そんなこと、この国では常識だ。

			　寝間着というものは、寝る時に身に着けるものだ。逆に言えば、寝る時以外でそれを目にすることはない。つまり、相手の寝間着が見られるというのは、『褥しとねを共にする間柄』であることを意味する。グレイや彼女のどちらか、あるいはその両方が年端もいかない幼子だというのならばまだ許そう。だが、残念ながら二人とも立派に妙齢、結婚適齢期の男女である。

			　──彼女の寝間着は、本来彼女の夫になった人間以外は目にすることがないはずのものだ。それなのに、それを俺が見てしまった。それは、夫の特権であって、俺たちはこれから褥を共にするとかいうわけでもないのに。

			（褥……）

			　自分で考えたことに、自ら意識を持っていかれる。

			　思わず、ごくりと唾を飲み込んで、彼女の姿を上から下まで観察してしまった。柔らかい身体のフォルムは男であるグレイにはほとほと縁遠いものだ。いつもは固めの服や外套で隠されているそれが、露骨に分かってしまう。柔らかそうだな、と思ったらくらりと眩暈がした。

			「…………」

			「その、今日だけ、弱音、吐いてもいいですか？」

			　不安げに瞳を揺らして、彼女がそんなことを言う。

			　──弱音を吐く。え、どこで？　ここで？　この部屋で？

			　寝間着で夜に、お前は独身男の自室に押し入ると、そう言ったのか。

			　色々とショートしていた頭が、少しずつ事態を理解する。理解して、そして、──そこで今度こそ完璧に、グレイの中の何かが切れた。

			「エト……」

			「……はい？」

			「そこに直れ！　説教だっ！」

			「え、え？　あの私、相談に来たのですが」

			「相談なんかあとだ！　いいかまずその格好は何だはしたない！　お前は自分が何歳だと思っているんだ、自覚が足りなすぎる！」

			「ひ、ひぃいいい……！」

			　動揺と緊張と、そしてぶつけどころのない鬱屈した欲情を全て込めて、グレイはここ数年で最大級の雷を彼女に落としたのだった。

			


			　──翌日、昨日の魔物に対する怯えが完全に消えているエトを不思議に思ってグレイが尋ねると、達観した顔で「魔物より恐ろしいものを見ましたので」と答えられることになるのだが、それはまた別の話。

		

	










			夏樹の章　夢見の札に想いをのせて

			


			　王都近郊、とある森の奥深く。

			　普段は静かなこの森に、今日ばかりは金属がぶつかりあう甲高い音と罵声が響いていた。

			「クソッ、こいつら何なんだよ！　いつもより断然手強い！」

			「右からも来るぞ、よそ見すんな！」

			「くっ！」

			　仲間の声に、若い騎士──ジェイミーは慌てて剣をそちらに構えた。次の瞬間、まさに剣を構えた場所に狼のような魔物の爪が襲い掛かる。爪と剣がぶつかりあい、ギャイン！　と大きな音がした。

			「チッ、ふざけてやがる！」

			　日頃対峙している魔物より強いその力に、ジェイミーは内心の動揺を隠せない。

			　確かに今日の魔物討伐はいつもより苦戦するだろうと仲間内で言われていた。しかしここまで違うのは想定外だ。聖騎士団に所属して二年。多くの魔物から国を守ってきたつもりだったが、ここまで手強いのは初めてだった。

			（なんだってんだよ、もう！）

			　イライラとして内心悪態をつく。しかし、その思考の揺れが命取りだった。

			「ガァウ！」

			「……っ！」

			　魔物の爪が反対側からも襲い来る。かわそうと一瞬だけ剣を持つ手が緩んだ瞬間、もう一方の爪で思いっきり剣が弾き飛ばされた。

			「しまった……っ！」

			「グルルゥウウ」

			　魔物と目が合い、足がすくむ。こちらを見る敵の目は、殺意と闘志に満ちていた。ただ目の前にいる相手を殺そうと、それだけを考えている目だ。

			　殺される。

			　思考が途切れ、金縛りにあったように動けなくなった。魔物が大きな口を開け、彼に襲い掛かる。

			　しかしその瞬間、視界の横から飛び込んできた人影にジェイミーは目を丸くした。

			「馬鹿！　ボケっとすんな！」

			「ジ、ジークさん！」

			　ジークと呼ばれた青年は、若手たちが苦戦している魔物に気合とともに大きく斬り込む。隙を突かれた魔物の背を、ジークの剣が貫き地面に縫いとめた。

			「グ、ギャァアアア……！」

			「おい、無事か？　ほら剣」

			「すいません、お手数かけまして……」

			「俺は美人以外助ける気ねえのによ。ったく、普段と同じつもりでいたら次こそ死ぬぞ」

			「そうっすね……、正直油断してました」

			「まあここ数年はやたらと魔物が弱かったから油断するのも分かるけど。本来、こいつらの強さはこんなもんなんだ、よっ！」

			「ギャァア！」

			　背後から襲い掛かろうとした魔物を、ジークの剣が振り返りざまに斬り捨てる。見事に一刀両断されて、魔物は倒れたままの姿勢で動かなくなった。

			「……へ？」

			　ジェイミーは何が起こったのか思考が追い付かず、ただ目を瞬かせる。しばらくして、一度ならず二度も命を救われたのだと理解した。ジークは剣を払って血を飛ばしながらニヤリと笑う。

			「どうだ、俺の強さ見直したか？」

			「す、すごいっすねジークさん！　尊敬します！」

			「まあな！　さて、これでこの周囲はとりあえず殲滅したか。息整えたら、先に進むぞ」

			「すいません、俺……完全に足手まといっすね」

			「まあ気にすんな、あと数年もすりゃお前もこのくらいできるようになってるだろ」

			「普段女の尻ばっか追いかけている人だと思ってましたけど、実は結構強かったんすね！」

			「うるせえよ。……まあ、誰かさんがいるせいで隊内最強とはいかないけどな」

			「誰かさんっていうのは……」

			「グレイ以外誰がいんだよ」

			　不貞腐れた顔でため息をつくジークの言葉に、ジェイミーはハッと我に返った。

			　そうだ、グレイさん。先輩騎士である彼が実は少しまずいことになっているのだ。

			「そ、そうだ！　ジークさん、それで思い出したんすけど、グレイさんが……！」

			「あー、敵陣に突っ込んでいったんだろ？　知ってる知ってる」

			　ジェイミーの言葉を途中で遮ると、ジークはチッと舌打ちする。彼が横目でちらりと窺うと、魔物たちと他の騎士がせめぎ合っている境よりも先に、まばらに倒れている魔物の骸が見えた。

			　誰の仕業かなど考えるまでもない。この場にいないのはグレイだけだ。この様子だと、グレイは相当先まで単身踏み込んでいったものと思われる。

			「アイツはそうそう死なねえよ。死んだら死んだで自業自得だ、あんな戦い方しやがって」

			「で、でもグレイさんとはいえ、今まで二年もまともに実戦では戦っていなかったんすよ？」

			「どちらにせよ、アイツに加勢するにもあれを突破しなきゃなんねえだろ。焦ってどうにかなることかよ」

			「それは、そうっすね……でも、グレイさん……大丈夫かな……」

			　ジークが魔物の群れを指差すと、ジェイミーの声が尻すぼみに小さくなっていった。それを聞いて、ジークは「ああ」と何かに気が付いたように口を開く。

			「なあ、お前が聖騎士になったのは一昨年だったっけ」

			「あー、それが何か？」

			「実戦で戦うアイツを見るのは、初めてか」

			「そうっすね。グレイさんはいつも聖女様の護衛役でしたし」

			「……なるほどな。なら覚えとけ。実戦のあいつは模擬戦してる時の比じゃねえぞ。だから放っといても死なねえよ」

			「はあ!?　模擬戦以上!?　え、あの人、どんだけ強いんですか」

			「なにせ自分を鍛えるのが趣味って男だからな。……ただ今日の戦い方自体は、あとから説教してやらないと気が済まないが」

			　ジークは苦虫を噛みつぶしたような顔でそう言った。

			　魔物討伐は、人間を襲う魔物を退治することが目的であり、勝ち負けを競うような戦いではない。集団で援護しあいながら一体ずつ確実に仕留めていくのが正攻法であり、逆に単身で突っ込むなど愚の骨頂だ。下手をしたら命すら落としかねない。

			　グレイ自身それをよく分かっているはずなのに、それでも突っ込んでいくなんて。

			　身を守る気がまるでない戦い方に、ほとほと嫌気がさす。

			（憂さ晴らし、とかならまだ救いようもあるけどな……）

			　今のグレイはもう『聖女様』の護衛ではない。本人は何も語らないが、グレイの態度から推察するにエトの失踪にはグレイが大きく関与しているに違いない。──エトが失踪したのに、グレイが大人しくしていることが何よりの証拠だ。

			　何がどうなってそんなことになったのかジークにはさっぱり分からないが、何もかも既に手遅れだということは分かった。

			　名目上、聖女様は死んだことになった。それはつまり、戻ってくる見込みはないと上層部が断定したということだ。

			（見てらんねえよ……）

			　ジークの脳裏に、戦闘が始まる前のグレイの姿が浮かんだ。

			　好きな女を失って、ぶつけどころのない苦しみを戦いで発散しようとしているのなら、まだ健全だ。

			　だが、グレイの表情は、ジークが考えるようなものではなかった。

			　悲しいでも、苦しいでもない。恐ろしいほどに、静まり返った色の瞳。

			『ジーク、今日から俺も前線に復帰することになった。よろしく頼む』

			　何もかも諦めてしまったようなあの顔は、思い返しただけでもゾッとする。あんな顔されるくらいだったら、エトが失踪した直後のような、『近寄ったら殺す』という空気を垂れ流していてもらった方が百倍マシだ。

			　あんな顔をした男が、普通に戦って終わるわけがない。そう思って見張っていたつもりだったが、戦闘開始の号令とともにグレイは早々に姿を消してしまった。仲間の話によると、淡々と敵を屠ほふり、先に進んでいってしまったそうだ。止める間さえなかったという。

			（くそっ、あの馬鹿、何考えてやがる……）

			　グレイほどの実力でそう簡単に死ぬとは思っていないが、そうではない部分で得体のしれない不安があった。

			「あの、ジークさん、あっちの方向から剣の音が聞こえてきたような……」

			　物思いに耽ってしまったジークに、ジェイミーがおずおずと話しかけた。彼が示した先は、ささやかながら獣道になっているようだ。そして、確かにそちらから戦闘の音が聞こえる。

			「……行ってみるか」

			「お、俺も行きます」

			「当たり前だ、単身行動は禁物だって今言ったばっかだろうが。遅れないでついてこい」

			「は、はい！」

			　──そして二人は他の騎士たちより一足早く、森の奥へと進んでいったのだった。

			


			＊＊＊

			


			　ジークとジェイミーがグレイを見つけたのは、それから半刻はあとのことだった。

			「このあたり、全然魔物がいませんね……全部倒されている」

			「他の騎士はまだいないみたいだしな。十中八九、あの馬鹿の仕業か。ったく、あいつの体力どうなってやがんだ」

			「あ、いました！　あれっすよね、あれ！」

			「ん？　ジェイミーお前よく見えんな」

			「俺、視力だけはいいんで。おおいグレイさん、単身斬り込んでいくなんてアンタらしくないっす、よ……」

			　ジェイミーは胸を張ると、そのままグレイに向かって声を張り上げた。しかし、その声も次第に尻すぼみになって消える。その理由はすぐに分かった。森の奥、その少し開けた場所は惨状だった。

			　木はなぎ倒され、地面は抉れ、見渡す限りの魔物の死体。

			　その中央で生き残った数体の魔物とグレイが丁度対峙していた。グレイと対峙している魔物は、今までのより一回り大きいものばかりだ。鋭い牙が今にもグレイを食い殺さんと、陽の光を反射して鈍い輝きを放っている。

			　だが、敵に囲まれているというのに、グレイは微動だにしていなかった。血に濡れた剣を身体の横に下げ、冷めた目で敵を見つめているだけだ。

			　──まさに、一触即発。

			　ジェイミーもジークも、迂闊に話しかけられない事態に息をのむ。

			　その時、残った魔物たちが一斉にグレイに飛びかかった。それらの攻撃のうち、フェイクの攻撃だけを最低限の動きで受け流し、魔物が体勢を崩したその瞬間に一気に踏み込む。そしてグレイが敵の懐に入り込んだと思った次の瞬間には、彼の剣は全ての魔物を切り裂いていた。

			（なんて、剣だよ……）

			　思わず見入ってしまいそうな完璧な太刀筋。ひたすらに鍛錬を積み、心身共に高めた者だけが持つ強さ。エトの護衛についていた二年間のブランクなど微塵も感じさせない。

			　グレイ=ランバートの実力は、元々聖騎士隊の中でも群を抜いていた。それでも、今の彼は昔より格段に強くなっている。それは悪いことではないはずなのに、どうしてだろう。

			　ジークはそれをとても、空恐ろしいと思った。

			　ジークの隣で同じようにそれを見つめるジェイミーの表情にも、驚きと同時に恐れの色が浮かんでいた。彼も若手とはいえ聖騎士の端くれだ、きっと無意識に分かるのだろう。

			　──グレイの剣には、何の感情もない。

			　恐怖も、使命感も、何もなかった。

			　倒した敵の一体からまき散らされた返り血を浴びて、グレイの頬が赤く染まる。修羅の鬼のような姿になっているというのに、彼のその目は酷く凪いでいた。その不自然さに、ジークの背筋がざわりと粟立った。

			　──敵が来たら、殺す。

			　グレイの表情にあるのは、それだけだった。彼がやっているのは戦いではない。ただの作業だ。足がすくんで動けないジェイミーを尻目に、ジークは静かにグレイに近づいた。

			「おい、グレイ」

			「……なんだ、ジークか。ここはあらかた片付いたところだ」

			「悪いけど、俺、単身で特攻するやつにかける労いの言葉なんか持ってないから」

			「単身？　…………ああ」

			　グレイはジークの言葉に、緩慢な動きで周囲を見渡した。「俺、一人だったのか。すまん、気が付かなかった」と彼は言う。

			「何故だか今日はやけに身体が軽くてな、気が付いたら隊とはぐれていたようだ。すまなかった」

			「久しぶりの任務にしちゃ、調子は上々のようで何よりだよ」

			　ジークの皮肉に、グレイは何故か微笑んだ。

			「ジーク、こんなに楽だったんだな」

			「楽って、何がだよ」

			「怪我を怖がらなくていいっていうのは、気が楽だ」

			　腕についた真新しい大きな切り傷を見つめながら、グレイはそう言った。

			


			『グレイさん！　その怪我、治しますからこっちに来てください。さあさあ』

			『こ、断る。大体こんな傷、唾つけとけば一時間で治る』

			『これは、その、──私がグレイさんの頬を舐めて治しますねと、そういう流れですか』

			『そんなわけがあるか！　馬鹿なこと言ってないで仕事しろ！』

			『それなら大人しく私に仕事させてくださいよ！　ほらすぐ済みますから。……あ、こらグレイさん!?　逃げるな！　怪我は治していってくださいってば！』

			


			　ジークの脳裏に、過去のやり取りが浮かんでは消えた。それらは、グレイにとってかけがえのない記憶だったはずではないのだろうか。

			　なあグレイ、それは本当にお前の本心か。彼女がいないことに耐えられなくて、自分を誤魔化しているだけじゃないのか。本当にそう思っているのか。

			　そう思っているのなら、どうしてお前の剣は見ていてこんなに空しい。

			「……………」

			　ジークはかけるべき言葉を失って、その場に立ち尽くした。耳に痛いような静寂が、場を支配する。その時、遠くから仲間の声が響いた。

			「応援要請、応援要請！　こっちに見たこともないようなサイズのバンロフがいる、手の空いている奴はこっちに集まれ！」

			


			＊＊＊

			


			　バンロフ、それは苔むしたような緑色の毛に全身を覆われた魔物の名前である。

			　体長は二メートルほど。巨大な猿のような体躯に、醜い猪のような顔を持ち、その鋭利なかぎ爪から繰り出される攻撃は、大木すらも一撃で破壊するという。非常に珍しい魔物だが、厄介なのはその攻撃力だけではなかった。

			　バンロフは、人間の心を読む。

			　皮膚から出す紫の煙に触れた人間の心理を読み、その相手が最も『失うことを恐れている』ものの姿に化ける。ある時は幼い我が子に、ある時は愛しい妻の姿に、またある時は苦楽を共にした友の姿に。

			　どんなに歴戦の兵士でも、大切な相手の姿をしたものに容赦ない致命傷を与えることは容易ではない。そして攻撃に戸惑いが生じた一瞬の隙をついて、バンロフはその鋭いかぎ爪と破壊的な腕力で敵を仕留めるのだ。

			　──ジーク、グレイ、ジェイミーの三人が現場に到着した時、そこにいたのは体長が優に四メートルはあるだろうかという大型のバンロフだった。

			　苔むしたような体毛をざわざわと震わせ、鼻息も荒く聖騎士たちを威嚇している。

			「な、なんだこれ。こんな、大きい奴、見たことねえ……」

			「ああお前らも来たのか、助かるぜ。こいつを倒すにゃ、ちと人手が要りそうなんでな」

			　呆然とするジークに話しかけたのは聖騎士団の団長エギルだった。大柄な体躯に似合った豪快な仕草で、彼は三人に簡単に状況を説明した。

			「なんとかこの場にいる数人で、こいつをこの川辺まで追い詰めたんだが、これ以上近づくと奴の幻覚の圏内だ。かくなる上は全員で一斉に近づいて、誰かの心理を読んで変化したところを他の誰かが倒すしかないんだが……」

			「なるほど、バンロフ退治の定番ですね。まあ、こんな大きい奴に通用するのかはさておき……おい、グレイ」

			「なんだ」

			　作戦を聞いたジークは、傍にいたグレイに声をかけた。

			「お前は、この作戦に混ざるな」

			「……悪いが、バンロフなら今までにも倒してきた。大きさが違うだけで、これくらい問題にはならないだろう」

			「違う。お前が最後にバンロフと戦ったのは、三年前。お前が聖女様の護衛に付く前だ。……俺の言いたいことが、分かるよな？」

			「…………」

			　ジークの言葉にグレイは眉をひそめた。だがこれだけは頑として譲れない。グレイは確かに強い。

			　しかし、それとこれとは別だ。

			「ジーク、バンロフは『失うのが怖いもの』に化けるんだったな」

			「ああそうだ、だから俺は、お前は参加するなって……」

			「なら、──こいつは、俺が倒す」

			「……はあ？　いや、ちょっと待て、おい待てよグレイ！」

			　剣をスラリと抜き放って踵を返したグレイに、ジークは慌てて言い募った。

			「ば、馬鹿やめろ！　お前は下がれ！」

			「うるさい、黙ってろ」

			「おい、グレイ！」

			　魔物と真っ向から対峙しようとするグレイに、ジークは必死で制止の声を上げた。しかし、グレイは僅かたりとも振り返らない。その背から感じる壮絶な気迫に、ジークの背筋を冷や汗が流れた。

			（ふざけんなよ、馬鹿野郎！）

			　彼と対峙した時、あの魔物が『誰』に変化するかなんて分かりきっている。二度と会えない彼女が幻でも目の前に現れて、グレイがまともに戦えるとは思えなかった。

			　まともに戦えたとして、彼女の姿をした敵をその剣で斬れば今度こそグレイの心は完膚なきまでに壊れてしまうかもしれない。完全に、この勝負はグレイに分が悪いものだった。

			　聖騎士たちの列から離れ、一歩ずつ歩みを進めるグレイにバンロフが視線を向けた。人間の何倍もあるだろう巨大な身体を身震いさせて、残忍な喜びを表すかのように敵は唸り声を上げた。

			「お、おいやばいぞ、例の煙だ！」

			「グレイ、それに触るな、心を読まれるぞ！」

			　音も立てず周囲に漂い出した紫の煙に、騎士たちの間にざわめきが走る。しかし、そんな中で、グレイは静かにバンロフを睨み返した。

			「お前は、相手の失いたくないものを幻覚として見せるんだろう」

			「グルルルルル……」

			「やってみろ。俺は逃げも隠れもしない」

			　魔物が呻く。一層濃い煙がその場一帯を漂った。グレイの姿が煙の中に消える。

			「グレイ！　おい、グレイよせ！」

			「……いやまて、何か様子が変だ」

			　走り寄ろうとするジークを、エギルが片手で押しとどめる。その言葉に慌てて魔物を再確認してみると、確かにバンロフの様子が何かおかしい。

			（戸惑っている……？）

			　紫色の煙に包まれた魔物は、されどその姿を変化させることもなく、まるで怯んだようにその場から動かなかった。馬鹿な、一体バンロフが何に怯むというのか。

			　グレイに？　いや、そんなことがあるわけがない。

			　読んだ魔物に恐怖を感じさせるほどの感情を秘めた人間など、それはもはや人間ではない。

			　──化け物だ。

			「変化できないのか。……残念だったな、俺にその手が効かなくて」

			　無表情のまま、グレイが魔物に一歩近づく。魔物が気圧されたように、一歩下がった。その拍子に魔物の足が川に踏み込み、大きな水飛沫を上げる。

			「どうした、俺の失いたくないものを当ててみろ、バンロフ」

			　グレイはまた一歩進み、そしてその場で姿勢を低く、腰を落とす。

			　魔物の血に赤く染まった騎士の剣を、正面で構えた。その刃に、いつも彼女を守りながら見ていた銀色の清廉な輝きはもうどこにもない。そのことが、無性に可笑しかった。

			　そうだ、もう二度と彼女を守ることもないのなら、剣はこれくらい穢れている方がお似合いだ。

			『グレイさん』と、人懐こく笑うエトの姿がグレイの脳裏をよぎる。

			　──愛おしかった。離れたくなどなかった。

			　それでも、この世界の人間ではない彼女に、ずっと傍に居てほしいなんて言えなかった。

			　彼女は、確かにここに居た。そして、彼女はもう、この世界のどこにも居ない。

			　だから、俺の失うことが怖いものが『彼女』だとするなら、そんなもの。

			「とっくの昔に、────もう失った」

			　踏み込む。

			　魔物の爪がグレイに襲い掛かる。

			　左から来たそれを、紙一重で剣で受け流した。頬が裂かれ、一筋の赤い線が走る。しかしグレイは止まらなかった。下段から切り上げ、魔物が体勢を崩したところでその懐に飛び込む。

			　半身を返しながら、グレイは大きく振り上げた剣を叩き下ろすように魔物の首筋をかき切った。

			　魔物が力を失ったように大きく後ろに傾き、川の中に轟音とともに倒れこむ。
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			「……嘘だろ」

			「一撃で、倒した……」

			　僅か一瞬で勝負を決した彼の視界に広がるのは、頭上からとめどなく降る赤い水飛沫と、──酷く強張った表情でグレイを見つめる同僚たちの姿だった。

			


			＊＊＊

			


			　一方、その数日後。

			　グレイが活躍した川の下流では夏樹が途方にくれていた。

			「ああ、ここの橋かい。数日前から急に川の水が増えてなぁ。流されちまったんだよ、やっぱりボロはいけねぇなぁ」

			　はっはっは、と何が面白いのか爆笑する老人を前に、夏樹及びダリア砦の兵士たちは呆然と立ち尽くした。

			


			「ああ、これは完璧に流されてますねえ……」

			　夏樹が呆然と見つめる先には、轟音を立てて流れる川があった。そして、ポツンと川岸に二つ佇む杭。本来ならそこから伸びているであろう橋が、丸ごと消えていた。

			　地元の男性曰く、普段は穏やかで子供も遊べる川らしい。きっと桃太郎が流れてくるような穏やかな川だったのだろう。しかし今この川に桃を流したなら、お婆さんは桃が流れていったことにすら気が付かずに一頁で物語終了である。見事に何も始まらない。

			「副隊長、これは馬だけならいざ知らず、馬車は間違いなく通れません」

			「迂回路を探しますか？」

			「まあ、それしかないだろうな……」

			　困惑したような部下の声に、副隊長が渋々といった顔で頷いた。ダリア砦を出発してはや数日、平和に見えたこの道中にもついに問題発生である。

			　あの、ごり押しともいうべきダリア砦での交渉から十日が経った。結局新品の毛布を抱えて、隊の飼い犬と牢屋をルームシェアした夏樹は、それなりに周囲とも打ち解けつつ、料理の腕を惜しまれながら無事に砦を出発した。

			　水の都カロングまでは、イザーク盗賊団を乗せた馬車も同行している分を加味してもざっと二週間で到着するのだという。今日でやっと折り返し地点かと、思った矢先のトラブルだった。

			（増水かあ……怖いなあ）

			　橋が流れる瞬間に立ち会うのではなくて本当によかった。それにしても、上流の方で大雨でも降ったのだろうか。増水なんて、そう簡単には起こらないはずなのに。

			　夏樹が首を傾げていると、タイミングよく兵士が地元の老人に尋ねた。

			「ご老人、ちなみに川の水が増えた理由に心当たりは？」

			「ん？　ああ、あれだな、先日上流で魔物退治があったらしくてなぁ」

			「魔物退治？」

			　それを聞いて一同が首を傾げる。

			　──魔物を退治して何故そんなことに。

			「儂は実際見たわけじゃないんだが、上流から来た旅の人が言ってたのさ」

			「旅の人ですか、その人はなんと？」

			「ああ。そいつが言うことには上流の森で聖騎士団が魔物と盛大に一戦やったらしくて……」

			「え、聖騎士団!?」

			　聞き覚えのある単語に、思わず夏樹は食いついた。

			　この王国で聖騎士団と言えば、城の聖騎士団以外あり得ない。もう随分会えていないが、皆は元気だろうか。回復担当の自分がいなくなったことを、少しでも寂しがってくれていればいいなと思う。失踪した挙句に皆を庇って死んだことにされた夏樹に対して、皆どんな思いでいるのだろう。

			　──お墓に手だけ合わせて速攻で忘れられていたらどうしよう。

			　皆、いい人だったけど割と薄情だったしな。

			　あり得ないと言えないのが悲しい。

			「なんでも、その時に退治されたでっけぇ魔物が川を塞いでて、水の流れが全部こっちに来ちまったんだとよ」

			「えええ、何ですかそれ。迷惑な話ですね」

			「だろう？　退治するのもいいんだけどよ、もうちっと頭使ってほしいもんだよなぁ」

			「本当にそうですよね、下流の人のことも考えてほしいですよね！」

			　やれやれと首を振る老人に同意して、夏樹は激しく縦に首を振る。魔物討伐は立派な仕事だが、それで国民の生活を脅かしては世話はない。

			　おかげでこっちはとんだ遠回りだ。まったく、どこのド素人の仕事だ。

			（これでまさか、倒したのがグレイさんだったりしないよなあ）

			　いや、まさか。ないない。

			　思いつきとはいえ突拍子もない発想に、夏樹は一人で内心笑ってしまった。

			　流石にそれは意識しすぎというものだろう。強制送還失敗事件といいペンダント紛失事件といい、何かと彼に迷惑はかけられているが、まさか呪われているわけでもあるまいし。

			（……ない、よなあ）

			　だがもし、もしもそうだったらその時はどこかで一度、夏樹はお祓いをしてもらうべきだ。

			　確実にグレイに呪われている。

			「迂回するとなると、この森を大きく回り込んで……」

			「いや、川沿いに上流方面にのぼる方が早いのでは」

			「あの道は落石で使えなくなっていると報告があっただろう、だからこちらの道を……」

			　兵士たちが顔を突き合わせて進路の会議をしている中、ふと地元の老人が声を上げた。

			「なあ、兵士様よう」

			「……なんだろうか」

			「迂回するなら、一先ず儂らの村に寄っていくか？」

			「村？　この近くに、そんなものがあったか？」

			「あったような、なかったような」

			「ああ、向こうの道をちと進んだところに、実は小さいが村があってな。なんもねえけど、こんな森のど真ん中よりはマシってもんよ」

			「……確かに。副団長、どうしますか」

			「そうだな、迂回するならどちらにせよ、そちらの方向を通るしな。……ご老人、案内を頼んでもよろしいか」

			「おう、任せな！　国のために働いている兵士様の役に立てるなんて、国民として光栄だ！」

			「お爺さん、ありがとうございます！　お世話になります！」

			　少しでも感謝の意を示そうと、夏樹は深々とお辞儀をした。

			　まさかこの人数で、先日のように騙し討ちで労働に駆り出されるなんてこともあるまい。きっと純粋に国を想う気持ちから声をかけてくれたのだろう。わざわざ自分の生活の時間を割いて案内してくれるなんてと、老人の気遣いに心が暖かくなった。

			　それを見ながら、はっはっは、と老人が笑う。

			「いやあ助かった、最近村人にぎっくり腰が多くてな。これで薪割りも捗るってもんだ」

			「…………」

			　歴戦を戦い抜いた国の英雄たちを薪割り要員として使おうとするとは、この国のご老人は皆根性がたくましくいらっしゃる。

			


			＊＊＊

			


			　老人に案内されてたどり着いた村は、家が僅かにあるだけの本当に小さなものだった。兵士たちと一緒になって薪を割って、この大所帯を賄えるだけのご飯を作り、村中のご老体の腰をさすっていたらあっという間に日は暮れた。

			（どっと疲れた……）

			　なるほど、人の親切には裏がある。いい勉強になった。

			　勉強代だったと思って、この全身疲労は甘んじて受けよう。そう思わないとやっていられない。

			　夏樹がやっと一段落ついた時には、あたりはもうすっかり夜だった。

			（……でも、なかなか眠れないもんだなあ……）

			　たき火を囲むように他の兵士同様に地面に寝ころびながら、夏樹は一人悶々としていた。グレイに言ったら確実に怒られる話だが、わりと『男衆に交ざって野宿』という状況でも寝ようと思えば眠れるものである。だからいつもは寝ころんだ途端に朝までぐっすりなのだが、今日は珍しく全く眠くならなかった。

			　──ちょっと、散歩でもするか。

			　むくりと静かに起き上がった夏樹は、周辺で眠っている兵士たちを起こさないようにそっとたき火の傍を抜け出した。

			　たき火を視界の端に捉えながら、しばらくして夏樹は適当な石に腰を下ろして空を見た。

			　頭上には、満天の星空が輝いている。現代と違って街灯も何もないこの場所で見る星は、本当に綺麗だ。初めて見た時は、本当に感動した。

			　──だが、その感動を共有した大切な相手は、今はここにいない。

			「グレイさん、今頃何してるのかな」

			　はあ、とため息交じりに呟いた。

			「会いたい、なあ……」

			　ぽつりと、口から言葉が零れる。彼に会いたい。顔が見たい。

			　私はまだこの世界にいるんだと、ちゃんと知ってほしい。

			　ねえグレイさん、私あのあと大変だったんですよ。

			　森で遭難したら、熊みたいな獣に襲われたりしました。足を滑らせて気絶して、お婆さんに拾ってもらったりもしました。でもそれが、これまた人使いの荒い鬼畜な方で、酷使されること自体に慣れたりもして。そんな矢先に村を盗賊団が襲撃して、一世一代の大勝負を仕掛ける羽目になったりとかして。誤解で投獄されたり、勝手に死んだことにされていたり、あのダリア砦で働いたりもしたんです。

			　色んな話を、グレイに教えてあげたい。

			（…………ん、あれ？）

			　夏樹は、ふと冷静になってノスタルジックな気分から我に返る。

			　なんてこった。思い返せば、大体悪いことしかないじゃないか。

			　グレイがあのとき、夏樹の言葉を聞かずに転移陣なんか発動させたせいで、怒涛のトラブル続きだ。この世界に落ちてきた夏樹を守り続けてくれたグレイには感謝しているが、その恩を差し引いても今回の件は色々と許しがたい。納得もいかないし、彼の心中を慮おもんぱかろうとも思えない。

			　──駄目だ、なんだか、イライラしてきた。

			　発作的にこみ上げる怒りに耐えきれず、夏樹は勢いよく立ち上がった。

			「ああもう！　直接言ってやりたいことがたくさんありすぎる！」

			「お嬢さん、随分と鬱憤が溜まっていらっしゃるようで……」

			「うわぁ！」

			　たまらず夏樹が叫んだ瞬間、背後の暗がりから声をかけられ、夏樹はギョッとする。

			　思わず振り返るとそこにいたのは、酷く小柄なお爺さんだった。以前の村で会った老婆が悪い魔女だとすれば、この老人は善良な妖精族の長老といった姿だ。

			「ふぉふぉふぉ、驚かせてしまいましたかな」

			「あ、いえこちらこそ夜分にすみません……。お爺さんは、こちらの村の方ですか？」

			「ええ、ええ、そうですなあ。この村で暮らしているものでしてのう」

			　老人はからからと笑うと、「雄たけびも結構。勇ましくて何よりですなあ」などと言う。

			「そんなに伝えたいことがあるお相手がいるというのは、若いというのは良いものです」

			「あー、……そう、ですかね？」

			　夏樹は同意しかねて目を逸らす。

			　伝えたいことがたくさんあるのに、伝えられる手段が全くないというのはなかなかに辛いものだ。

			「そんなお嬢さんに、よいものを差し上げましょう」

			「よいもの？」

			「ええ、はい。このお札は、『夢見の札』と申しましてな。これを持って眠りますと、願った相手と夢で逢うことができるのです」

			「す、すごいじゃないですか！」

			　老人の言葉に、夏樹は目を輝かせた。現代日本で同じことを聞いたら脱兎の如く逃げるが、生憎ここは日本ではない。魔法がどこにでも横行する国で、『そんなの嘘だ！』と疑う方が不毛だ。

			「ただこの夢見の札は、少々問題がありましてな」

			「問題ですか？」

			「ええ、はい。姿は互いに見えるのですが、声は伝えられず、互いに触ることもできないのです」

			「ああ、まあそれくらいなら……」

			　顔を見せあえるだけでも十分すごい。もしかしたらグレイと夢だけででも会えるかもしれないという可能性に、思わず夏樹は心が浮足立ってしまう。

			　しかしそこでハッと我に返る。そんな貴重なもの、易々と貰っていいわけがない。

			「お、お爺さんでもそれ、貴重なものなのではないでしょうか。そんなに簡単にもらったりできませんよ」

			「いやいや、お気になさらず。儂はもう使うことはないのですよ」

			「えっ？　どうしてですか、そんなに便利なもの、使う場面はたくさんあるのでは……」

			　夏樹が首を傾げると、老人は達観した顔で静かに首を振った。

			「以前、隣村に住む息子を励ましてやろうと使ったら、近くの親族が総出で葬式の準備をしてここに押し掛けたことがありましてな。それ以来、使うことはやめたのです、はい」

			「……お疲れ様です」

			　なるほど。ご老人には申し訳ないが夏樹だって彼が夢枕に立ったら『虫の知らせかな？』と葬式の準備を始めてしまうかもしれない。

			「そんなですから、この札自体にもう未練はないのです、ええ。だからこれは、お嬢さんに差し上げましょう」

			「ほ、本当にいいんですか？」

			「ええ差し上げますよ。一枚しかありませんが、是非有効にお使いください」

			「ありがとうございます！」

			　老人が差し出したボロボロの札を、夏樹は両手で恭しく受け取った。

			　効果があるかどうかなんて分からない。だが、もしかしたら夢で会えるかもしれないという可能性は、それだけで十分魅力的だった。

			「早速、今日の夜使ってみます！」

			「ええ、ええ、いいと思いますよ。上手くいくといいですなあ」

			　ほっほっほ、と笑う老人を前に、夏樹は期待に満ちた瞳を輝かせた。

			


			　──待っててくださいグレイさん、私、あなたの夢に化けて出ます！

			


			＊＊＊

			


			「グレイ、おい話を聞け！」

			「話なら明日でもいいだろう。城に帰ってきた日くらい、休ませろ」

			「そういう話じゃねえよ！　おい、おい待てって！」

			　後ろから追いかけてくるジークの気配を感じながら、グレイは淡々と自室に戻った。扉の向こうでまだ騒いでいる声が聞こえたが、しばらくするとそれも聞こえなくなる。

			　──ああ、やっとまた一日が終わる。

			　グレイは着替えることも億劫で、最低限の服だけ脱ぐと、上掛けもかけずに寝台に身を預けた。

			　今日も夢を見るのだろうか。

			　嫌だなと思う反面、心のどこかで彼女に会えて嬉しいとも思う。

			　──つくづく馬鹿だな、俺。

			　心の中で自嘲し、目を閉じた。

			


			＊＊＊

			


			（……暗い）

			　暗闇。右も左も分からなくなるような、黒い空間。ぼんやりと立ち尽くしたまま、グレイは自嘲気味に笑みを浮かべた。

			　ああ、ついに俺は夢すら見なくなったのか。けれど、それでよかったのかもしれない。

			　一日が終わる度、最後のエトの姿ばかり脳裏に浮かぶ。驚いたようにこちらに手を伸ばす姿。

			　──あいつは、俺のことを恨んでいるだろうか。

			（まあ、恨んでいない、わけがないか）

			　はは、と情けない声が口から漏れた。

			　何も言わずに勝手に元の世界に送り返した。

			　二年間、彼女が築いてきた全てを振り返らせる時間も与えなかった。

			　驚いた彼女の顔を思い出す度、胸をかき毟りたいほどの罪悪感が身を焼く。以前は夜中に魘うなされて飛び起きることも頻繁にあった。一睡もできずに夜を明かしたこともあった。いっそ何も見ない方がましだと、何度も願った。それでも、毎日彼女を夢に見続けた。

			　夢を見る度、彼女は俺を責めるような目で見る。俺はひたすら何度も謝って、一体何に謝っているのかも分からなくなったころに朝が来る。毎日、それの繰り返しだった。

			　それでも、やっと最近は身を焼くような絶望にも慣れた。

			　世界から色が褪せ、耳に届く全ての音は鈍い。

			　友が『崩壊』だと言ったそれを、グレイはただ『前進』だと思う。

			　全ての感情が枯れた時、きっと、やっと俺は純粋に彼女の幸せを祈って生きていける。

			


			　その時、こつん、と何かの音を聞いた気がしてグレイは振り返った。

			　エトがいた。

			「──────」

			　彼女の唇が、音もなく動く。『グレイさん』と、呼ばれた気がした。

			「……エト」

			　──驚いた。

			　あの日の記憶以外の彼女を、本当に久しぶりに夢に見た。まだそんな余裕が心の中にあったのかと、動揺する気持ちを抑えきれない。困惑して立ち尽くすグレイに、彼女は一拍遅れてこちらに駆け寄ってくる。

			　しかし、彼女がグレイに触れることはなかった。目の前に、透明の壁があるかのように彼女は寸前で行く手を阻まれる。

			「────────！」

			　壁を叩きながら、彼女が必死に何か叫んでいる。しかし、その声は聞こえない。何度も何度も彼女は透明な壁を叩いたが、その音すらも聞こえてこなかった。ああ、もしかしてこれは、向こうとこちらの世界の壁なのだろうか。もしそうだとすれば、彼女は──彼女は、本当のエトだ。

			　向こうの世界に帰った、その後の彼女。

			「…………エト」

			　よろめくように、グレイは彼女に一歩近づく。焦れたように壁を叩き続ける彼女を、上から下までゆっくりと見た。

			「元気、そうだな」

			　ぽつりと呟いた自分の声が、白い空間に響く。

			　安堵、という感情が随分と久しぶりに胸に満ちた。

			「─────────」

			　彼女は何かを伝えようと唇を動かしている。

			　しかし、グレイには聞こえていないと察したのか、不貞腐れたように顔をしかめた。

			　──彼女の声は俺の耳には届かない。エトにも、きっと俺の声は届いていないのだろう。

			　彼女は怪訝そうな顔をして、しきりに首を傾げている。その顔がやたらと可笑しくて、思わずグレイは笑った。俺はまだ笑えたのかと、笑えた事実がもっと可笑しくて笑った。

			「なあ、そっちの世界はどうなっていた。ちゃんと、無事に帰れたのか」

			　幼子に尋ねるように、ゆっくりと声をかける。

			　エトはグレイの唇を読もうとするかのようにじっと見つめ、しかし難しかったのか顔を横に振った。そのあと何かを考え込むように俯き、そして閃いたかのように一歩後ろに下がった。

			　身振り手振りで、必死に何かを伝えようとしてくる。

			　怒った獣のような母親にしこたま叱られたり、父の庭仕事を手伝ったり、学校の友人と取っ組み合いの喧嘩をしたりと彼女の話は尽きなかった。一つのことを伝え終わる度にグレイが頷けば、余計にムキになったように動きが激しくなる彼女が愛おしい。

			　その様子が、共に過ごした二年間とまるで変わっていなくて、無性に安心した。

			　よかった。彼女が、本当に幸せそうで本当によかった。

			「なあ、エト。それなら俺も、こちらの話をしようか」

			　伝わらないと分かっていても、そっと呼びかける。彼女は相変わらず不貞腐れたような顔をして、それでも一歩こちらに近づいてきた。両手を壁に当てて、少しでも近づこうとしてくれている姿が健気で、心が痛い。

			「お前がいなくなって、城の中は火が消えたみたいに静かになったんだ」

			　そっと、透明な壁越しに彼女の右手に自分の左手を合わせる。

			　──ああ、どうせなら彼女がこちらの世界にいた時にもっと触れていればよかった。彼女の手のひらの暖かさを、俺はこんな時でも上手く思い描けない。

			　不思議なものを見るように、エトがグレイを見た。困惑を浮かべたその瞳を見つめて、頷く。

			「いつの間に、あんなにお前は城に馴染んでいたんだろうな。中庭も、食堂も、城の廊下も、今はまるで俺の知らない場所みたいなんだ」

			　彼女がいなくなったことは、予想以上に大きな影響を生んでいた。

			　誰もかれもが、日々を生きる中でふと物足りないような顔をする。口には出さなくても、皆、心のどこかで彼女のことを憎からず思っていたのだろう。もうとっくに、彼女は俺たちの『仲間』だったのだ。

			「────」

			　俺を見つめる、まるで幼子のような邪気のない瞳。

			　その瞳が好ましかった。何と引き換えにしても、守りたかった。もう俺が助けてやることはできないが、それでも最後まで守りきれてよかったと思う。

			


			　彼女がこの世界から去った以上、──もうこの世界の誰も、彼女を縛ることはできない。

			


			「お前がこれを聞いたら、怒るかもしれないが……」

			　グレイは一瞬口を閉ざして、そして前を向いて告げた。

			「───お前を帰したこと、俺は後悔はしていない」

			　そう、後悔はしていない。

			　彼女は帰るべきだった。この世界に、俺に、囚われて生きていくべきではない。彼女には彼女の道があり、この世界はあくまで寄り道だ。どんなに楽しい寄り道でも、日が暮れるまでには家に帰らなければ駄目だ。寄り道は、どんなに楽しくても目的地ではないのだから。

			　もしもう一度あの日をやり直せるとしても、何度だって同じ選択をするだろう。彼女は帰るべきで、俺がやったことはきっと正しい。

			　しかし、それでも。

			　壁に触れ合わせた手が震える。彼女に見とがめられないよう、そっとその手を握りこんだ。

			「後悔はしていない。……だが、それでも、やっぱりな」

			「寂しいんだ」と自然に口から言葉が零れた。自分でも、酷く情けない掠れた声だった。

			　エトは、怪訝そうに首を傾げたあと、しきりに首を横に振った。『寂しいわけがない』と、否定しているのだろうか。

			　そうだよな、馬鹿だよな。俺は俺の意志でお前を手放したのに、今更寂しいだなんて、本当に馬鹿げている。

			「お前が思っているより、俺はお前を───気に入っていたんだ。知らなかっただろう」

			　グレイは笑った。ぎこちない笑みだったかもしれない。それでも、『好きだ』とは言えなかった。

			　もしも彼女が本物の彼女だとしたら、彼女にはこの想いは知られたくない。知ったところで彼女にはどうしようもない想いなど、伝えたところで足かせになるだけだ。

			　馬鹿な保護者気取りの男だったと、それだけの存在でいたい。

			「─────」

			「すまない、お前の声が、こちらには聞こえないんだエト」

			「─────！」

			　しきりに首を傾げていた彼女は、ハッとするようにこちらを正面から見つめた。

			　伝えたいことがある、とその瞳が物語っていた。
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			「──────!!」

			　エトは、強く右手で握り拳を作ると、彼女自身の胸元をそれで何度も叩いた。

			　叩きながら、壁の向こうで必死に何か叫んでいる。

			　俺に、何を伝えたいんだ？

			　じっと彼女の口元を見る。唇を読むのは苦手だが、それでも必死に見つめた。

			　何度も失敗して、それでも彼女からの言葉だと思うと、どうしても諦められなかった。

			（た、い、せつ、な……）

			


			　大切なもの。

			


			　そう、彼女は言っていた。何度も指で輪を作り、それを自身の胸元に当てる。

			　切実な目で。想いが届いてほしいと、懇願するような目で。

			　──大切なものは、心の中に。

			　大切なものが、ここにあるのだと、エトは自分の胸を叩いて伝えようとしてくれていた。

			（……そう、か）

			　瞼の奥が熱くなり、思わずグレイは目を閉じた。

			　たとえ、エトが元の国に帰ろうと、ここであった全ての思い出は消えたりしない。エトの二年間で成した全ては、確かにこの国に息づいている。彼女の努力も、グレイの想いも、決して消えはしないのだ。大切なものはなくなったりしない。ずっと自分たちの胸にある。

			「──ありがとう、お前の気持ち、確かに受け取った」

			　そう告げると、エトがすっと壁から一歩後ろに下がる。

			　彼女はとても凪いだ目をしていた。悲しみも、怒りも、喜びも、楽しみも全て包み込むような目だった。彼女らしくない大人びた瞳に、グレイは思わず苦笑する。

			　──そうか、お前はいつの間にかそんな大人な顔もできるようになったんだな。

			「もう、さよならの時間なのかエト」

			　グレイは笑った。苦しくて、心が痛くて、それでも必死に笑顔を作った。せめて、もう会えない彼女を不安にさせないように。この世界で、俺も頑張るからと。

			「どうか────達者で」

			　そして、夢は呆気なく白い光に溶けた。

			


			＊＊＊

			


			　レイノーマ王国、とある村の中にて。

			「どうだったかね、お嬢さんや」

			　穏やかな顔で微笑む老人に、少女は絶望しきった顔で首を横に振った。

			


			「いやもうびっくりするくらい何一つ伝わってませんでした」

		

	

			グレイの章　心の中に棲む獣

			


			タルテリア暦　一四五五年　異世界生活　二百四十五日目

			


			　魔物討伐の遠征の帰り。

			　緊張感に満ちた行きの道とは異なり、帰りの道というのは皆とても気分が軽くなっている。

			　帰還途中の野営が飲んで喰っての宴会騒ぎになるのは、ある意味必然とも言えた。

			


			「おいグレイ、ちょっと！」

			「……ん？」

			　突然横から声をかけられて、俺はそちらを振り返った。

			　見れば、数人の聖騎士がたき火を囲んで宴会騒ぎをしている。集まっているのは俺よりずっと年上か、逆に聖騎士になって日の浅い新米騎士のどちらかだった。恐らく定番の『聖騎士たるもの……』から始まるうんちく話を披露しているのだろう。

			「暇ならお前もこっち来て飲めよ！」

			「ああ、すいません。今はちょっと遠慮しておきます」

			「んだよ、また聖女様探してんのかお前」

			「はあ、……まあたぶん向こうにはいるはずなんですが」

			　若干不服そうに口を尖らせた先輩騎士の言葉に、思わず渋面を返した。

			　俺だって別に好きでエトを追い掛け回しているわけではない。野営地から出ていってしまったというのであれば話は別だが、今のところそんな話も出ていない。この場にいる限り、──酔っぱらいに絡まれることはあるかもしれないが──少なくとも命の危険はないのだ。それでも律儀に彼女を探してしまうのは、もうここ八ヶ月で染みついてしまった癖としか言いようがない。

			（まあ宴会に参加するとしても、エトが寝たあとからだな）

			　そう思って改めて断りの文句を口にしようとした時、俺の肩をがしりと誰かが掴んだ。

			「うるせぇ！　団長命令だ、お前は大人しく酒でも飲んでろ！」

			「だ、団長！」

			「聖女様ならつまみ作ってくれるらしいぞグレイ、だから大人しくそこで待ってろってな」

			「なっ……」

			「おー来い来い、ほらお前ら、グレイ大先輩のご登場だぁ」

			「あ、グレイさん武勇伝聞かせてくださいよ！」

			「俺も聞きたいです！」

			　後ろから団長のエギルに肩を掴まれ、強制的に宴会の輪に突っ込まれる。途端に先輩騎士にも後輩騎士にも一斉に囲まれ、反論する間も与えられずに酒の杯を渡された。

			（これは……逃げられない）

			　完全に盛り上がっている仲間たちの様子を見て、俺は、はああ、とため息をついた。

			　こうなってしまうと、酔っぱらいの輪からは簡単には逃げられない。重々に経験済みだ。

			　──まあ、探している当のエトがこちらに来るとのことなので、しばらくなら付き合ってもいいかもしれないが。

			「俺の武勇伝なんて、聞いても面白くないだろう」

			「いやいや、グレイさん本人の口からは聞いたことないですからね」

			「一度でいいからじっくり聞いてみたいと思ってたんですよ」

			（何か、話すほどのことあったか……？）

			　首を傾げながら酒に口をつける。やけに後ろの先輩騎士二人がニヤニヤしているのが気になるが、一体この後輩二人が言う『武勇伝』というのは何だ。

			「昔、花街の姐さんたちを毎夜毎夜啼かせていた頃の武勇伝、聞かせてくださいよ！」

			「グレイさん、憎いっすねぇ！」

			「グッ……ゲホッ！」

			　口を付けたばかりの酒に思わず咽せた。

			　──だから、何なんだその根も葉もない噂は！　未経験だよ、悪かったな！

			　以前から時折『グレイ=ランバートは色事の経験が豊富で花街の暴れん坊だった』とかいう話を聞くことはあったが、本当に噂の出所がどこなのかさっぱり分からない。神経を逆なでするような発言をした後輩たちをギロリと睨むと、その後ろで先輩騎士二人がまるで堪えきれないとでもいうかのように肩を震わせて酒を飲んでいた。

			　彼らはもちろん、昔も今も俺が花街になんて通っていないことを知っているはずだ。それでも訂正しないのは、絶対にこの話題を振られて怒り狂う俺を見て、酒の肴にするためだろう。

			「何を、笑っているのでしょうか……」

			「いやいや、別になんでもねぇよ？」

			「なあ？　別にその武勇伝、俺たちが言ったわけじゃねえし」

			　酒をちびちびと飲みながら、二人が示し合わせたように視線を逸らす。嘘くさい。絶対に俺より先輩にあたる聖騎士たちの中に犯人がいるはずなのだ。それがこの二人でないという確証はどこにもない。

			　睨む俺と目を逸らす先輩二人という構図に気が付かない後輩たちが、無邪気な口調でますます俺の傷を抉るようなことを言いだした。

			「ああそうだ！　俺、百戦錬磨のグレイさんに是非一度相談したいことがあったんすよ！」

			「……なんだ」

			　誰が百戦錬磨か。これでこいつらまでわざとだったら絶対に許さん。

			　後輩からの不当な評価に不貞腐れつつ、俺もちびりと杯を傾けた。もうここまで広まってしまうといちいち訂正するのも億劫だし、そもそも訂正するのが精神的に辛すぎる。翌日の話題が『驚愕、グレイ=ランバートはいまだ初物・童貞男！』で持ちきりになると分かっていてここで真実を告白する勇気は、俺にはない。

			「最近やっと、俺、宿屋のアンネちゃんを落としたんですけど」

			「そうか、よかったな。前から狙っていたんだろう」

			「そうなんですよ！　いやあ彼女、俺なんかにはもったいないくらいのいい子で……」

			　完全に酔いが回っている赤ら顔で、後輩がへらりと笑った。しかし、すぐに何故かその表情が暗いものへと変わる。『思い悩んでいます』というオーラをはっきりと漂わせながら、彼はうっそりと口を開いた。

			「ただですね……すごい、なんていうか、恥ずかしがり屋な子で……」

			「ああ」

			「俺のを舐めるのは、まだ恥ずかしいからちょっと待ってねって言うんすよ」

			


			　危ない、もう少しでコイツの顔面に酒の杯を投げつけるところだった。

			


			　なんだ自慢か、自慢なのか。最近できたばかりの彼女と既に男のそれを舐める舐めないの話まで進展しましたよという陰湿な自慢なのか。もしそうなら次の模擬戦コイツだけは瞬殺で仕留める。

			　殺意にも似た感情を胸のうちに溜めこみながら、俺は苦い顔で吐き捨てた。

			「知るか。そんなもん自分で考えろ」

			「ええそんな丸投げしなくてもいいじゃないっすかグレイさん！　俺だって指先一つでアンアン言わせて羞恥心なんか吹っ飛ぶくらい恋人を骨抜きにしてみたいんすよ！」

			　俺だってしてみたいわ。

			（恋人、なあ……）

			　まだぎゃんぎゃん言っている後輩を無視して、俺は杯を傾けた。

			　脳裏に、常に一緒にいる快活な少女の笑顔がよぎる。

			　──いや違うだろう、あれは監視対象だ。

			　手を出す気なんかさらさらない。それにそもそも女として見るには色気が無さすぎる。根性強さと根が素直という点では好感は抱いているが、それだけだ。

			（あれが恋人は、……ないな）

			　何故か非常に心がざわつき、酒が一気に不味くなった気がした。

			


			＊＊＊

			


			　その日、夢を見た。

			　寝台に腰かけた俺の足元に座り込んでいる、一人の少女。少しだけ戸惑ったように伏せられた瞳が俺を見上げ、緊張したように小声で問いかけてきた。

			「あの、……私、こういうの不慣れで、下手だったら、ごめんなさい……」

			「下手でもいいさ、好きにやってみればいい」

			「そんなこと、言われても」

			「だから、こうして……」

			「あっ」

			　己のものに添えられたエトの手を、俺は上から強く握りこんで動かした。

			　柔らかい少女の指先の間から覗く男のそれを、エトは恥ずかしそうに見ていた。ぬるり、と先走りでなまめかしく光るものの先端から根元まで何度も彼女の指が往復する。

			「恥ずかしい、です」

			「恥ずかしがっている割には、嫌がってないくせに」

			「グレイさんの意地悪……」

			　俺の言葉を聞いて、彼女は拗ねたように頬を膨らませた。まるで反撃を仕掛けるように急に彼女がきゅっと握る力を強くした。

			「……っ、このやんちゃ娘」

			「嫌でしたか」

			「嫌だったらやめさせている」

			「それならグレイさん、……気持ちいいですか？」

			「ああ、気持ちいい……」

			　背筋をぞくぞくと駆け抜ける快感に、思わず甘ったるいため息が出た。俺と目が合ったエトもまた、とろんとした顔をしている。上気した頬がひどく美味しそうに見えた。

			「それなら、嬉しい、です」

			　ふにゃりと彼女がとろけるような笑みを浮かべる。

			　その赤い唇から、俺は目が離せなかった。エトの指は俺が自分で動かさなくてももう彼女自身の意志で動いていて、時折興奮で跳ねる陰茎を慰撫するように彼女はやわやわと撫でさすった。

			「グレイさんのこれ、舐めてほしそうにびくびくしてますね」

			「……そうかもな」

			「でも、舐めるのは、もっと下手かもしれません」

			「大丈夫だ。ほら、ゆっくりやってみればいい」

			　俺の言葉に、彼女はこくりと頷く。彼女が少しだけ口を開けると、唇の隙間から可愛らしい舌が覗いた。それがじわりじわりと己のものに近づいていく光景に、心の中の獣欲が煽られて身体が燃えるような錯覚を覚えた。

			　息が苦しい。だけど気持ちがいい。

			　このまま彼女の口の中を蹂躙して、思うがままに果てたい。

			　どろりとした欲望をたたえた視線でエトを見下ろすと、ふと彼女と目が合う。

			　彼女は亀頭の先端にチュ、とキスをしたあと、ゆっくりと陰茎全体を口に咥えた。その頭が前後する度に、柔らかい粘膜で擦られて陰茎がびくりと跳ねた。

			　しばらく彼女の好きなようにさせて、もう出そうだという時。

			　不意に彼女は咥えていた俺のものから口を離すと、先ほどまでの恥ずかしそうな様子とはまるで異なる、悪戯が成功したような含み笑いを浮かべた。

			「ふふふ、グレイさんって実は嘘つきですね」

			「俺は嘘なんて……」

			「違いますよ、気が付いていないだけで、グレイさんは嘘つきです。だって──」

			　彼女はぺろりと陰茎の先を舐め、残酷なほど無邪気に笑った。

			


			「私のこと、本当は滅茶苦茶にしたくてたまらないくせに」

			


			＊＊＊

			


			「……っ……！」

			　勢いよくがばりと飛び起きた。頬を冷や汗が、つうと流れ落ちる。身体は熱く火照っていて心臓の鼓動は全力疾走をしたあとのように激しい。

			（ここは……）

			　呆然として周囲を見渡し、今自分がいるのが野営の天幕の中だということを思い出した。

			　天幕の隙間からは月明かりがうっすらと差し、自分の周りで雑魚寝をしている仲間たちの姿を照らし出している。

			　先ほどまで目の前にいたと思っていた彼女はどこにもいない。当然だ、今回の行軍で唯一の女性である彼女は、専用の小さな天幕を貰って一人別のところで寝ているはずなのだから。

			（……夢？）

			　やっと少しだけ思考が追い付いてきた。そうだ、思い出した。あのあと、つまみを運んできた彼女をさっさと寝かしつけ、多少宴会の続きに付き合ってから自分もすぐに横になったのだ。

			（……それにしても、なんて夢だ……）

			　今しがた見た夢の内容を思い出し、グレイは深いため息をついた。

			　いくら直前まで仲間から猥談を聞かされていたとはいえ、いくらなんでも相手がエトというのは酷い。彼女はグレイにとってはあくまで手のかかる妹のような存在で、性の対象ではないのだ。妄想の対象に知り合いが出てきたこと自体は自然なことだと思うが、よりによってエトを思い浮かべたというのはいただけない。

			（いくらなんでも、これはな……）

			　なんだか情けない思いでグレイはそっと自分の身体を見下ろした。

			　男の性として完全に臨戦態勢に入ってしまっているものが、服の中で窮屈そうに存在を主張している。とてもではないが、このまますぐに再び眠りにつくことはできなそうだった。

			「……少し、頭でも冷やすか」

			　気分を変えれば、自然とこれも収まるだろう。

			　グレイは頭をかきながら、そっと雑魚寝の天幕を抜け出した。

			


			＊＊＊

			


			　その日の夜空は、晴れ渡っていた。

			　野営地から少し離れた場所で一人、丸い石に腰かけて夜空に輝く月を理由もなくぼんやり見つめた。脳裏に浮かぶのは、先ほどまでの夢の内容だ。

			　夢の中で最後にエトは、グレイが彼女のことを滅茶苦茶にしたいと思っていると告げた。

			　馬鹿げている。それはもちろん、彼女の魔力を直接叩きこまれた時は欲情もするが、あれはあくまで強制的で、そして瞬間的なものだ。普段の自分たちの間にあるものは、共に仕事をしているという仲間意識であり、言い方を変えれば信頼や絆である。それらが愛や恋に発展することも人によってはあるのだろうが、少なくとも自分たちの間にそれはあり得ない。

			　恋なんかしない。監視対象に恋をすれば、その分、正しい判断を見失いやすくなるだろう。

			　頭ではそう思っている。しかし、何故だろう。どうしても、彼女の最後の言葉が頭に焼き付いて離れないのだ。

			（滅茶苦茶にしたい、か……）

			　その言葉に、昔聞いたキーラの言葉が重なった。

			　──彼女の傍にいる限り、誰だっていつか理性が崩れて彼女を滅茶苦茶に犯す日が来るよ。

			（……違う、たまたま溜まっている時に恋人がどうこうなんて話を聞いたから、一番身近な相手を思い浮かべただけだ。意味なんかない）

			　一向に収まる気配のない下半身を見ながら、グレイは憂鬱なため息をついた。正直、野営をしている時に自慰行為に耽るのはどうかと思うが、これ以上欝々として貴重な睡眠時間を削るのも不毛だ。さっさとどうにかして、寝てしまおう。

			　周囲に人影が全くないことを確認して、手早く下衣を緩める。既に熱く昂っている陰茎を片手で慰めながら、グレイは大きな木に背を預けて目を閉じた。

			　夢で見たエトの姿を塗り替えようと、まだ見ぬ未来の恋人の姿を想像してみる。

			　──未来の恋人は、俺のことを一体どういう風に呼ぶのだろうか。

			　よく女性から呼ばれるように様づけだろうか。それとも呼び捨てで、グレイ、か。

			　脳裏に浮かぶ、イメージも曖昧な女性が自分の陰茎に触れて「グレイ」と口にするところを想像した。恋人にするなら、明るく素朴な女性がいい。それに気が優しくて、穏やかな女性がいい。一緒にいて心が休まる女性と、いつか平和で温かい家庭を持ちたい。

			　指先が敏感な部分を往復すれば、素直な快感が背筋を走った。物理的で即物的な興奮だったが、それでも果てるだけなら何も問題はない。まるで作業のように陰茎を擦って自慰行為をしながら惰性で妄想を続けた。

			　どんな女性を考えても、脳裏でいまいちきちんと像を結ばない。その事実にもやもやとした不愉快さを感じていると、不意に瞼の奥で彼の陰茎を優しく擦りあげていた空想上の女性が、エトの姿に重なった。ずっと靄がかかったように曖昧だったその姿が、突然鮮明な黒髪の少女の姿を伴ってグレイの陰茎に優しく触れる。

			『グレイ、さん』

			　ふにゃりと、あどけない瞳を緩ませてエトが嬉しそうに微笑む顔が脳裏に浮かんだ。妄想の中で彼を見上げて恥ずかしそうにはにかみながら、小さな赤い舌でぺろりと陰茎の先を舐める。

			「……ッ！」

			　途端にこみ上げてくる強烈な射精感に、呼吸が止まった。慌てて歯を食いしばり、必死で意識を逸らす。駄目だ、彼女のことだけは絶対に考えない。あれは護衛対象だ、性的な目で見るべき相手じゃない、駄目だ！

			（彼女の舌は、きっと柔らかい）

			　──やめろ。

			（彼女の手は、きっと暖かい）

			　──やめるんだ。

			（彼女の肢体を自分のもので汚したら、きっと死ぬほど気持ちがいい）

			　──やめてくれ！

			　混乱と快感で頭が焼けそうだった。エトのことを考えるつもりなどなかったのに、自分の陰茎に触れているのはエトだと思った途端に未だかつてないほど興奮し、そして興奮している自分に寒気がした。やめなければと思うのに、手が止められなかった。

			　ゾクゾクと快感が全身を突き抜け、背がしなる。ああ駄目だ、イキそう。けれど、このままでは彼女のことを考えたまま達してしまう。それは駄目だ、それだけは駄目だ。だからここで手を止めなければと思うのに、感じたことがないほどの快感に冷静な思考がばりばりと食い荒らされていく。

			　陰茎を擦る手を止められないまま、きつく目を瞑って頭を振った。

			　先走りを絡めて敏感な部分を強く擦れば、強烈な快感で足の指先までピンと突っ張った。

			　駄目だ本当に果ててしまう。ここで出したら、取り返しのつかない何かが起こる。そう強く感じるのに、こみ上げる射精感に堪えられなかった。

			　まずいと思った次の瞬間には、グレイは獣のような呻き声とともに熱い白濁を吐き出していた。

			


			＊＊＊

			


			「……」

			　馬鹿みたいに大量の白濁に塗れた手を、ただぼんやりと見つめた。どれだけ溜めこんでいたのかと呆れるくらい、今日のは酷い。

			　しばらくそれをじっと見てから、グレイは白濁が付いていない方の手でくしゃりと自分の髪を握りしめ、唇を噛む。自分が今、苦虫を噛みつぶしたような顔をしている自覚はあった。

			「……最低だろ、俺……」

			　彼女はグレイ自身が初めて、自分の意志で「守りたい」と思った少女だ。だがそれは、決して女として自分のモノにしたいという意味ではない。ひたむきに前を向いて頑張る彼女を、保護者の立場で応援したいと思っただけだ。こんな形で汚したいなんて、決して望んじゃいなかった。

			　こんな形で汚してしまうなら──俺は、昔キーラと話した『彼女を犯す誰か』と何も変わらないじゃないか。

			「……いつか離れるべきだ」

			　このまま傍にいるべきではない。いつか誰か信頼できる相手を見つけた時は、迷わず彼女を託すべきだ。その時自分は、どんな気持ちで手放した彼女を見送るのだろう。

			「……まあ、少しは寂しい、だろうが……それだけかな」

			　彼女を手放して平和になった日常で、ほんの少しの寂寥感と共に生きる。そんな姿が素直に思い浮かんだ。

			　悲しくはない。何故なら、この気持ちは恋ではないからだ。

			「……恋じゃ、ないんだ」

			


			　──その言葉がただの自己暗示であると、本当はとっくの昔に気が付いていたのかもしれない。

		

	



















			夏樹の章　路銀の正しい稼ぎ方

			


			　清々しい朝、兵たちが出立の準備をする中、夏樹は不貞腐れた顔で自分の荷物を詰めていた。

			「どうした嬢ちゃん、今朝はえらく機嫌が悪そうだな」

			「……おはようございます」

			　話しかけてきた兵士の一人に、夏樹は憮然とした顔を向ける。

			「今朝とても夢の中で絶望させられたので、その余波が消えていないんです」

			「なんだ夢の話か。へえ、嫌いな奴でも出てきたか」

			「いえ、いつもお世話になっている方です」

			「じゃあそいつが苦しんでいる夢とか？」

			「すごい素敵な笑顔で笑っていました」

			「よかったじゃねえか」

			「殺意しかわきませんでした」

			「殺意!?」

			　あんた性根が歪んでんだな、と兵士が顔を引きつらせているが気にしない。

			　まったく、本当に腹立たしい。

			　自分の顔に『まだ異世界』と大きく書いてから寝ればよかったと思っても、今更遅い。まさかあそこまでグレイさんが鈍感かつ思い込みが激しいとは思ってもみなかった。

			　必死に『私の大切な青いペンダント、持ってますよね!?』と聞いたのに、何故か優しい笑顔を向けられた時は蹴り飛ばそうかとさえ思った。もしあの壁がなかったら確実にあの脳天にジークさん直伝のサマーソルトを決めている。

			「おいそこ、ぼさっとしてると置いてくぞ」

			「ほらさっさと乗りな嬢ちゃん」

			「わわわ、ちょっと待ってください！」

			　場に響いた掛け声に、夏樹は慌てて荷物を馬の背に括ると、別の兵士が乗る馬に駆け寄った。

			　気を利かせてあけてくれた鞍の前のスペースめがけ、右足で踏み切って、跳ぶ。両手を思い切り反対側に伸ばし、抱き着くように腹部から鞍に突撃した。

			「あだっ！」

			「……毎回思うんだが、あんたの馬の乗り方はそれでいいのか」

			「二年かけて編み出した自己流です。最初に腹部を打撲するという問題点はありますが、そのあとでよじ登る速さを考えればこれが最速でした」

			「あんた、よっぽど周囲にマトモに馬が乗れる奴がいなかったんだな……」

			　兵士に同情的な視線を向けられ、夏樹は「ハハハ」と笑顔で誤魔化した。むしろ馬に乗る人しかいなかったのだが、誰かさんが先手を打って台を持ってきてしまうせいで学ぶ機会がなかった。

			　厩うまやの馬と係の兵たちにこっそり協力してもらって、数少ない練習機会の中で編み出したのがこの乗り方だったのだ。そもそも、聖騎士の乗る馬が大きすぎるのがいけない。前提として足が届かないため、こうしてよじ登るしか方法がなかったのだ。私のせいではない。

			「今日も、よろしくお願いします」

			「おう、落ちないように掴まってろよ」

			「はい！」

			　兵士の方の声にしっかりと頷くと、夏樹は背をすっと伸ばして馬の鞍の前を両手で掴んだ。

			　馬の疲労も考えて、夏樹は日替わりで違う兵士の馬に乗らせてもらっている。何だかんだ言いながらも夏樹をちゃんと馬に乗せてくれるあたり、ダリア砦の兵士たちは皆いい人だ。

			　一泊の宿となった村に別れを告げ、一同は川の下流を目指した。どうせなら王都の方向でもある上流を目指してほしいところだが、その道は残念ながら落石で通行不可だ。少し下流に進めば川幅が広い場所があり、その場所なら橋も流れていないのではないかという予想だ。

			　ポクポクと馬の蹄が地面に当たり音を立てる。

			　背後からは馬車の音も聞こえてくる。

			　天気も良好。なかなかの旅日和だ。

			　いつもと同じように、背が同乗する兵には触れないように気を付ける。この乗り方が大変だと思ったこともあったが、もう二年の間にだいぶ慣れた。

			（平和っていいなあ……）

			　怒涛の日常にもまれていると、こうした平和が何より愛おしく感じる。

			　弛たゆまぬ努力で守っていかなければならないものだと痛感する。

			（……ううう、でもこれ絶対思考が毒されている）

			　──私は歴戦の兵士か何かか。まったくやっていられない。

			　そんな物思いに耽りながら馬に揺られていると、急に背後から「なあ」と話しかけられた。

			「はい、なんでしょう？」

			「話には聞いてたが、あんた本当に器用な乗り方するんだな」

			「え、器用ですか」

			　思ってもみなかった言葉に首を傾げる。

			　特に何も変なことをした記憶はないが、どうかしたのだろうか。

			「普通、二人で乗る時は後ろの人間に多少は体重かけないとバランスとれないはずなんだよ」

			「はあ」

			「あんた、鐙あぶみもなし手た綱づなもなしで、よく一人でバランスとってられんな」

			「ええと……」

			　感嘆というよりは困惑の色が強いその声に、思わず夏樹も困った顔をした。変な乗り方だと言われても、グレイは夏樹がこう乗らないと乗りづらそうに身じろぎばかりしていたので、てっきりこれが正解なのだと思っていた。

			　後ろに体重かけてよかったのか。全然知らなかった。

			「あ、ところで一つ質問があるんですけどいいですか？」

			「どうした、嬢ちゃん」

			「あのですね、カロングってどんな場所なんでしょう。……実は名前しか知らなくてですね」

			　夏樹が首を傾げると、後ろの兵士のみならず近くの兵士たちまでもが陽気に笑った。

			「なんだ、嬢ちゃんカロングのことを知らないとはとんだ田舎者だな！」

			「それなら王城なんか、なおのこと見たことないだろう」

			「俺は王都は見たことないんだが、流石にカロングくらい見たことあるぞ。あんた、ホントどこの出身だよ」

			「実はお城の出身でして」

			「ははは、またまたぁ。城の箱入り娘がこんな土地にいるなんて、訳が分からねえな」

			「そうですよねー」

			　本当に、なんで私ここにいるんでしょうね。

			「あそこはな水の都ってだけあって、街中で湧き水が出るんだよ」

			「その水を飲むと命が延びるとか」

			「ぎっくり腰が治るとか」

			「運命の相手と会えるとか」

			「金運が上がるとか」

			「便秘も治るらしいぞ」

			（それはお腹を下しているのでは）

			　次々に兵たちの口から出てくる効能に、夏樹は顔を引きつらせた。付加価値を付けすぎではないだろうか。そんなに期待されている湧き水が、いっそ気の毒になってくる。

			「ああ金運っていや、あそこは商業の街でもあるな」

			「そうなんですか？」

			「成功を夢見て、色んな場所から人が集まるんだよ」

			　確かになあ、と口々に同意の声が上がり、夏樹は少し心を躍らせた。あくまでカロングは王都に帰るための中継地点であるが、そう言われると物欲が刺激されて仕方がない。

			　折角だから何か城の皆にもお土産を買って帰ろう。グレイさんには何がいいかな、『カロングに行ってきました饅頭』とかでいいかな。

			　所持金が小銭しかないのが問題だが、それは後々考えてもいいだろう。

			「まあその代わり入れ替わりも激しいから、あの場所で商売をする人間はとにかく評判を大切にするんだ」

			「少しでも人気を落とすような言動はせず、長い物には巻かれろってな」

			「へええ商売も大変なんですね」

			　夏樹は同意し、頷いた。

			　やはりどこの世界も商売ごとは人気勝負だ。正直、街に着いてからのことを考えていなかったが、それだけ商売が盛んであれば働き口もたくさんあることだろう。

			　流石に三日もあれば王都に着くだろうとは言っても、その三日を生き延びるだけの準備がなくては意味がない。カロングにいる兵に少しでも顔見知りがいれば万々歳だが、今までの出来事を経験してなお、それに期待するほど夢見がちではない。

			　──きっとまた「聖女様は死んだじゃないですか、こいつは偽物だ捕らえろ！」とか言われるんだ。絶対そうだ。もう予想はついている。もう騙されないぞ。

			「私くらいの娘がすぐにできる仕事って何かありますかね？」

			「えっ」

			「あ、ああ。うーん、どうだろうなあ」

			「そりゃあ、お前、それ、あれだろ」

			「馬鹿、そんなの紹介してどうすんだ！」

			「………………」

			　途端に動揺して視線を逸らした兵士たちを夏樹は白い目で睨んだ。

			　違う。そういういかがわしい仕事を紹介しろとは言ってない。

			「喫茶店の売り子とか、そういうのですよ。一体皆さん何処を紹介する気ですか！」

			「ははは、すまねえな。つい発想がそっちにいっちまうんだよ」

			「嬢ちゃんなら、喋らなければそういう店でも、きっとのし上がれるぜ」

			「あんた、動かなきゃ器量良しだからな」

			「息もしなけりゃ完璧だ」

			「求められているハードルが高すぎます」

			　殺す気か。

			「まあ、そうだなあ。────銀帽子亭とかどうだ」

			「銀帽子、亭？」

			　首をひねる夏樹の周囲で、「ああ」とか「それもいいな」などの声が上がる。

			　どうやらカロングの中では有名な店らしい。もちろん、夏樹は聞いたこともない。

			「ええと、それはいかがわしいお店ではなく……」

			「安心しろ、いかがわしい店じゃねえ。飯が美味いただの酒場だ。とにかくデカい店だから若い給仕の娘を年中募集してたはずだ」

			「給仕！　そうそう、それですそういうのを求めてました！」

			　つまりウエイトレスだ。

			　現代にいた頃から少し憧れていた職業、ウエイトレス。結局バイトを始める前にこちらに落ちてきてしまったからやり損ねたが、一度やってみたいとは思っていた。

			　しかも、ウエイトレスくらいなら身元もそこまで気にせず雇ってくれる可能性が高い。身元を証明する術が一切ない夏樹にとっては、これ以上のものはないように思えた。

			「分かりました！　私、給仕の仕事をして旅費を貯めます」

			「それで王都に行こうってか。はー、あんたもその設定貫くねぇ」

			「もしそこで仕事が取れたら、悪いことは言わねえ。王都なんか行かずにそこで暮らせ」

			「嫌ですよ。ちゃんと王都に行ってみせますよ」

			「あんたも強情だなあ……」

			　もうどうしようもないという視線を一身に受けながら、夏樹はただ聞こえないふりを貫いた。

			　誰がなんと言おうと、夏樹は『城の治療師エト』だ。だから絶対、城に帰る。

			（銀帽子亭、かあ）

			　まだ見ぬ土地を思い描いて、彼女はそっと目を閉じた。

			


			　──ウエイトレスの制服、可愛いといいなあ。

			　（第一巻　完）

		

	










			番外編　来年の君を夢には見ない

			


			　──思い返せば、私がこの世界で一番最初に出会ったのは、グレイさんだった。

			


			＊＊＊

			


			「あの、すみません、聞いてますか」

			　見るからに『お城です』という雰囲気の廊下を夏樹は必死に速足で歩く。視線の先では一人の青年が夏樹に背を向けて歩いている。夏樹の声は聞こえているだろうに、先ほどからずっと無視を決め込んでいるようだ。

			　廊下から見える空は明るく、今が早朝だということは分かる。この晴れ具合からしてきっと今日は爽やかな一日になるだろう。しかしそんなことは今はどうでもよかった。

			　ここがどこで、何故ベッドで寝ていたはずの私がここにいるのか。それが最大の謎なのだ。

			「聞こえてますよね、ね？」

			「…………」

			「すみませんってば。聞こえてます？　もしもし？」

			「叩くな、聞こえている」

			「ここどこなんですか。私どこに連れていかれるんですか」

			「…………」

			「あーのー！」

			「うるさい、大人しく歩け」

			（もうさっきからなんなんだ、この人！）

			　話しかけても無駄、というオーラを背中に纏う彼に、夏樹は心の中で悪態づいた。

			　彼──グレイ、というらしい──は、さっきからずっとこうだ。一言夏樹に「ついてこい」と告げたきり、グレイはずっと沈黙を貫いている。

			　目を覚ました直後は色々と親身になって話を聞いてくれたように感じたのに、途中から困惑した顔で仏頂面になり、ついには何も言ってくれなくなった。それで、憮然とした顔で「ついてこい」と言われて今に至る。

			　彼自身の第一印象は悪くなかったのに、そんなに私が気に障るようなことを言ったのだろうか。

			（態度とか雰囲気から、てっきり非番の交番のお巡まわりさんかと思ったけど違ったみたい）

			　恐らく彼はただの通行人だったのだ。倒れている夏樹に驚いて思わず話しかけてみたものの、自分の手には負えないと判断して、それで専門の誰かに預けようとしているのだろう。

			　たぶん、夏樹は迷子だと思われている。十七歳にもなってそんな子供扱いしないでほしいと言いたいところだが、今は大人しく子供扱いされておこうと思う。右も左も分からないこんなところで「大人なら自己責任だ」と放置されるのも困る。

			　きっと今から事務所や迷子センターのような場所に連れていかれるのだろう。迷子センターの人がもう少しとっつきやすい人であることを祈るばかりだ。

			　夏樹は速足で彼の後ろを追いながら、こっそりと左右に視線を動かす。

			　重厚な内装と煌びやかな天井の明かり、どこまでも続いていくような長い廊下。すれ違う人間は皆、時代遅れのヨーロッパみたいな服ばかり着ている。その誰もが怪訝そうな顔で夏樹を見てくる。正直、大変居心地が悪い。

			（本当に、ここはどこなんだろう）

			　全く見覚えのない光景に、途方に暮れる。

			　何かのテーマパークの裏方か、演劇の舞台裏だろうと予想しているのだが、当たっているだろうか。少なくとも、夏樹の記憶の中にはまるでヒットするものがない。

			　そして問題はいつどうやってこんな場所に迷い込んでしまったのかだ。夏樹の記憶では、いつも通り平和にベッドに入って寝たはずだ。それが、起きた記憶もないのに夏樹自身でも知らない場所に寝ていたなんて。

			（実は私、夢遊病とか？　それとも、寝ている間に誘拐された？）

			　色々と考えてみるものの、どれも納得のいく説明にはならない。推理しようにも、情報が少なすぎてお手上げだ。こんな状況、友達が貸してくれたファンタジーものでしか見たことがない。

			　誰かに説明を願いたいところだが、目の前の青年に聞いてもきっとまともな説明は返ってこないだろう。何が悪かったのか分からないが、彼はずっと不機嫌そうだ。それでも、一応もう一度弁明をしておこうと、夏樹は勇気を振り絞って目の前の背中に呼びかけた。

			「あの、グレイさん？」

			「…………」

			「グレイさんグレイさん、グレイさーん！」

			「そんなに呼ばなくても、聞こえている」

			「あのですね、信じていただけていないようなので繰り返しますけど、私本当に怪しい者ではないです。眠って起きたらここにいたんです。ただの迷子なんです」

			「何年か前に」

			「はい？」

			「何年か前に捕まえた間者が、苦し紛れに同じ言い訳をしていたのを聞いたことがある」

			「患者？」

			「間者だ」

			　物騒な単語に思わず聞き返すと、グレイは振り返らないままに頷いた。

			　患者を、捕らえた。なんと、ここは病院だったのか！

			　しかも、患者が逃げ、それを捕らえるような病院だ。お城みたいな内装しているから全然分からなかった。ははあ、病院にも色々あるんだな。

			（……ん？）

			　ふと、思うところがあって夏樹は首を傾げた。

			　ということは、私は今、頭がアレな患者だと思われて連行されている途中なのではないだろうか。

			　すると行く先は、迷子センターではなく、……病室？

			　病室、強制入院、話を聞いてもらえない、手術。

			　最悪だ。

			　慌てて夏樹はグレイの前に回り込んだ。不愉快そうな顔をする彼に、必死に言い募る。

			「あの、何か誤解があるようですが、私ここの患者じゃありません！　ただの一般市民です！」

			「間者が自分のことを間者だと認めるわけがないだろう。いいから大人しくついてこい」

			「ああもう、だから！」

			　グレイは夏樹の言葉を一蹴して、まるで聞く耳を持たない。酷い、あんまりだ。無事に解放された暁には、ご意見箱に『この病院のスタッフは冷血漢』としこたま書いてやる。

			「ケータイを貸していただけたら、今すぐ親に連絡しますから！」

			「けーたいとは何だ」

			「で、電話でもいいです。固定電話」

			「でんわとは、何のことを言っているんだ」

			「電話が何って……。もう、伝書鳩でいいです、伝書鳩貸してください」

			「伝書鳩ならいるぞ」

			「伝書鳩はいるんですか!?」

			　駄目だ、埒が明かない。

			　この人の言っていることがさっぱり理解できん。かくなる上は、逃げるに限る。

			　心の中で三秒数えてから、一気に背を向けて踏み込んだ。

			「……っ！」

			「逃げるのは、後ろ暗い証拠だと捉えるが、いいのか」

			　踵を返して走りだそうとした夏樹の襟首に、ガシッとグレイの右手が引っ掛かる。

			　ぐぐぐ、手強いな。そしてこの体勢、首がしまる。

			「離してください、離して！　いーやーだー！」

			「騒ぐな！　大人しくしろ！」

			　抵抗も空しく、グレイの強靭な腕力によって廊下をズルズルと引きずられていく夏樹。

			　途中、「あまり暴れると、舌をかむぞ」と気遣いみたいな何かが聞こえたけれど、根本的に大事なのはそこではない。

			「助けて、おかぁああさぁあああん！」

			　夏樹の悲痛な叫び声だけが空しく廊下に響いた。

			


			＊＊＊

			


			　──それから、経過すること七百日。

			


			「グレイさーん、どこですかグレイさーん。……ここかな？」

			　魔物討伐も一段落した、その日の夜の野営地。

			　夏樹がテントの中を覗くと、そこには丁度探していたグレイの姿があった。

			「あ、いた。どこに行ったのかと思ってました」

			「エトか。どうした？」

			「ジークさんが探してましたよ……と、グレイさん、何しているんですか？」

			　グレイは夏樹に返事を返すものの、しゃがんだままこちらに背を向けている。一体何をしているのかと近づいて覗き込むと、そこには籠に入った鳩が一羽いた。鳩の足には、小さな金属の円筒が括り付けられている。──伝書鳩だ。

			「これ、伝書鳩じゃないですか。どうかしたんですか？」

			「ああ、実は団長から殿下へこれから帰還する旨を送るよう頼まれたんだが……」

			「なるほど！　それでええと、手紙が筒に入らなくて、苦戦していると」

			「こういう作業は苦手なんだ」

			「ちょっと貸してみてもらえませんか？　私こういう細かい作業、得意ですよ！」

			「あー……、そうだな、よろしく頼む」

			「任せてください！」

			　グレイに渡された紙片を笑顔で受け取ると、夏樹は手早く小さな円筒に紙片を差し入れた。その間、僅か三秒。パチンと音を立てて蓋を閉めてグレイを振り返ると、彼は目を丸くしている。

			「……驚いた。本当に早いな」

			「ね、言っただけはあるでしょう？」

			　得意になって夏樹はフフンと笑う。グレイにはいつも褒められることより呆れられることの方が圧倒的に多いので、こうして褒めてもらえるのはどんなに些細なことでも嬉しい。

			「あれ？　この子、足に擦り傷ありますね」

			「そうだな。……って、おい、力を使うつもりなら一言言ってからにしろよ？　突然使うなよ？」

			「使いませんよ、そもそも人間以外には効きませんし。……なんでそんなに私と距離とろうとするんですか」

			　何故か慌てたように夏樹から離れるグレイの姿に、若干心が傷つく。

			　そんなに警戒しなくても、グレイさんには催淫効果がほとんど効かないんだから別にいいじゃないか。いつも平気な顔でけろっとしているくせに。

			「それにしても、伝書鳩、ですか……」

			「伝書鳩がどうかしたか」

			「いえ、ちょっと、この国に落ちた日のことを思い出しまして」

			　思わず、その時のことを思い出して感慨に耽る。当時は伝書鳩がいると言われて、適当に誤魔化されたと憤慨したものだが、実際この世界にはケータイも電話もなく、伝書鳩はいたのだ。彼は素直に事実を言っただけだった。

			「お前がここに来た日か……なんだか、随分前に感じるな」

			「もう二年近く前のことですからね、ううん懐かしいなあ」

			　右も左も分からず泣きべそかいていた当時のことを、夏樹はしみじみと思い出していた。突然、どこかの中庭で目覚めて、訳も分からずグレイに連れていかれて、騎士団長に「不審者です」と突き出された時の絶望感は、今だからこそ笑えるが当時は本当に怖かった。

			「グレイさんは、あの時なんであんなに怖かったんですか？」

			「……怖かったか？」

			「ええもう、とても！　あっという間に口数少なくなるし、何を言っても聞いてくれないし！」

			「あれはまあ、……すまなかった」

			　グレイは頬をかきつつ、気まずそうに謝罪の言葉を述べる。

			「お前のことを本気で間者だと思っていたわけじゃなかったんだが、どうにも女は苦手なんだ」

			「苦手といいますと？」

			「……女はすぐ泣くだろう。だから、泣く前に一刻も早く団長のところに突き出してしまおうと思ってだな……」

			「ええ！　間者だとは思ってなかったのに、突き出すつもりだったんですか!?」

			「あまりにお前が頓とん珍ちん漢かんなことばかり言うから、間者じゃなくても厄介な事情を抱えたトラブルの塊だとは察していた」

			　うっ、言い返せない。

			「……まさか、異世界から来たとは、思わなかったけどな」

			「私だって、異世界に落ちたとは思ってませんでしたよ」

			　あの頃は、異世界に落ちたなんて全然発想になかったし、まさか最初に会った、しかも私の首根っこを掴んで引きずるような人とこんなに一緒に過ごすとは思ってもみなかった。

			「もうあれから、二年も経つんですね」

			　思わず、ぽつりと呟いた。

			　グレイが少し苦い顔をする。

			　あの頃十七歳だった私は、いつの間にか十九歳になっていた。

			　当時高校生だった私も、本当なら今頃卒業して、運が良ければそのまま大学生になっていただろう。サークルに入って、飲み会とか参加しちゃって、少し大人な青春を謳歌していたかもしれない。

			　少なくとも、休憩の合間に馬の扱い方を覚えたり、前線で魔物の返り血を浴びたりするような生活はしていなかったはずだ。

			　けれど、どうしてだろう。二年間をここで過ごしたことを、不思議と後悔もしていない。

			「お前と初めて会ってから、もう二年か」

			「そうですよ、二年、です」

			　夏樹は頷いて、この二年間に想いを馳せる。

			　本当に色々あった。──隣のこの人に、恋をするほど。

			「なんだか、あっという間でしたね」

			「そうだな」

			「でも、長かったようにも感じます」

			「ああ」

			「グレイさん、両方に同意してますよ」

			「そうかもしれないな」

			「あー、また適当な返事して！」

			　まったくもう、と夏樹は立ち上がる。グレイはまだしゃがみこんだままだったので、彼からは夏樹を見上げる形になる。どこか眩しそうな眼をしているグレイの顔を軽く睨み、夏樹は言った。

			「来年同じような会話した時、絶対またグレイさん適当に両方に同意しますよ！　予言します！」

			「そんなことはない」

			「それなら、もし言ったら私に美味しいもの奢ってください」

			「もし、言ったらな」

			「言いましたね？　約束ですから！」

			　夏樹がそう言うと、グレイは困った顔で微かに笑った。

			　なんだその、子供の我儘を仕方がないから聞いてあげましたみたいな微笑みは。

			「来年になって、この話忘れたとかなしですからね！」

			「ああ、分かった分かった」

			「約束ですよ」

			「……ああ」

			　夏樹が笑うと、グレイも笑う。
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			　本当に楽しかった。

			


			　──彼が時空転移の魔法陣を作動させたのは、この僅か半月後のことだった。

		

	

			番外編　運命と恋の大嵐

			


			　それは、俺が王都に配属になってすぐの頃だ。

			「ねえお兄さん、お暇かしら？」

			　夜分に酒場のカウンターで酒を傾けていた俺に、名も知らぬ女性が突然話しかけてきた。豊満な身体を見せつけるような、胸元の開いた挑発的なドレス。化粧と香水の強烈な香り。自分が娼婦であることを堂々と主張する彼女は、俺が何かを言うより早く、さっさと隣の席に腰かけた。

			　──そこは一応ジークの席だったんだが。

			　厠に行くと告げて席を立ったまま、なかなか帰ってこない同僚の姿を思い浮かべながら、俺は渋面で口を開く。

			「……すまない、そこは友人の席なんだ」

			「ええ、知っているわ。お連れさんなら、ほら。そこで私の友達を口説いているもの」

			「はっ？」

			　しれっと言い放った彼女の言葉に驚き、慌てて振り返る。

			　そこには確かに、色気溢れる艶やかな女性を、壁に手をつきながら手慣れた雰囲気で口説いているジークの姿。くすくすと秘密話をするように笑いあう彼らの雰囲気は、甘ったるい。

			（あいつ……！　なかなか帰ってこないと思ったら何をしているんだ何を！）

			　自分から飲みに誘ってきたくせに、その相手を放置して女を口説くか普通。

			　相変わらずの自由人ぶりに、俺は眉をひそめながら酒の杯を傾けた。奴の女好きは今に始まったことではない。本人曰く、散るのが早いだけでどの恋も誠実に全力で臨んでいるらしいがそんなことは知ったことか。

			「ねえ？　だからお兄さんも私と楽しいお話をしましょう？」

			「……俺は、別に……」

			　口元のほくろが印象的な美女に身を寄せられて、思わず言葉の語尾が濁る。顔を背けて、また酒の杯を傾けた。

			　参った。俺はこういう女性の相手は、……というか女性全般の相手があまり得意ではない。楽しい話と言われても、そもそも何の話題を話せばいいのか。

			「……俺と話しても、たぶん楽しいことはないと思うが」

			　素直にそう告げることにした。すると相手の女性は、ふぅん、と興味がなさそうに相槌を打ったあと、含みのある笑顔でくすりと笑った。

			「それなら、……ベッドの上でだったら、私を楽しませてくれる？」

			「ベッ……！」

			　明け透けな誘い文句に、思わず衝動的に「そういう発言を女性が易々とするのは」と続けそうになり、直後にそもそも彼女たちはそれが仕事だったということに思い至って口を噤む。

			　ばつの悪さを誤魔化すように、また酒を口にして視線を逸らした。こういう時にさらりと冗談として流せない自分の性格には辟易するが、それはそれとして、この彼女の発言にどう返すべきか。

			　少しだけ逡巡したあと、苦い声で告げた。

			「……すまないが、一晩限りの関係には興味がない」

			　虚勢ではない。間違いなく本心だ。別に女性との行為自体に興味がないわけではない。しかし、そういう行為はやはり愛する女性としてこそ価値があるというのが持論だ。一時の快楽は得られるのかもしれないが、金で買える真心にも、身体だけの関係にもあまり魅力は感じなかった。

			「……なるほどね」

			　彼女はそう言うと、はああ、と呆れたようにため息をついた。

			「こういうお仕事をしているとね、このまま迫ればいける相手かどうかって、感覚で分かるの。その観点から言うとね、貴方は無理。全然脈なし。迫るだけ無駄」

			「……そ、それは悪かった」

			　そこまでの拒絶だっただろうか。なんだか逆に申し訳なくなり、俺はますます視線を逸らして口を真一文字に結んだ。

			「ええ。ここまで全然手ごたえがない人も久しぶりよ。お兄さんったら枯れてるの？」

			「枯れているわけじゃない、と思うんだが」

			　そうだ、別に枯れているわけじゃない。人並みに性的な欲求もある。ただ昔から鍛錬一筋で生活してきたせいか、相当淡泊な性格をしているとは、自分でも思う。

			「それならまさか……」

			「先に言っておくが、男色でもないからな！」

			　断固としてそれは違う。それだけは、絶対に譲れない。

			「やだ、私まだ最後まで言ってないじゃない」

			　わざとらしく息をのむ動作に釣られて睨み返すと、彼女はくすくすと笑った。明らかにからかわれている。もしかしたら、王都に配属になったばかりの新米騎士であることを見抜かれているのかもしれない。俺は無言で酒に口をつけた。……女は次に何をするか分からないから怖い。

			「もうそんなに怖い顔しないでよ。お詫びに私の得意な占い、やってあげるから」

			「……占い？」

			「そうよ、当たるって評判なの。こうして、カードでね、相手の運命の相手を占うのよ」

			　彼女はそう言いながら、どこからか手のひら大のカードを取り出すと、カウンターに無造作に並べ始めた。そういえば、同僚の誰かが酒場に占いを得意とする娼婦がいるとか……もしかしたら、それが彼女なのかもしれない。

			「はい、それで好きなのを選んでね」

			「……こうか」

			「そうそう……そうやって……」

			　そして何度か俺にカードを選ばせたあと、慣れた手つきでまたカードを重ねていった。

			「そしてこの一番上に来たカードが貴方の運命の出会いを示唆する……って、あら？」

			　思わせぶりな間を置いてカードをめくってみせた彼女は、その柄を見て首を傾げた。

			「……どうしたんだ」

			「ごめんなさい、前に他のことを占った時のカードが混ざっていたみたい。おかしな結果になっちゃったわ」

			「何が出たんだ？」

			「ううん、でもこれは……結果、聞きたい？」

			「まあ、一応」

			　そこまで言われて聞かないというのも寝覚めが悪い。「そもそも結果が人間じゃないんだけど……」などと言いながらも、彼女は困ったように口を開いた。

			「貴方が将来、運命的に出会う相手はね」

			　不本意そうに口を尖らせて、彼女は荒れ狂う風が描かれたカードを指差す。

			


			「〝とんでもない大嵐〟ですって」

			


			＊＊＊

			


			　そんな会話をしたのが、確かもう今から数年前のこと。

			　あの占いが本当に当たるのだとすれば、今俺の目の前にいるこの少女こそが、その『大嵐』であればいいと思う。もちろんそれは、彼女が俺の運命の相手であることを願っているのではなく、頼むからこの先、俺の人生に彼女よりも厄介な人間など決して現れてくれるなという意味である。

			　俺が護衛を任されたエトという少女は、それほどまでに俺にとって『厄介な相手』だった。

			


			「グレイさんグレイさん、グレイさんってば」

			「……うるさい、騒ぐな。聞こえている」

			「暇なんです。死にそうなほど暇なんです。私と何でもいいからお喋りしてください」

			「断る」

			「えええええ、なんでですか！　折角同じ部屋にいるのに！」

			「……俺はお前の護衛には任命されたが、話し相手になったつもりはない」

			「ケチ！」

			「ケチで結構」

			「うぐぐぐ……！」

			　彼女が大変不服そうにむくれたのが気配で分かるが、それでも俺は頑としてそちらは向かなかった。部屋の入り口付近の壁際に立ち、頑なに正面を見据えるだけだ。

			　名目上は護衛でも、俺の実質的な任務は危険人物である彼女が勝手に部屋から出ていかないように見張ることである。したがって、彼女がどんなに暇をしていようと俺には全く関係ない。

			　それに、こうして毎日毎日暇だと彼女が嘆くので、俺だって多少は同情して譲歩したのだ。

			　机の上に放置されたままの『譲歩』に一瞬だけちらりと視線を向けてから、俺は口を開いた。

			「本だって持ってきてやっただろう。それでも読んで大人しくしていろ」

			「読めないんですよ。グレイさんが読んで教えてください」

			「断る、挿絵から読み方くらい想像しろ」

			「うぐぐぁあああ、この人もう嫌だぁあああ」

			　子供向けの冒険小説など誰が読み聞かせるものか。……というか、子供向けの本でも駄目なのか。次回は幼児向けを持ってくるしかなさそうである。

			　そんなことを考えながら、それでも彼女の方は見ないでいると、ついに視界の端でエトがぱたんと机に倒れ伏した。伸ばした腕に顔を埋めた体勢で、呻くように声を上げる。

			「外に出たいです……暇だ……」

			「言っておくが強行突破しようなんて考えるなよ。お前の妙な力は俺には効かない」

			「誰が強行突破すると言いましたか。グレイさんに勝てると思うほど、私、自惚れていません」

			「そうか」

			「石頭め」

			「何か言ったか」

			「すきま風の音ですよ」

			　顔を上げないまま、彼女はさらりと言った。敢あえて喧嘩を売ってくるとは、いい度胸だ。

			　軟禁されている彼女には同情する気持ちがないわけではないが、正直なところ、調子が狂うのであまり話しかけてほしくない。

			「私、今猛烈に会話に飢えているんです、お話しましょうよグレイさん、何でもいいですから」

			「話題なんて特にないだろう」

			「昨日の晩御飯の中身について語らうとかどうですか？」

			「お前はもう少し有意義なことを考えろ」

			「ならグレイさんの弱点を教えてください。活用します！」

			「誰が言うか」

			「最近あった驚いた話」

			「……中庭で珍妙な拾いものをした」

			「えっ、何ですかそれ、面白そうですね！」

			（お前のことだ阿呆！）

			　目を輝かせてこちらを見てくる彼女の姿に、遊びたい盛りの仔犬の幻覚が重なった。俺が何か投げたら、彼女は走って取ってくるのではないだろうか。

			「……なあエト」

			「なんですか？」

			「お前、少しは今の現状が怖いとか逃げたいとか、ないのか？」

			「……ありますよ？」

			　何を当たり前のことを、とでも言いたげな様子でエトは怪訝そうに首を傾げた。

			「だからほら、こうして手記をつけて情報を整理してですね、一日でも早く無事に日本に帰るための計画を練っているじゃないですか」

			　そう言って彼女が差し出してみせたのは、彼女の国の言葉で書かれた紙の束。

			　そういえば最近よく書き留めていたなと思い出して、俺は何気なく尋ねてみた。

			「ちなみにどんな内容が書いてあるんだ」

			「ええと、例えば昨日の中身はですね……」

			　エトはパラパラと紙の束をめくると、最後の記載を見ながらすらすらとそれを読み上げた。

			「〝グレイさんの好物はトマト料理、特に煮込んだトマトが好き。いざとなったらトマト〟」

			「お前は何の情報を整理しているんだ！」

			「いや、大事な情報ですよ！　もしもの時のためにグレイさんを味方につける方法を練っているんです。今のところ、この情報が一番活用できそうな内容なんですから！」

			　なるほど、その手記の内容が相当薄いということがよく分かった。

			　どこの世界に好物で釣られて国を裏切る馬鹿がいるのか。そして、それを俺自身に言ってしまう彼女の考えが理解できない。

			「さらにその前の記載はですね〝グレイさんはオバケが苦手ではない〟です」

			「その手記、もしかして俺のことしか書いてないのか……？」

			「仕方ないじゃないですか！　朝から晩までグレイさんとしか会ってないんですから。他の情報が全然増えないんですよ。こっちだって不本意です」

			　呆れてじっとりと見据えると、エトは不服そうに口を尖らせた。

			「こちらとしても、この手記がグレイさんの観察日記と化さないうちにもう少し有益な情報を手に入れてですね、もう少しこう、重要書類っぽくしたいんです！　分かりますか！」

			「……」

			「何ですかその目。馬鹿にしてます!?」

			　その通りだ。全力で呆れている。

			「お前と話していると、間違ったことを言っているのは俺の方なんじゃないかと思えてくる……」

			　なんなんだ、異世界の人間というのはこんなに危機感がないものなのか。俺がこんな状況に追いやられでもしたら、護衛の隙をついて襲撃くらいするぞ。いやむしろ、相手の油断を誘うためにあえて害がないように装うか。

			　害がないように、装う、か。

			「……」

			「なんですか、そんなに私のことじっと見つめて」

			「……いや、なんでもない」

			　エトをじっと睨んでから、俺はうっそりとため息をついた。この能天気が服を着て歩いているような彼女の態度は全部演技なのだろうか。もしそうだとしたら、彼女は稀代の大女優だ。

			「……昔、酒場で占われたことがあるんだが」

			「占い？」

			「俺は将来、『大嵐』に出会うと言われた」

			「それは……大変ですね、ご愁傷様です」

			「お前、大嵐と聞いたら何を想像する？」

			「えっ、なんでしょうか……木々をなぎ倒して全部を奪い去っていく感じですかね」

			「……まあ、そうだよな」

			　怪訝そうな顔で首を傾げる彼女を見ながら、俺は小さく頷いた。俺としては、彼女こそが例の大嵐であってほしいと考えている。しかし、彼女と木々をなぎ倒して全部を奪い去っていく大嵐のイメージは全く重ならない。そうすると、やはり彼女は俺が将来出会うであろう『とんでもない大嵐』ではないのかもしれない。

			（……つまりなんだ、俺の人生にはこれ以上の厄介な人間がまだ現れるということなのか。……憂鬱だ……）

			　考えるだけで嫌な気分になり、思わず苦い顔になる。あとはもう酒場でのあの占いがやはりなんてことはない口から出まかせだったのだと信じるのが、きっと一番平和だ。「あの子の占いは百発百中なんだぜ」と仲間たちが口々に言っていたのを思い出しながら、俺は重たいため息をついた。

			


			　……この時の俺には想像もつかなかったことだが、この更に数年後、俺は彼女に理性も心も全部奪い取られて人生を根底から大きく変えられることになる。

			　その時になってようやく、あの時の占いがいかに的確に俺の将来を言い当てていたかを知ることになるのだが、──それはまた別の話。

		

	

			あとがき

			


			　皆様こんにちは。黒ごまと申します。

			　初めて本作品を読んでくださった方、初めまして。

			　Ｗｅｂ版から応援してくださっている方、いつも本当にありがとうございます。

			　先日お弁当の中でお会いしましたよねという方、そう、それです、その黒い粒です、こんにちは。

			


			　この度は『純情騎士と、異世界からの強制送還に失敗された不憫で不幸な私の話』を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

			　本作は、もともと女性向け小説投稿サイト、ムーンライトノベルズの片隅でニッチな同志を探さんと始めたものでした。それがこのような形で皆様の手元に届きましたこと、嬉しく思うとともに、人生は本当に何が起こるか分からないものなのだなあとしみじみ痛感しております。

			　ある日突然書籍化のお誘いがありまして、驚きすぎた作者は思わずケータイを投げました。それからというもの、『ドッキリ大成功』の看板を警戒している間に七里様の素敵なキャラクターデザインが届き、夢オチを覚悟しながら寝て起きてを繰り返しているうちに宣伝広告が世に出て、やっと我に返った時には発売日がもう寸前に迫っておりました。世の中の作家様は、皆さんこのような経験をされるのでしょうか。発売されたら先祖代々の墓にお供えしてみようかとも思ったのですが、エッチなラブコメを供えられてもご先祖様困るよなと思い、やめました。

			　拝啓ご先祖様、この度あなた方の子孫が本を出します。しかしながらお伝えするには内容が少々不適切なので内容は伏せさせていただきます。どうぞ非常に高尚な文学をご想像ください。決してエロケアル使いの聖女様が堅物騎士様相手にピンク色の精神攻撃を与え続けるようなラブコメではございません。ええ、決して。

			


			　話は変わりますが、作品に関しての話を少し。

			　サイトの方では既に完結済みの本作品ですが、今回は新シーンやオマケ要素を盛り込んだ形での書籍化ということで、書籍版ではＷｅｂ版の方であまり語られなかった夏樹相手に厳戒態勢をとっていた頃のグレイの様子が垣間見えます。威嚇する野生動物のような初期の彼を見ると、何故かこう、……ほっこりしますね。次第にほだされて世話焼き苦労人保護者と化していく彼の変遷は、是非グレイの章でお楽しみください。また、書籍化を機についにツイッターを始めました。作品小ネタや作品一コマ漫画的なものを呟き散らしているアカウントですが、皆様是非構ってやってください。（@kurogoma_narou）

			　連載時から支えてくださったＷｅｂ版の読者の皆さま、キルタイムコミュニケーション編集部の皆さま、素敵なイラストを担当してくださった七里様、本当にありがとうございました。素敵な表紙イラストや挿絵の数々をこっそり自室の壁に貼らせていただいておりまして、そのためになかなか来客が呼べないことが最近の公言できないドヤ顔案件です。本当にありがとうございました。

			　物語は次回、新天地での大事件へと続きます。

			　怒涛のトラブル続きの二人の、ドタバタ恋物語の行方は──？

			　それでは皆様、是非再びお会いできることをお祈り申し上げまして、ここで一度失礼致します。

			　この度は本作品を手に取っていただき、誠にありがとうございました。

			黒ごま

		

	



小説　黒くろごま

栄養満点の香ばしい薬味、お赤飯の上が定位置で、ファンタジーと騎士と狼狽男子が三度の飯より大好きです。あ、三度の飯も大好きです。




挿絵　七しち里り慧けい

異世界トリップラブコメ楽しく描かせていただきました。ヒーロー騎士様がこれほどかわいいタイプだとは、そしてヒロインのつっこみが関西人としては爽快でした。二人の未来に幸あれです。
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